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企
業
一
覧

世
界
初
の
独
自
の
歯
形
諸
元
を
編
み
出
し
て
ギ
ヤ
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
高

強
度
か
つ
小
型
軽
量
化
し
た
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
を
商
品
化
。

分
析
処
理
能
力
や
信
頼
性
等
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
高
分
子
材
料
分
析
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
、
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
物
質

デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り
、大
企
業
と
の
差
別
化
を
実
現
し
た
。

天
体
望
遠
鏡
の
位
置
追
尾
で
培
っ
た
技
術
を
活
用
し
、
極
め
て
独
創
性
の
高

い
非
触
媒
型
の
三
次
元
形
状
測
定
装
置
を
開
発
。微
細
か
つ
複
雑
な
形
状
の

測
定
が
可
能
で
、我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
基
盤
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

箔
押
で
培
っ
た
薄
い
製
膜
技
術
を
基
盤
技
術
と
し
、
可
食
フ
ィ
ル
ム
の
分

野
で
様
々
な
用
途
を
開
発
。本
分
野
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の

特
異
な
製
膜
技
術
を
通
じ
た
差
別
化
に
も
成
功
。

世
界
に
先
駆
け
て
六
面
加
工
装
置
を
開
発
。高
精
度
が
要
さ
れ
る
医
療
機

器
、航
空
機
、精
密
金
型
へ
の
加
工
の
活
用
を
通
じ
、日
本
の
も
の
づ
く
り
基

盤
の
支
援
を
期
待
。

最
新
製
造
技
術
の
3
D
プ
リ
ン
タ
の
活
用
事
例
で
、
C
T
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
精
密
か
つ
質
感
も
実
現
し
た
手
術
前
心

臓
模
型
を
製
造
。医
療
分
野
へ
の
進
出
を
果
た
し
た
理
想
事
例
。

患
者
自
身
の
軟
骨
細
胞
を
使
っ
て
治
療
を
行
う
自
家
培
養
軟
骨
の
製
造
販

売
承
認
を
取
得
し
、実
用
化
に
成
功
。細
胞
培
養
の
基
盤
を
確
立
し
た
。

伝
統
的
技
術
と
近
代
的
な
鋳
造
技
術
を
駆
使
し
、
仕
上
が
り
が
均
一
な
炊

飯
ジ
ャ
ー
用
南
部
鉄
器
内
釜
の
量
産
化
に
成
功
。家
電
製
品
分
野
で
差
別

化
･
高
付
加
価
値
化
、地
域
の
活
性
化
を
実
現
。

高
岡
銅
器
の
伝
統
と
手
で
曲
げ
ら
れ
る
ほ
ど
軟
ら
か
い
錫
の
特
性
を
生
か

し
、
純
度
1
0
0
％
錫
製
の「
曲
が
る
金
属
の
食
器
」を
開
発
。流
通
･
加
工

･
構
造
改
善
を
通
じ
た
産
地
活
性
化
に
寄
与
。

従
来
の
高
級
衣
料
用
薄
地
素
材
を
遥
か
に
凌
ぐ
、
軽
さ
、
薄
さ
、
柔
ら
か
さ
、

光
沢
、
透
明
感
を
実
現
し
た
繊
維
を
開
発
。卓
越
し
た
技
術
力
と
海
外
へ
の

発
信
力
と
を
合
わ
せ
て
高
付
加
価
値
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
。

シ
ル
ク
糸
の
繊
維
改
質
を
図
り
、
通
気
性
を
維
持
し
つ
つ
、
強
力
な
撥
水
効

果
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。ま
た
、
独
自
の
防
縮
技
術
や
水
洗
い
に

よ
る
擦
れ
等
を
改
善
し
、家
庭
で
の
水
洗
い
が
可
能
な
き
も
の
を
製
品
化
。

成
熟
し
た
繊
維
業
界
に
あ
り
な
が
ら
新
し
い
撚
糸
（
糸
の
よ
り
方
）
方
法
を

開
発
。高
吸
水
性
、速
乾
性
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、タ
オ
ル
地
の
み
な
ら
ず

医
療
･
介
護
分
野
で
の
展
開
に
も
期
待
。

大
豆
の
浸
漬
工
程
を
カ
ッ
ト
し
、
業
界
初
の
大
豆
加
工
（
挽
き
割
り
･
脱

皮
）
と
製
品
製
造
工
程
を
一
元
化
。こ
の
画
期
的
な
製
造
方
法
に
よ
り
、
製

造
時
間
短
縮
な
ど
だ
け
で
な
く
、高
い
栄
養
価
を
実
現
。

自
動
車
部
品
で
培
っ
て
き
た
超
精
密
加
工
技
術
を
生
か
し
た
高
精
度
･
増
速

の
工
具
の
開
発
に
よ
り
、
委
託
加
工
を
超
え
て
医
療
分
野
に
進
出
。さ
ら
に
、

そ
の
工
具
の
外
販
に
よ
り
、日
本
の
も
の
づ
く
り
基
盤
の
強
化
に
も
貢
献
。

自
動
車
製
造
装
置
の
開
発
･
製
造
で
培
っ
た
設
計
･
精
密
加
工
技
術
を
応

用
し
、
超
薄
肉
樹
脂
に
多
数
の
微
細
側
孔
を
設
け
た
ノ
ズ
ル
の
成
形
に
成

功
。世
界
初
の
軟
性
内
視
鏡
用
洗
浄
吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
を
製
作
。

長
期
開
発
を
通
じ
、
技
術
的
に
困
難
と
さ
れ
て
き
た
ス
テ
ン
レ
ス
の
高
級

感
、
新
し
い
感
性
価
値
を
提
供
す
る
表
面
加
工
に
成
功
。受
託
加
工
を
超
え

〝
高
付
加
価
値
表
面
加
工
ス
テ
ン
レ
ス
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
〞に
進
化
。

難
加
工
材
料
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
板
材
の
表
面
均
一
性
を
維
持
し
た
温

間
プ
レ
ス
加
工
を
確
立
し
、
独
自
開
発
し
た
表
面
処
理
に
よ
り
高
意
匠
性

の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
プ
レ
ス
製
品
を
開
発
。大
手
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ー
ト

P
C
に
採
用
。

装
置
、
イ
ン
ク
、
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
我
が
国
な
ら
で
は

の
、す
り
あ
わ
せ
型
の
高
度
な
も
の
づ
く
り
を
実
現
。環
境
対
応
に
加
え
、生

産
現
場
の
安
全
管
理
負
担
や
臭
い
の
軽
減
に
よ
る
消
費
者
対
応
を
実
行
。

生
分
解
性
に
加
え
、耐
熱
性
と
既
存
樹
脂
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
機
械

強
度
と
ガ
ス
バ
リ
ア
性
を
有
す
る
ポ
リ
グ
リ
コ
ー
ル
酸
の
量
産
に
世
界
で

初
め
て
成
功
。

強
度
と
靱
性
を
両
立
さ
せ
る
高
層
建
築
物
用
の
鋼
板
を
開
発
。日
本
の
優
れ

た
鉄
鋼
開
発
･
生
産
技
術
と
震
災
の
多
い
我
が
国
で
の
建
設
ニ
ー
ズ
と
を

見
事
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
事
例
。

マ
リ
ン
系
香
料
の
製
造
に
あ
た
り
、従
来
使
用
さ
れ
て
い
た
絶
滅
危
惧
種
の

植
物
由
来
の
原
料
を
使
用
せ
ず
、入
手
容
易
な
工
業
原
料
か
ら
製
造
す
る
方

法
を
開
発
。環
境
保
全
と
生
物
多
様
性
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。

無
人
･
無
動
力
の
水
門
･
ゲ
ー
ト
を
開
発
。東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
消
防

団
員
等
の
人
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
で
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
近
時
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
頻
発
に
よ
り
更
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

環
境
影
響
が
少
な
く
、
且
つ
、
短
時
間
で
構
造
物
の
機
能
再
生
･
強
化
を
果

た
す
画
期
的
な
工
法
を
実
現
。

優
れ
た
耐
震
性
、
耐
久
性
を
も
つ
ス
テ
ン
レ
ス
製
給
排
水
継
手
を
開
発
。阪
神

淡
路
大
震
災
及
び
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
優
れ
た
耐
震
性
が
実
証
。有
名
建

築
物
の
み
な
ら
ず
、公
共
施
設
で
の
採
用
も
広
ま
り
、防
災
に
大
き
く
貢
献
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
培
っ
た
一
特
定
の
技
術
等
を
生
か
し
、
全
自
動
化
さ
れ
た

単
一
細
胞
レ
ベ
ル
の
高
感
度
解
析
を
実
現
。

コ
ス
ト
や
現
地
雇
用
な
ど
の
課
題
を
解
決
し
、
安
価
で
小
型
な
浄
水
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。

電
気
を
使
わ
ず
、水
圧
の
変
化
に
対
応
す
る
安
価
な
製
品
提
供
を
実
現
。

「
化
学
」を
テ
ー
マ
に
し
た
実
験
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
、
も
の
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
理
科
教
育
の
充
実
に
貢
献
。

新
冷
媒
を
使
っ
た
エ
ア
コ
ン
の
開
発
･
製
造
に
関
し
、
環
境
配
慮
、
高
付
加

価
値
化
、低
コ
ス
ト
化
、海
外
市
場
開
拓
を
達
成
。日
本
の
組
立
産
業
の
も
の

づ
く
り
、
マ
ザ
ー
機
能
の
発
揮
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
育
成

の
モ
デ
ル
事
例
。

両
手
が
駆
動
可
能
な
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
を
生
か
し
、多
品
種
少
量
の
組

立
工
程
へ
適
用
。ハ
ン
ド
部
の
工
夫
に
よ
り
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
能
力
を
最

大
限
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
。

設
計
と
生
産
･
調
達
が
一
体
と
な
っ
た「
一
括
企
画
」に
よ
る
ク
ル
マ
作
り
を
実

施
。「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
」の
上
市
、ブ
ラ
ン
ド
訴
求
に
よ
り
、地
域
で
の
雇
用
、

国
内
生
産
の
維
持
を
可
能
と
す
る「
マ
ザ
ー
機
能
」の
発
揮
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

多
品
種
少
量
生
産
が
求
め
ら
れ
る
自
動
車
部
品
に
つ
き
、
極
小
化
に
よ
る

工
程
短
縮
を
基
本
技
術
に
、
超
コ
ン
パ
ク
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
「
混

流
生
産
」を
実
現
。

写
真
フ
ィ
ル
ム
の
技
術
を
応
用
し
た
液
晶
テ
レ
ビ
用
偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル

ム
の
高
効
率
製
造
方
法
を
確
立
。経
済
･
社
会
情
勢
の
変
化
を
と
ら
え
、
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
主
要
部
材
と
い
う
新
用
途
を
開
拓
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
転
換
に
成
功
。

半
導
体
業
界
に
お
け
る
デ
バ
イ
ス
構
造
･
プ
ロ
セ
ス
設
計
に
よ
り
、
裏
面

照
射
型
の
C
M
O
S
セ
ン
サ
ー
と
い
う
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を

開
発
･
製
造
。苦
戦
す
る
半
導
体
分
野
に
お
け
る
日
本
の
も
の
づ
く
り
の

モ
デ
ル
と
な
る
事
例
。

半
導
体
分
野
に
お
い
て
、高
い
樹
脂
封
止
技
術
と
と
も
に
ユ
ー
ザ
ー
と
の
す
り

あ
わ
せ
に
よ
る
同
一
フ
レ
ー
ム
上
で
も
異
な
る
半
導
体
チ
ッ
プ
を
搭
載
で
き

る
戦
略
的
な「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」に
よ
り
、高
い
シ
ェ
ア
、国
際
競
争
力
を
維
持
。

日
本
に
競
争
力
の
あ
る
特
殊
鋼
の
効
率
的
生
産
を
、
フ
ッ
素
化
合
物
を
使
わ

な
い
新
し
い
脱
り
ん
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
実
現
。環
境
問
題
の
解
決
に
加

え
、生
産
効
率
の
改
善
に
よ
り
日
本
で
の
生
産
拠
点
維
持
を
可
能
に
。

国
際
競
争
力
あ
る
国
内
生
産
拠
点
、そ
の
工
夫
例

（
マ
ザ
ー
機
能
の
発
揮
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
）

ダ
イ
キ
ン
工
業

グ
ロ
ー
リ
ー

マ
ツ
ダ

小
島
プ
レ
ス
工
業

富
士
フ
イ
ル
ム

ソ
ニ
ー

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

三
菱
電
機

新
日
鐵
住
金

優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
等
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を
狙
え
る

優
れ
た
中
堅
、中
小
企
業

音
戸
工
作
所

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

ラ
ボ

三
鷹
光
器

ツ
キ
オ
カ

フ
ィ
ル
ム
製
薬

キ
タ
ム
ラ
機
械

日
本
の
将
来
を
支
え
る
製
造
業
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ロ
ス

エ
フ
ェ
ク
ト

ジ
ャ
パ
ン
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

工
業
製
品
と
し
て
の
新
し
い
付
加
価
値
創
造
、ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、産
地
振
興

水
沢
鋳
工
所

能
作

天
池
合
繊

き
も
の

ブ
レ
イ
ン

浅
野
撚
糸

ワ
イ
エ
ス
ピ
ー

脱
下
請
け
、サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
高
付
加
価
値
化

ス
ズ
キ

プ
レ
シ
オ
ン

山
科
精
器

ア
ベ
ル

カ
サ
タ
ニ

富
士
特
殊
紙
業

日
本
が
誇
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
素
材
技
術

ク
レ
ハ

J
F
E

ス
チ
ー
ル

宇
部
興
産

我
が
国
の
抱
え
る
社
会
課
題
の
解
決

■ 

震
災
対
応

旭
イ
ノ
ベ
ッ
ク
ス

技
研
製
作
所

オ
ー
エ
ヌ
工
業

■ 

医
療

古
河
電
気
工
業

途
上
国
の
社
会
問
題
に
応
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
開
発
、ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
対
応

タ
カ
ギ

T
O
T
O

社
業
を
生
か
し
た
優
れ
た
社
会
貢
献

ケ
ミ
カ
ル
山
本

組み立て加工素材･プロセス異分野への進出工程の革新 15
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地
域
別
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

5

内
閣
総
理
大
臣
賞

製造・生産プロセス部門 ： 2グループ

製品・技術開発部門 ： 5グループ

伝統技術の応用部門 ： 1グループ
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1. 富士フイルム ㈱ 
2.  ㈱ ワイエスピー
3.  ㈱ ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング
4. ソニーセミコンダクタ ㈱ 
5. ダイキン工業 ㈱ 
6.  ㈱ クロスエフェクト
7. 旭イノベックス ㈱ 
8. ツキオカフィルム製薬 ㈱ 
9. マツダ ㈱ 

10. 富士特殊紙業 ㈱ 
11. 小島プレス工業 ㈱ 
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13. ㈱ クレハ
14. 古河電気工業 ㈱ 
15. アベル ㈱ 
16. ＪＦＥスチール ㈱ 
17. ㈱ スズキプレシオン
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第5回 ものづくり日本大賞

写真上段左から、佐々木格、足立敦、辻本忠宏、中村敏和　下段左から、疋田伸治、伊藤秀知、山﨑英数

写真用支持体製造技術を私たちが世界で初めて
液晶パネル用偏光板の必須材料に適用、 液晶パ
ネル事業の成長に貢献し、会社の事業転換に大き
く役立ちました。 この独自の精緻な新プロセスで、
長期間の高シェア、全量国内生産を達成したこと
が国から高く評価され大変うれしく思います。

受賞メッセージ

●溶液製膜・塗布技術を基盤技
術としつつ、経済・社会情勢の
変化をとらえ、液晶ディスプレイの
主要部材という新しい用途を開拓し、ビ
ジネスモデルの転換に成功、経営への
貢献も大きい。

●日本国内のみで生産するなど、我が国の
高機能素材産業の目指すべき方向性を
示唆。

受賞者  富士フイルム株式会社

佐々木 格（リーダー）

足立 　敦
山﨑 英数

辻本 忠宏
疋田 伸治

伊藤 秀知
中村 敏和

受賞理由

内
閣
総
理
大
臣
賞

富士フイルム株式会社 
R&D統括本部　技術戦略部　小島 健嗣 
東京都港区赤坂9-7-3
TEL 03-6271-3064
E-mail kenji_kojima@fujifilm.co.jp

http://fujifilm.jp/

富士フイルム株式会社

富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社

　

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
は
、
そ

の
主
要
構
成
部
材
で
あ
る
偏
光

板
の
保
護
膜
と
し
て
光
学
フ
ィ

ル
ム
が
欠
か
せ
な
い
。
同
社
で

は
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
基
材
に
使
っ

て
い
た
ト
リ
ア
セ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス

（
T
A
C
）を
、
透
明
性
が
高
く

光
学
等
方
性
が
良
い
と
い
う
特
長

か
ら
、
1
9
8
0
年
代
よ
り
電

卓
や
パソ
コン
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
偏
光
板
保
護

フ
ィルム
に
用
途
展
開
し
て
い
る
。

　

従
来
は
、
T
A
C
を
溶
か
し

込
ん
だ
ポ
リ
マ
ー
溶
液
を
ス
テ
ン

レ
ス
ベ
ル
ト
や
冷
却
し
た
ド
ラ
ム

の
上
に
薄
く
広
げ
た
後（
流
延
）、

剥
ぎ
取
り
、
乾
燥
・
固
化
さ
せ

フ
ィ
ル
ム
を
作
製
し
て
い
た
。
し

か
し
近
年
は
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
高
性
能
化
・
大
型
化
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
爆
発
的

な
需
要
拡
大
を
背
景
に
、
偏
光

板
保
護
フ
ィ
ル
ム
の
高
品
質
化
や

生
産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
、
環

境
負
荷
軽
減
へ
の
対
応
等
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

優
れ
た
表
面
平
滑
性
を
同
時
に

実
現
し
た
。
ま
た
、
液
晶
テ
レ

ビ
の
大
画
面
化
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
べ
く
、
フ
ィ
ル
ム
の
超
広
幅

化（
約
２m
）に
も
成
功
し
た
。

　　

一
方
、
従
来
の
Ｔ
Ｎ
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
は
、
視
野
角
が
狭
い

と
い
う
弱
点
が
あ
った
。
そ
こ
で
、

佐
々
木
氏
ら
は
、
視
野
角
拡
大

フ
ィ
ル
ム
を
偏
光
板
の
パ
ネ
ル
側

の
保
護
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
使
用
す

る
だ
け
で
、
低
コス
ト
で
視
野
角

を
大
幅
に
拡
大
で
き
る
視
野
角

拡
大
フ
ィ
ル
ム
を
開
発
。
フ
ィ
ル
ム

表
面
に
光
学
機
能
層
を
精
密
に

形
成
す
る
超
薄
層
塗
布
技
術
と

連
続
ラ
ビ
ン
グ
・
非
接
触
搬
送
技

　

ド
ラ
ム
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
剥
ぎ

取
る
ス
ピ
ー
ド
を
高
速
化
で
き
れ

ば
T
A
C
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
性
は

向
上
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ポ

リ
マ
ー
溶
液
を
高
濃
度
化
し
、

一
定
の
フ
ィ
ル
ム
強
度
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。一
方
、
高
濃
度

な
ポ
リ
マ
ー
溶
液
を
高
速
で
製
膜

す
る
と
、
フ
ィ
ル
ム
表
面
に
鮫
肌

状
の
厚
み
ム
ラ
が
発
生
し
、
表
面

平
滑
性
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
佐
々
木
氏
ら
は
、
濃

度
が
異
な
る
溶
液
を
同
時
に
積

層
流
液
す
る
共
流
延
技
術
を
開

発
。
高
速
剥
離
に
耐
え
る
高
濃

度
層
の
両
側
を
、
ム
ラ
が
発
生

し
な
い
低
濃
度
層
で
覆
う
こ
と

で
、
従
来
法
に
比
べ
て
製
膜
速

度
が
5
倍
と
い
う
高
生
産
性
と

術
を
組
み
合
わ
せ
た
連
続
一
貫

生
産
プ
ロ
セ
ス
で
高
い
生
産
性
を

実
現
し
た
。

　

偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル
ム
と
視

野
角
拡
大
フ
ィ
ル
ム
を
合
わ
せ
た

売
上
は
、
累
積
ベ
ー
ス（
平
成
7

年
以
降
）で
1.
6
兆
円
に
達
し

て
お
り
、
偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル
ム

市
場
に
お
い
て
は
約
７
割
、
Ｔ
Ｎ

液
晶
の
視
野
角
拡
大
フ
ィ
ル
ム
に

お
い
て
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
世
界

シェア
を
有
す
る
な
ど
、液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
世
界
的
普
及
を
支

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
で
の
全
量

生
産
を
堅
持
し
、
国
内
産
業
の

空
洞
化
防
止
や
国
内
の
雇
用
創

出
に
寄
与
し
て
い
る
。

会社概要

お問い合わせ先

全
量
国
内
生
産
の
も
と
、

世
界
シ
ェ
ア
7
割
を
実
現

溶
液
製
膜
の
同
時
積
層
化

に
よ
り
表
面
平
滑
性
と

高
速
生
産
を
両
立

液
晶
パ
ネ
ル
の
視
野
角
を

拡
大
で
き
る
塗
布
型
の

フ
ィル
ム
を
開
発

富士フイルム株式会社

革新的な溶液製膜技術等の開発により、高品質な液晶ディスプレイ用光学フィルムを
安定的に、かつ、低い環境負荷で高速生産する製造プロセスを実用化。

液晶ディスプレイの世界的普及を支えた光学フィルムの高度生産プロセスの開発受賞件名

大型液晶テレビの普及に貢献

写
真
フ
ィル
ム
の
技
術
を

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
主
要

部
材
に
応
用
展
開

■液晶ディスプレイの構造

■共流延技術の模式図と超広幅フィルム・ロールの外観
■富士フイルム九州全景

偏光板保護フィルム

液晶モニター
液晶テレビ

偏光板 液晶セル 偏光板 バックライト

視野角拡大フィルム

支持体

ダ
イ
ス
リ
ッ
ト

共流延を
用いない場合

共流延

流延方向

高濃度層

断面
拡大

低濃度層 低濃度層

低濃度層
高濃度層
低濃度層

商　号：富士フイルム株式会社
創　業：昭和9年1月20日（富士写真フイルム㈱として創業）
設　立：平成18年10月2日（富士写真フイルム㈱の

事業を継承し会社設立）
従業員数： （単独）7,094名（平成25年3月31日現在）
　　　　 （連結）33,851名（平成25年3月31日現在）
事業内容： 昭和9年に創業した富士写真フイルム㈱の事業を、平

成18年に継承し、現在の会社を設立。高機能材料、メ
ディカルシステム・ライフサイエンス、デジタルイメージン
グ等を重点事業分野と定め、写真フィルムという圧倒
的なコアビジネスを持った企業から、複数の強力な新規
事業により成長し続ける企業への転換を図っている。

超広幅

従来幅

内閣総理大臣賞
第5回   ものづくり日本大賞

製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門
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内閣総理大臣賞
製造・生産プロセス部門

第5回   ものづくり日本大賞

内
閣
総
理
大
臣
賞

株
式
会
社
ワ
イ
エ
ス
ピ
ー

誰もが疑わなかった大豆の浸漬工程をカットし、

株式会社ワイエスピー

第5回 ものづくり日本大賞

　　
一般
に
、
豆
乳
・
豆
腐
製
造
業

で
は
、
大
豆
加
工（
挽
き
割
り
・

脱
皮
）と
、
豆
乳
や
豆
腐
な
ど
の

製
品
の
製
造
工
程
は
別
々
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
か

か
る
設
備
や
コ
ス
ト
は
非
常
に
大

き
い
。
特
に
、
原
料
と
な
る
大

豆
加
工
に
お
い
て
は
原
料
大
豆
の

浸
漬
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ

に
業
界
生
産
者
が
最
も
頭
を
痛

め
る
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。

　

大
豆
の
浸
漬
に
は
約
８
時
間

～
20
時
間
も
の
時
間
が
か
か
り
、

電
力
や
人
件
費
の
ほ
か
、
浸
漬

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
上
、
浸

漬
に
伴
う
日
々
の
給
排
水
は

給
水
5
4
0
t
／
月
、
排
水

3
6
0
t
／
月
に
上
り
、コ
ス
ト・

環
境
問
題
の
両
面
で
生
産
者
の

負
担
と
なって
い
た
。
時
間
が
か
か

る
た
め
に
急
な
注
文
への
対
応
が

難
し
く
、
大
豆
を
水
に
浸
漬
す

る
こ
と
で
酸
化
ス
ピ
ー
ド
が
速

ま
り
品
質
低
下
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
々

の
水
温
や
気
温
の
変
化
も
製
品

の
品
質
を
不
安
定
に
さ
せ
る
要

因
と
な
って
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
全
て
解
決

し
た
の
が
無
浸
漬
の
豆
乳
製
造

方
法「
エコ
ス
タ
ー
」で
あ
る
。
問

か
っ
て
い
た
。
三
つ
目
は「
添
加

物
を
使
用
せ
ず
、
ム
ラ
の
な
い
煮

沸
」で
あ
る
。
無
添
加
の
製
品
作

り
を
行
い
た
く
て
も
、
大
豆
の
煮

沸
時
に
大
量
の
泡
が
発
生
す
る

た
め
、
ム
ラ
炊
き
を
防
ぐ
た
め

に
も
消
泡
剤
を
添
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
様
々
な
技
術
課
題
に
取
り
組

ん
だ
。
と
り
わ
け
浸
漬
時
間
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
た
め
、
大
豆
を
す

り
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
、最
初
に

挽
き
割
り
、脱
皮
後
に
水
と
合
わ

せ
、さ
ら
に
細
か
く
粉
砕
す
る
と

い
う
手
順
を
取
っ
た
。
そ
の
た
め

に
粉
砕
機
の
刃
の
材
質
を
変
え
、

硬
い
大
豆
で
あ
って
も
粉
砕
を
可

能
と
し
た
。
煮
沸
部
の
釜
も
二
重

圧
力
釜
を
採
用
し
、ム
ラ
炊
き

を
防
ぐ
な
ど
の
対
策
を
取
っ
た
。

題
と
な
って
い
た
浸
漬
工
程
を
完

全
に
削
除
し
、
さ
ら
に
別
々
で

あ
っ
た
大
豆
加
工
と
製
品
の
製

造
工
程
の一元
化
に
着
手
し
た
。

　

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
三
つ

の
目
標
を
設
定
し
た
。一
つ
目
は

「
浸
漬
工
程
に
付
随
す
る
課
題

を
取
り
除
く
た
め
、
浸
漬
工
程

自
体
を
製
造
工
程
か
ら
削
除
す

る
」と
い
う
目
標
で
あ
る
。二
つ
目

は「
大
豆
の
酸
化
を
防
ぐ
た
め
、

大
豆
の
加
工（
挽
き
割
り
・
脱
皮
）

を
豆
乳
製
造
装
置
自
体
に
組
み

込
む
」と
い
う
目
標
で
あ
る
。
大

豆
加
工
の
自
社
設
備
を
持
つ
負

担
も
生
産
者
に
は
重
く
の
し
か

　

こ
の
結
果
、
従
来
は
20
時
間

以
上
か
け
て
い
た
豆
乳
製
造
時

間
を
わ
ず
か
20
分
に
短
縮
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
大
豆
本
来
の
風
味
を
引
き

出
せ
る
た
め
、
豆
乳
や
豆
腐
の

品
質
を
高
め
る
こ
と
に
も
成
功

し
た
。
消
費
者
1
0
0
0
人
に

実
施
し
た
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
99
％
が「
甘
い
」「
風
味
が
出

て
い
る
」と
好
評
を
博
し
た
。

　

日
本
人
の
食
に
欠
か
せ
な
い

豆
乳
・
豆
腐
は
今
日
ま
で
脈
々

と
同
じ
製
造
方
法
が
継
承
さ
れ

て
き
た
が
、
生
産
者
が
抱
え
る

悩
み
を
解
消
し
、
消
費
者
に
も

喜
ば
れ
る
製
品
を
提
供
し
、
環

境
問
題
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
豆
乳
・
豆
腐
業
界
を

大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘
め

た
開
発
の
成
功
と
い
え
る
。

http://www.ysp-soybean.com/

株式会社ワイエスピー

商　号：株式会社ワイエスピー
設　立：昭和60年（1985年）6月
従業員数： １２名（平成２５年１２月１９日現在）
事業内容：創業以来、豆乳・豆腐製造機械の製造

販売に携わり、中でも豆乳・豆腐製造工
程における煮沸の部分に重点を置いた研
究開発に取り組んでいる。豆腐製造機械
のパイオニアとして、様々な製造システム
をプロデュースしている。

会社概要

株式会社ワイエスピー 
常務取締役　新開 健司
福岡県飯塚市有井320-19
TEL 0948-82-5050
E-mail ysp@ysp-soybean.com

お問い合わせ先

写真左から、新開健司、新開康弘、新開節夫、古賀洋、吉原将仁、岩村和明

業界最短の製造時間で高品質の豆乳製造を実現した豆乳製造方法受賞件名

この度、このような栄誉ある賞を頂けたことは誠
に光栄に思います。また、多くの方々からご支援頂
きましたことを心より感謝致しております。これを
励みに、今後も社会に貢献できるようなものづく
りを心掛けて、研究・開発を行っていきたいと思
います。

受賞メッセージ

豆
乳
製
造
に
か
か
る
課
題

を
全
て
解
決

●豆乳の画期的な製造方法によ
り、製造時間の短縮等だけでな
く、高い栄養価を実現。

●日本食に関しての新しい製造技術を通
じて、クールジャパン活動への貢献も
期待。

受賞者  株式会社ワイエスピー

新開 節夫（リーダー）

新開 康弘
新開 健司

古賀 　洋
吉原 将仁

岩村 和明

業界初の大豆加工（挽き割り・脱皮）と
製品製造工程を一元化

受賞理由

従来の1/7に縮小

約20分約8時間〜20時間

約20分

従来製法

新製法
浸漬による
大豆酸化の

ばらつきがない

■無浸漬タイプ「エコスター」の外観

従来製法と新製法の製造時間と設置スペース

■設置スペースは1/7に縮小、製造時間も最大で約20時間削減

この工程を
カット！

大豆持ち込み
大豆の脱皮依頼

皮付大豆を
納品

加工大豆を納品

煮伍

煮伍

余分な水

加工大豆を納品

部分の工程をカット

■従来の豆乳製造方法と受賞案件の豆乳製造方法との比較

20
時
間
以
上
か
かって
い
た

製
造
時
間
を
20
分
ま
で
短
縮

従
来
と
本
件
の
製
造
時
間

従
来
と
本
件
の
製
造
ス
ペ
ー
ス

　大豆浸漬時間  豆乳製造時間

 豆乳製造時間

大豆浸漬工程の
完全排除

挽き割り・脱皮
装置

約40㎡
大豆浸漬室

約30㎡ 豆乳製造
装置

約6㎡

設置スペースを
大幅縮小

豆乳製造
装置

約6㎡

定量～脱皮 3分
撹拌 3分

第2粉砕 4分
煮沸 5分

伍出し 3分等
 

合計２０分

従
来
の
豆
乳
製
造
方
法

  

本
件
の

  

豆
乳
製
造
方
法

大
豆
問
屋

豆
乳
・
豆
腐

製
造
業
者

粉
砕
・
脱
皮

加
水
・
煮
沸

分 

離

おから

豆乳

豆
乳
・
豆
腐

製
造
業
者

排水処理

浸漬工程
（8〜20時間）

粉
砕
・
加
水

・
煮
沸

分 

離
おから

豆乳

大
豆
問
屋

  

大
豆

  

加
工
業
者

大
豆
問
屋
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第5回 ものづくり日本大賞

写真後列左から、畠賢一郎、菅原桂、杉本晃、前列左から、小保朋子、前田祐子、原実生子、柳田忍

自家培養軟骨ジャックの製品化－わが国発の再生医療製品の実現－受賞件名

自家培養軟骨ジャックは、広島大学越智光夫教授
のご研究成果を13年の年月をかけて実用化したも
のです。開発にお力添えいただいた多くの方 、々並
びに培養軟骨が実用化されることを待ち望んでい
た方々のご期待に応えるべく、今後も普及に向け
て鋭意努力を続けていきたいと思います。

受賞メッセージ

●治験含め新領域となる薬事法
の審査を13年の歳月をかけ
て粘り強く克服。再生医療企業の  
フロントランナーとして役割を果たした。

●細胞培養の基盤の確立により、今後の
iPS細胞含め、日本の再生医療向上へ
の貢献に期待。

受賞者  株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

畠 賢一郎（リーダー）

菅原 　桂	
杉本 　晃

柳田 　忍
原 実生子

小保 朋子
前田 祐子

受賞理由

内
閣
総
理
大
臣
賞

株式会社ジャパン・ティッシュ・		
エンジニアリング 
経営管理部　総務課
愛知県蒲郡市三谷北通6-209-1
TEL 0533-66-2020
E-mail jtec-info@jpte.co.jp

http://www.jpte.co.jp/

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

関
節
軟
骨
は
手
足
の
動
き
を

滑
ら
か
に
す
る
働
き
を
持
つ
が
、

ケ
ガ
等
で
欠
け
て
し
ま
う
と
自

然
治
癒
し
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
日
本
で
は
関
節
症
に

悩
む
患
者
が
1
0
0
0
万
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
治
療

と
し
て
は
薬
で
痛
み
を
抑
え
る

等
の
対
症
療
法
し
か
な
い
た
め
、

そ
の
根
本
治
療
法
の
開
発
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

広
島
大
学
整
形
外
科
越
智
教

授
ら
は
患
者
自
身
の
軟
骨
細
胞

を
使
っ
て
培
養
軟
骨
を
作
製
す

る
方
法
を
開
発
し
、
臨
床
研
究

を
行
っ
て
い
た
。
平
成
11
年
の

会
社
設
立
時
に
こ
の
方
法
に
着

目
し
た
同
社
は
越
智
教
授
と
の

共
同
開
発
を
開
始
し
、
科
学
技

術
振
興
機
構（
J
S
T
）の
支
援

を
得
て
国
内
で
の
治
験
を
実
施

し
て
平
成
21
年
に
は
製
造
販
売

承
認
申
請
を
行
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
内
で

再
生
医
療
製
品
の
成
功
事
例

が
な
い
中
で
の
開
発
で
あ
っ
た
た

め
、
審
査
で
は
厳
し
い
意
見
も

あ
っ
た
が
、
着
手
し
て
13
年
後

の
平
成
24
年
に
薬
事
法
に
基
づ

く
製
造
販
売
承
認
を
取
得
し
、

で
規
制
さ
れ
る
た
め
、
出
荷
規

格
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
に
適
合
し
な
い
製
品
は
出

荷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

１
０
０
０
個
以
上
の
培
養
軟
骨

を
試
作
し
て
個
人
差
に
よ
る
ば

ら
つ
き
を
把
握
し
た
。
そ
の
結

果
を
基
に
、
細
胞
以
外
の
原
材

料
規
格
を
厳
密
に
設
定
し
て
原

材
料
を
選
定
し
、
さ
ら
に
製
造

工
程
を
標
準
化
し
、
工
程
検
査

お
よ
び
出
荷
検
査
を
厳
密
に
行

う
こ
と
で
、
一
定
の
製
品
品
質
を

担
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

ま
た
、
自
家
培
養
軟
骨
の
よ

う
に
移
植
手
術
を
伴
う
製
品
の

有
効
性
は
、
医
師
の
手
技
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
方
法
に
よ
っ

て
も
影
響
を
受
け
る
た
め
、
医

師
向
け
の
教
育
資
料
や
研
修

「
自
家
培
養
軟
骨
ジ
ャ
ッ
ク
R」

を
製
品
化
し
た
。
平
成
25
年

4
月
に
は
保
険
収
載
さ
れ
、
既

に
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

同
社
が
開
発
し
て
い
る
再
生

医
療
製
品
は
、
患
者
自
身
の
細

胞
を
用
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
免
疫
的
な
拒

絶
反
応
が
な
い
点
で
安
全
性
が

高
く
、
移
植
後
の
生
着
も
良
好

で
あ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

一
方
で
、
患
者
の
年
齢
、
個
人

差
等
に
よって
細
胞
の
活
性
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
製
品
品
質

を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
難
し
い
。

　

再
生
医
療
製
品
は
薬
事
法

コ
ー
ス
を
独
自
に
設
け
て
、
最

大
の
性
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
。

　　

膝
に
不
具
合
を
抱
え
て
日
常

生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る

患
者
は
、
そ
の
治
療
費
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
就
労
の
機
会
が

失
わ
れ
た
り
、
介
護
や
支
援
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
深
刻
な

問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
は「
自
家
培
養
軟
骨

ジ
ャ
ッ
ク
R」
を
用
い
た
治
療
を

施
す
こ
と
で
、
治
療
効
果
に
よ

り
、
日
常
生
活
が
改
善
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
就
労
機
会
が
拡
大

す
る
と
い
っ
た
社
会
的
・
経
済

的
な
波
及
効
果
も
見
込
ま
れ
て

い
る
。

商　号：株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング
設　立：平成11年2月1日
従業員数： 197名（平成25年9月末現在）
事業内容： 主な事業は、再生医療製品の研究開発・

製造および販売。自家培養技術を利用した
再生医療製品を開発し、医療機関向けに
医療目的で製造販売している。

会社概要

お問い合わせ先
治
療
効
果
に
よ
る
社
会
的
・

経
済
的
な
効
果
へ
の
波
及

わ
が
国
発
の
再
生
医
療

製
品
の
実
現

“
個
人
差
の
克
服
”と
い
う

自
家
細
胞
製
品
の
宿
命

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

自家培養ジャックは、わが国オリジナルの再生医療技術を育て、

薬事法に基づく承認を取得した、
日本で最初の事例

日本で唯一、細胞組織加工製品の製造施設として承認を受けている。ジャックも製
造施設内で作られ、出荷検査を行って適合を確認したのち医療機関へ届けられる。

左：二次包装形態、中央：ジャック、右：一次包装形態。ジャックは一次包装にパッ
ケージングされた後、二次包装の形態で医療機関へ届けられる。

軟骨組織

軟骨
欠損部

培養軟骨を移植し、脛
けい

骨
こつ

から
採取した骨膜で蓋をする

軟骨の一部を採取

■ジャックRによる治療の概要

骨膜の
採取

アテロコラーゲン
ゲル包埋培養（約4週間）

内閣総理大臣賞
第5回   ものづくり日本大賞

製 品 ・ 技 術 開 発 部 門
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内閣総理大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

内
閣
総
理
大
臣
賞

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
株
式
会
社

■裏面照射型は配線をフォトダイオードの裏側に配置することで光路障害をなくし、感度が大幅に向上

イメージセンサー性能の飛躍的向上をもたらした、
配線層と受光部の配置を逆転させた

世界初、裏面照射型CMOSイメージセンサーの開発と量産化

ソニーセミコンダクタ株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
は
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
か
ら
始
ま
り
、
デ
ジ
タ

ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話
用

カ
メ
ラ
な
ど
に
用
途
を
広
げ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
は
、
小
型
化
と
解
像

度
向
上
が
要
求
さ
れ
続
け
て
お

り
、
解
像
度
向
上
の
た
め
に
画
素

の
微
細
化
を
進
め
て
き
た
。
し
か

し
、
画
素
サ
イ
ズ
縮
小
に
よ
り
、

感
度
や
ノ
イ
ズ
な
ど
の
解
像
度
以

外
の
特
性
が
犠
牲
に
な
る
ト
レ
ー

ド
オ
フ
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ

セ
ン
サ
ー
は
、高
速
・
低
電
圧
・

高
機
能
等
の
長
所
を
持
つ
が
、

微
細
画
素
に
お
い
て
は
画
質
で

C
C
D
イ
メ
ー
ジ
サ
ン
サ
ー
に

劣
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
は

画
素
内
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
複
数

持
つ
た
め
、
そ
の
配
線
が
フ
ォ
ト

ダ
イ
オ
ー
ド
に
近
接
し
て
上
方
に

配
置
さ
れ
、
光
学
的
な
障
害
物

と
し
て
集
光
効
率
を
落
と
す
こ

と
に
あ
っ
た
。そ
の
結
果
、感
度

の
低
下
、入
射
光
が
斜
め
成
分

を
持
つ
、明
る
い
レ
ン
ズ
や
ズ
ー

ム
レ
ン
ズ
に
対
応
で
き
な
い
と

い
っ
た
、カ
メ
ラ
性
能
上
、
許
容

し
難
い
欠
点
を
有
し
て
い
た
。

ジ
セ
ン
サ
ー
を
大
量
生
産
す
る

技
術
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
従
来
に
な
い
デ
バ
イ

ス
・
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
開
発
し
、

世
界
で
初
め
て
3
0
0 

mm
ウ
ェ

ハ
ー
で
の
低
コ
ス
ト
量
産
化
に

成
功
し
た
。
こ
の
低
コ
ス
ト
量
産

化
技
術
確
立
の
た
め
、
ソ
ニ
ー
㈱

か
ら
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

に
開
発
機
能
と
約
1
7
0
名
の

開
発
メ
ン
バ
ー
を
移
籍
し
、
生
産

現
場
と
一
体
と
な
っ
た
開
発
に

よ
っ
て
、量
産
化
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

従
来
品
比
約
２
倍
の
高
感
度

と
低
ノ
イ
ズ
に
よ
り
、
夜
景
等

の
描
写
に
優
れ
た
裏
面
照
射
型

C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
は

〝
※

E
x
m
o
r   

R
〟と
し
て
商

　

こ
れ
ら
の
高
難
度
課
題
を
抜

本
的
に
解
決
し
た
新
構
造
デ
バ

イ
ス
が
、
受
賞
案
件
の「
裏
面
照

射
型
C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
」で
あ
る
。
配
線
層
と
受
光

部
の
配
置
を
逆
転
さ
せ
た
新
構
造

の
半
導
体
デ
バ
イ
ス
で
、
光
路
に

対
す
る
配
線
の
障
害
が
な
く
な
る

こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
C
M
O
S

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
で
は
実
現
で

き
な
い
高
感
度
で
、
暗
所
で
の
画

質
を
向
上
し
な
が
ら
微
細
化
に
応

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

裏
面
照
射
型
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
の
ア
イ
デ
ア
は
20
年
以
上

前
に
提
案
さ
れ
、
天
体
観
測
用

等
の
特
殊
用
途
向
け
に
販
売
さ

れ
て
い
た
が
、
民
生
用
途
と
し

て
十
分
な
特
性
を
得
る
イ
メ
ー

標
登
録
し
、
8
0
0
万
画
素
や

1
2
0
0
万
画
素
な
ど
商
品
化

さ
れ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、コ
ン
パ
ク

ト
デ
ジ
カ
メ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　

C
M
O
S
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
は
高
画
質
高
品
質
と
低
消

費
電
力
化
の
両
立
を
可
能
と
し
、

と
り
わ
け
そ
の
高
画
質
は
市
場

で
高
く
評
価
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
市
場
の
急
速
な
拡
大
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
主
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
お
よ
び
D
ー

S
L
R（
デ

ジ
タ
ル
一
眼
）メ
ー
カ
ー
等
の

製
品
に
こ
の
C
M
O
S
イ
メ
ー

ジ
セ
ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
競
合
国
と
の
勢
力

差
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
、
将
来
に
わ
た
り
継
続
し

て
30
%
を
超
え
る
高
い
シ
ェ
ア

を
獲
得
で
き
る
と
み
て
い
る
。http://www.sony-semiconductor.co.jp/

ソニーセミコンダクタ株式会社

ソニーセミコンダクタ株式会社 
企画管理部門　経営管理部　法務・広報課
統括課長　萩原 剛
熊本県菊池郡菊陽町原水4000番地-1
TEL 096-292-6834
E-mail Takeshi.Hagiwara@jp.sony.com

商　号：ソニーセミコンダクタ株式会社
設　立：平成13年（2001年）4月1日
従業員数： 7,000名 （平成25年4月1日現在）
事業内容： 半導体製品の開発から、資材調達、製造、

品質管理、カスタマーサービスに至るまでを
トータルオペレーションすることで、ソニー
のエレクトロニクスビジネスを強力にドライ
ブ。CCDイメージセンサー、CMOSイメー
ジセンサーや高温ポリシリコンTFT-LCD
などの映像デバイスに強みを持つ。

会社概要

お問い合わせ先

写真前列左から小柳拓哉、川島寛之、後列左から齋藤卓、檜山晋、門村新吾、遠藤表徳、井上裕士

受賞件名

ソニー（株）から、開発拠点を九州に移して量産化
を推進して4年、大勢のメンバーの努力を、このよ
うな形で認めていただき感謝します。今後も、現
場でのものづくりにこだわって、この賞に恥じな
い、 新たな市場を創出するイメージセンサーの開
発量産化に邁進したいと思います！

受賞メッセージ

日
本
の
エン
ジ
ニア
だ
か
ら
こ
そ

な
し
得
た「
も
の
づ
く
り
革
命
」

●国内拠点維持が難しくなって
いる半導体業界において、従
来では考えられなかったデバイス
構造・プロセス設計により、競争力の高
い領域を確立。

●日本で生産するだけでなく、技術流出防
止の観点から地元九州の企業と協力し
た生産設備の内製化、開発拠点の併設
など裾野の広い国内生産活動となって
いる点を高く評価。

受賞者  ソニーセミコンダクタ株式会社

門村 新吾（リーダー）

遠藤 表徳
川島 寛之

齋藤　 卓
小柳 拓哉

檜山　 晋
井上 裕士

新構造の半導体デバイスを開発
受賞理由

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
市
場
の

爆
発
的
拡
大
に
貢
献

CCDイメージセンサー

f=2.0,10 lux

裏面照射CIS

f=2.0,10 lux

Super Reality：裏面照射型イメージセンサー
従来型の基板の裏面側から光を入射させる構造を持ったイメージセンサー

⇒入射光を配線にじゃまされずに取り込めるため感度が大幅に向上（従来比約2倍）

基板
配線

表面

裏面

基板

受光面

カラーフィルター

オンチップレンズ

※ Exmor Rは、ソニー （株）の商標です。

金属の配線

表面照射型（従来） 裏面照射型

フォトダイオード

入射光 入射光

フォトダイオード
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内閣総理大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

内
閣
総
理
大
臣
賞

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

従来冷媒と比べて温暖化係数が３分の１となる次世代省エネ冷媒（HFC32）を
採用したエアコンを世界で初めて開発、

地球温暖化と日本のものづくり競争力強化に貢献する次世代エアコンの開発

ダイキン工業株式会社

　

空
気
を
暖
め
た
り
冷
や
し
た

り
す
る
冷
媒
は
エア
コン
に
とって

は
人
間
の
血
液
に
当
た
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
原
因
に
も
な
って

い
る
。
京
都
議
定
書
を
受
け
温

暖
化
抑
制
が
待
っ
た
な
し
の
中
、 

代
替
冷
媒
に
関
す
る
解
決
策

に
向
け
た
国
際
的
な
合
意
は
な

く
、
省
エ
ネ
技
術
で
世
界
先
端

を
行
く
日
本
が
方
向
性
を
示
す

役
割
は
大
き
い
。

　

そ
こ
で
、
自
然
冷
媒
を
含
め

た
代
替
冷
媒
候
補
を
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、
H
F
C
32
が
エ

ア
コン
の
代
替
冷
媒
に
最
適
と
判

断
し
、
業
界
に
先
駆
け
て
15
年

ぶ
り
に
冷
媒
を
変
更
。
従
来
冷

媒
H
F
C
4
1
0
A
に
比
べて
温

暖
化
係
数
が
3
分
の
1
、通
年

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率（
A
P
F
）

7.
0
と
い
う
業
界
最
高
の
省
エ

ネ
性
・
環
境
性
に
優
れ
た
エ
ア
コ

ン
の
開
発
に
成
功
し
た
。
冷
媒

と
機
器
の
両
方
を
生
産
す
る
唯一

の
空
調
専
業
メ
ー
カ
ー
だ
か
ら
こ

そ
、
世
界
に
先
駆
け
て
商
品
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
冷
媒
を
転

換
す
る
に
は
性
能
向
上
や
信
頼

性
評
価
な
ど
の
技
術
的
な
ハー
ド

ル
も
高
い
。
新
冷
媒
を
採
用
し
、

省
エ
ネ
性
を
向
上
す
る
に
は
、
室

内
機
の
構
造
、
材
料
、
基
幹
部

品
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
必
要
が

あった
。

　

そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
、
滋
賀
のマ
ザ
ー
工
場
は

も
と
よ
り
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も一丸

と
なって
実
用
化
に
向
け
た
技
術

課
題
の
克
服
に
挑
ん
だ
。例
え
ば
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
は
協
業
で
部
品

開
発
を
行
い
、プ
ラ
ス
チック
材
料

に
空
洞
を
作
る「
中
空
成
形
」技

術
を
エア
コンの
羽
根
に
初
め
て
採

用
し
、
軽
量
化
と
コス
ト
低
減
を

実
現
さ
せ
た
。

　

ま
た
、マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
40

写真左から配川知之、神山亮、安冨正直、小泉淳、平良繁治、岡本高宏、右上丸枠が大庭隆一

受賞件名

「うるさら７」は、我々ダイキン工業だけでなく、日
本のすばらしい技術力を持ったサプライヤー様と
共にオールジャパンで作りだした商品です。今後
も日本発の技術で、日本でしかできないものづく
りをめざし、共にグローバルへ飛躍していきたい
と考えています。

受賞メッセージ

次
世
代
冷
媒
で
史
上
最
高

の
省
エ
ネ
効
率
を
達
成

●国内生産が難しくなりつつあ
るエアコン業界において、環境
配慮、高付加価値化、低コスト化、
海外市場開拓という相矛盾しかねない
困難な要請をそれぞれ達成。

●サプライチェーンを巻き込んだ幅広い
生産活動を通じて、日本における組立産
業のものづくり、マザー機能の発揮、サ
ポーティングインダストリー育成のモデ
ルとなる事例。

受賞者  ダイキン工業株式会社

小泉 淳（リーダー）

岡本 高宏
安冨 正直

配川 知之
平良 繁治

神山　 亮
大庭 隆一

温暖化影響を▲75％削減
受賞理由

第5回 ものづくり日本大賞

年
間
脈
々
と
培
って
き
た
も
の
づ

く
り
ノ
ウ
ハウ
を
生
か
し
て
複
雑

化
し
た
室
内
機
の
製
造
工
程
を

簡
素
化
し
、
高
効
率
な
生
産
工

法
を
開
発
。
国
内
で
の
も
の
づ
く

り
に
こ
だ
わ
り
、コス
ト
競
争
力

の
あ
る
高
効
率
な
量
産
ラ
イ
ン

を
実
現
さ
せ
た
。

　

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興

国
と
の
競
争
で
、
工
場
存
続
への

危
機
意
識
を
高
め
た
マ
ザ
ー
工
場

が
、
日
本
が
誇
る
も
の
づ
く
り
の

強
さ
を
世
界
に
示
そ
う
と
起
死

回
生
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ

プ
ロ
ジェク
ト
で
も
あ
っ
た
。

　

新
興
国
で
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

議
定
書
に
基
づ
き
、
2
0
1
3

年
か
ら
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ

る
H
C
F
C
段
階
的
削
減
計
画

が
開
始
す
る
た
め
、
代
替
冷
媒
へ

の
転
換
を
急
い
で
い
る
。

　

そ
こ
で
、
空
調
機
器
売
り
上

げ
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

普
及
が
急
拡
大
す
る
新
興
国
で

環
境
負
荷
低
減
に
貢
献
す
る
た

め
、
H
F
C
32
エ
ア
コ
ン
生
産
に

関
す
る
基
本
特
許
を
新
興
国
へ

無
償
開
放
し
、
H
F
C
32
を
次

の
冷
媒
の
候
補
と
し
て
検
討
し

や
す
い
環
境
を
整
え
、
世
界
で
の

冷
媒
転
換
を
支
援
し
て
い
る
。

　

国
連
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中

国
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
タ
イ
に
対

し
て
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
へ
転
換
す
る
た
め

の
基
金
拠
出
を
決
定
。
各
国
に

て
転
換
に
向
け
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
32
は
新
興

国
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

http://www.daikin.co.jp/

ダイキン工業株式会社

商　号：ダイキン工業株式会社
創　業：大正13年（1924年）10月25日
設　立：昭和9年（1934年）2月11日
従業員数： 単独 6,668名 （平成25年3月31日現在）
 	 連結 51,398名（平成25年3月31日現在）
事業内容：主軸は空調事業と化学事業。日本で初め

て業務用空調機を開発以来、冷媒開発
から空調機器開発までトータルに手がける
世界唯一の空調総合メーカーで、ダイキン
グループとしては2010年度に空調分野
で売り上げ世界No.1を達成している。

会社概要

ダイキン工業株式会社 
コーポレートコミュニケーション室　広報グループ
大阪市北区中崎西2-4-12　梅田センタービル
TEL 06-6373-4348
E-mail koho.inf@daikin.co.jp

お問い合わせ先

■サプライヤーとの協力によって最新の大物樹脂加工技術を実用化■次世代省エネ
　冷媒ＨＦＣ３２を採用

■中国格力電器との提携により滋賀工場の生産台数が３割減。危機
　感を抱いたマザー工場全員が一丸となり、起死回生を懸けて開発。

■国内ルームエアコン全シリーズへHFC32採用により、
　CO2換算で約4.6万トン（1万世帯分）の削減に貢献。

冷
媒
の
基
本
特
許
を
新
興
国

に
無
償
開
放

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
協
業
で
軽

量
化
と
コス
ト
削
減
を
可
能
に

低コストで
量産化を

実現

世界最高の
省エネ効率を

達成

結露防止のため、断熱材を挟み込んでいた

材料費と、組立コストが高かった

従来の水平羽根（断面図）

完全密封型中空成形により、小物パーツでのみ実績のあった成形技術を
大型部品でも実用化し、空気層による断熱層の確保を実現しました。

●断熱材分の材料費
削減、省資源化

●軽量化により駆動
モーター小型化

  （コストダウン）
●単一材利用による

リサイクル性向上

完全密封成形で空気断熱層生成

新しい水平羽根（断面図）

部品メーカーとの協業で最新の大物樹脂加工技術を実用化

地球温暖化係数（GWP）が従来の1/3

※

※冷媒削減の効果を含む

商品名
『うるさら7』

【業界初】最細経4mm
 5列高密度配置『熱交換器』

【業界初】
新冷媒HFC32採用

【業界初】上下ダブル吸い込み構造
上からの吸い込み口に加えて、下からの吸い込み口を追加

　新冷媒HFC32を採用し、
　地球温暖化防止に貢献します！  

従来モデル

断熱材

従来課題

空気層

射出シーリング

新モデル

効  果

15 第5回 ものづくり日本大賞 14内閣総理大臣賞  製品・技術開発部門



内閣総理大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

内
閣
総
理
大
臣
賞

株
式
会
社
ク
ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト

心臓の内腔までを忠実に再現した

株式会社クロスエフェクト

第5回 ものづくり日本大賞

　

心
疾
患
は
先
天
性
の
臓
器

異
常
と
し
て
最
も
高
い
割
合

を
占
め
、
1
0
0
人
に
1
人
の

割
合
で
発
症
し
て
い
る
が
、
疾

患
内
容
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
み
、
ま
た
心
臓
内
部
の
大

血
管
の
立
体
構
造
が
複
雑
で

あ
り
、
極
め
て
難
易
度
の
高

い
手
術
に
な
る
こ
と
か
ら
、
術

中
死
や
後
遺
症
が
残
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
小
児
先
天
性
心

疾
患
の
手
術
治
療
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
患
者
の
心
臓

お
よ
び
大
血
管
の
複
雑
な
立

体
構
造
を
術
前
に
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

　
「
失
わ
れ
て
い
く
命
を
救
い

た
い
」と
の
思
い
か
ら
、
同
社

が
培
っ
た
３
D
デ
ー
タ
構
築
・

光
造
形
・
真
空
注
型
技
術
を

基
盤
と
し
て
、マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス

C
T
検
査
で
得
ら
れ
た
３
次

元
画
像
デ
ー
タ
か
ら
精
密
臓

器
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
開
発
す

る
に
至
っ
た
。

　

現
在
普
及
し
て
い
る
医
療

に
、
形
状
再
現
性
の
精
密
性

だ
け
で
な
く
、
本
物
に
酷
似

し
た
質
感
・
強
度
を
有
す
る

超
軟
質
素
材
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
る
。

　

画
像
診
断
で
用
い
ら
れ
る

C
T
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
同
社
が
培
っ
て
き
た
３
D

デ
ー
タ
構
築
技
術
を
基
に
し

て
、
独
自
デ
ー
タ
処
理
技
術
を

確
立
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
は
困
難
と
さ

れ
て
き
た
一
体
型
薄
肉
中
空

形
状
の
真
空
注
型
技
法
「
中

空
構
造
体
の
樹
脂
成
形
体
の

製
造
方
法
及
び
中
子
」（
国
内

特
許
登
録
済
み
、
P
C
T
国

際
特
許
出
願
中
）を
確
立
し
、

超
軟
質
素
材
で
心
臓
の「
内

腔
」
を
表
現
し
た
モ
デ
ル
と
し

て
、
そ
の
精
密
さ
と
再
現
性

用
臓
器
モ
デ
ル
、
特
に
心
臓
の

モ
デ
ル
は
、
硬
い
樹
脂
製
ま
た

は
木
製
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
実

際
に
曲
げ
た
り
、切
っ
た
り
、縫
っ

た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
構
造
理
解
用
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
実
際
の
手
術

の
ト
レ
ー
ニン
グ
や
検
討
用
と
し

て
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
。

　

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
と
共
同
開
発
し
た
モ
デ
ル

は
、
極
め
て
難
易
度
の
高
い
手

術
の「
術
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
」
と
し
て
の
利
用
を
可

能
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

患
者
個
体
ご
と
の
C
T
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
構
築
し

た
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
生

体
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も

の
に
仕
上
が
っ
た
。

　

心
臓
シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
成
人
正

常
モ
デ
ル
の
開
発
に
よ
り
、
主

に
若
手
執
刀
医
の
訓
練
教
材
と

し
て
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、

複
雑
な
形
状
理
解
を
飛
躍
的
に

深
め
、
執
刀
医
育
成
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
手
だ
け
で
は
な
く
、

非
常
に
難
解
な
先
天
性
疾
患
モ

デ
ル
の
開
発
に
よ
り
、
中
堅
・
ベ

テ
ラ
ン
執
刀
医
に
対
し
て
の
訓

練
教
材
と
し
て
の
利
用
も
可
能

と
な
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
執
刀
医
の
技
術
力
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
。 

http://www.xeffect.com/

株式会社クロスエフェクト

商　号：株式会社クロスエフェクト
設　立：平成13年8月1日
従業員数： 24名
事業内容：主な事業は開発試作品製作、臓器シミュ

レーター開発。開発工程の「短縮化」「時
短」が強みであり、『世界最速クラスの光
造形での高速試作』や『企画・設計段階
からサポートするRapid Designによる高
速デザイン・設計技術』で『速いものづく
り』を可能とする。

会社概要

株式会社クロスエフェクト 
営業グループ
京都市伏見区竹田藁屋町43
TEL 075-622-2600
E-mail info@xeffect.com

お問い合わせ先

写真後列左から、大江和義、亀川和義、北村恵彦、大田翼、前列左から、常和伸一、竹田正俊、畑中克宣

執
刀
医
の
技
術
力
向
上
に

寄
与

再現力のある精密臓器シミュレーター受賞件名

私たちは超精密心臓シミュレーターの開発に成
功しました。患者個体ごとのCTデータを活用し
再現性の高い超軟質心臓モデルを作ることで手
術の成功率を高める事が出来ます。「医者ではな
くとも、いのちは救える。」この言葉を胸に引き続
き人命救助の一端を担う開発を行っていきます。

受賞メッセージ

培
っ
た
技
術
で
失
わ
れ
て

い
く
命
を
救
い
た
い

精
度
の
高
い
術
前

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
で

高
難
度
手
術
の
成
功
に
寄
与

●３Ｄプリンタを活用した中小企
業による高付加価値な医療分
野への進出という理想的な事例。

●オーダーメイドの術前モデルは、国際的
にも評価が高く、国内の医療現場だけで
なく、アジア等からの医療ツーリズムへ
の貢献、このニッチ領域でのグローバル
トップとなる可能性に期待。

受賞者  株式会社クロスエフェクト

竹田 正俊（リーダー）

畑中 克宣
常和 伸一

北村 恵彦
亀川 和義

大田　 翼
大江 和義

世界初のオーダーメイドによる
精密心臓シミュレーター

受賞理由

■心臓シミュレーター成人正常モデル・外観　
　冠動脈・冠静脈の中空を再現

■心臓シミュレーター成人正常モデル・内腔　
　４つの弁、主な乳頭筋を再現

■心臓シミュレーター作製の様子
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内閣総理大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

内
閣
総
理
大
臣
賞

旭
イ
ノ
ベ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

洪水から人を守る無動力自動開閉樋門ゲート（オートゲート）の開発

旭イノベックス株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

樋
門
ゲ
ー
ト
と
は
、
河
川
の

堤
防
の
下
に
埋
設
さ
れ
た
排
水

路
に
設
置
す
る
ゲ
ー
ト
の
こ
と

で
、
通
常
時
は
開
状
態
に
し
て

排
水
し
、
河
川
増
水
時
に
は
逆

流
を
防
止
す
る
た
め
閉
状
態
に

す
る
。

　

従
来
型
の
樋
門
ゲ
ー
ト
は
、
人

の
手
で
開
閉
操
作
を
行
う
引
き

上
げ
式
が
主
流
だ
が
、
ゲ
ー
ト
の

操
作
は
、作
業
員
が
河
川
増
水
時

の
状
況
を
判
断
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
雨
の
時
等
は
昼
夜

を
問
わ
ず
対
応
が
必
要
と
な
る
た

め
危
険
を
伴
う
。
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
を
操
作

す
る
た
め
に
作
業
員
が
現
場
に
向

か
い
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
作
業
員
の
高

齢
化
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
ほ
か
、
作
業
員
の
安
全
確

保
、
操
作
の
遅
れ
に
よ
る
被
害
の

発
生
等
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
人
為
的
な
操
作
が
不

要
で
自
動
的
に
開
閉
す
る
ゲ
ー

ト
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

立
崎
氏
ら
は
、
水
理
実
験
に

よ
る
試
行
を
重
ね
た
結
果
、
わ

ず
か
な
水
位
差
で
も
水
位
の
変

動
に
合った
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

自
動
的
に
開
閉
す
る
無
動
力
式

ウ
エ
イ
ト
が
扉
体
を
開
く
方
向
の

モ
ー
メ
ン
ト
を
助
け
、
内
外
水
位

差
の
わ
ず
か
な
水
圧
荷
重
に
よ

り
扉
体
を
大
き
く
開
放
す
る
。

ま
た
、
外
水
位
の
上
昇
に
伴
い
内

外
水
と
も
徐
々
に
水
位
が
上
昇

す
る
と
、
排
水
路
か
ら
堤
内
への

逆
流
を
防
止
す
る
た
め
に
、
扉

体
と
フ
ロ
ー
ト
の
浮
力
を
使
って

ゲ
ー
ト
を
完
全
閉
鎖
す
る
。

　

オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
の
導
入
に
よっ

て
、
河
川
増
水
時
や
災
害
時
に

人
手
で
危
険
な
作
業
を
行
う
必

要
が
な
く
な
り
、
突
発
的
な
出

水
に
も
開
閉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

さ
ず
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
門
柱
等

が
不
要
に
な
る
た
め
、
建
設
コス

ト
の
削
減（
従
来
比
30
％
減
）、
工

期
短
縮（
同
15
％
減
）が
可
能
で
あ

り
、
周
辺
の
景
観
の
妨
げ
に
な
り

の
樋
門
ゲ
ー
ト「
オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
」

を
開
発
し
た
。

　

オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
は
、
ゲ
ー
ト
上

部
に
バ
ラ
ン
ス
ウ
エ
イ
ト
を
、
ゲ
ー

ト
背
面
に
フ
ロ
ー
ト
を
有
し
た

構
造
と
なって
お
り
、
水
圧
、
扉

体
自
重
、
バ
ラ
ン
ス
ウ
エ
イ
ト
お

よ
び
フ
ロ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
ゲ
ー
ト
を
自
動
的
に
開
閉
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

通
常
時
は
わ
ず
か
な
内
水
を

堤
防
の
外
側
に
排
水
す
る
た
め

に
、
回
転
軸
を
介
し
て
バ
ラ
ン
ス

ウ
エ
イ
ト
と
扉
体
が
釣
り
合
っ
た

状
態
と
なって
初
期
開
度（
8
度

程
度
）を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、

内
水
量
が
増
加
し
内
水
側
の
水

位
が
高
く
な
る
と
、
大
流
量
の

排
水
を
行
う
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス

に
く
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

実
用
化
当
初
は
導
入
実
績
が

な
か
っ
た
た
め
、な
か
な
か
全
国

に
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

同
氏
ら
は
、オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
が
確

実
に
自
動
開
閉
動
作
し
て
い
る
こ

と
を
実
証
す
る
た
め
に
、
大
雨

や
台
風
襲
来
時
に
オ
ー
ト
ゲ
ー

ト
を
設
置
し
た
現
場
に
出
向
い
て

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
り
、フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
度
重
な
る
機
能
検
証

等
を
通
じ
て
信
頼
性
を
高
め
、

実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

　

開
発
か
ら
10
年
以
上
の
実

績
が
得
ら
れ
た
現
在
、
全
国
約

4
2
0
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
導
入

効
果
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

http://www.asahi-inovex.co.jp/

旭イノベックス株式会社

商　号：旭イノベックス株式会社
設　立：昭和27年5月10日
従業員数： 207名
事業内容：機械・金属製品の製造を手がけており、

土木鉄構事業部（水門・橋梁）、建築鉄
構事業部（鉄骨）、住環機器事業部（暖
房用放熱器）の3部門が独立採算制のも
とで事業展開している。近年、経済の低
迷による影響が大きいなかで、今回受賞し
た「オートゲート」をはじめ、現場のニーズ
に合わせた製品を自社開発しているのが
強み。

会社概要

旭イノベックス株式会社 
本社 営業部　立崎 裕康
〒004-0879 札幌市清田区平岡９条１丁目１番６号
TEL 011-883-8401　FAX 011-883-8455
E-mail sales-dev@asahi-grp.co.jp

お問い合わせ先

写真左から、立崎裕康、工藤光男、星野恭亮、髙橋稔、小野寺哲男、竹内博之

実
績
を
積
み
重
ね
、

全
国
4
2
0
ヵ
所
に
設
置

受賞件名

オートゲートは将来に向けた樋門操作のあり方を
「無動力自動開閉」という形で実現させたものです。
開発から15年間、幾度となく災害を防いできた実績
にて自動開閉動作の確実性が認められ、今回の受
賞に至ったものと喜んでおります。これからももの
づくりに励み社会に貢献していきたいと思います。

受賞メッセージ

●東日本大震災において消防団
員等の尊い人命が奪われたこ
とで価値が再認識された、世界に
問うべき日本の防災技術。

●近時のゲリラ豪雨の頻発を受けてニー
ズが更に高まっており、国内でのさらな
る普及が期待されている。

受賞者  旭イノベックス株式会社

立崎 裕康（リーダー）

髙橋　 稔
竹内 博之

小野寺 哲男
工藤 光男

星野 恭亮

ゲートに“おもり”と“浮き”を取り付け、ゲート自重や水圧とのバランスによって

東日本大震災においても効果が立証
ゲートを自動開閉する仕組みを考案

受賞理由■オートゲートの施工例と据付工事の様子

■オートゲートの構造と無動力自動開閉の仕組み

動
力
源
を
必
要
と
せ
ず
、

わ
ず
か
な
水
位
差
で
自
動
開
閉

 （通常時）回転軸を介してバランスウエイトと扉体
が釣り合った状態

 （内水排除時）バランスウエイトが扉体を開く方
向のモーメントを助け、内外水位差のわずかな
水圧荷重によってゲートを開く

 （逆流防止時）外水位の上昇に伴い、内外水と
も徐々に水位上昇すると、扉体とフロートの浮
力によってゲートを全閉する

水流

初期開度
約8度 水流 水流

水圧

通常時 内水排除時 逆流防止時

回転軸

扉体

バランスウエイト

フロート
内水側

外水側 外水側

内水側

外水側

浮力
内水側
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第5回 ものづくり日本大賞

写真中央左 月岡忠夫、中央右 西村美佐夫

誰も考え付かないフィルム製剤の製品化は、普通の
人々には全く理解していただけないのが現状でし
た。このたび日本国内の超一流の該博な知識人の
方々の審査によってものづくりの最高賞に厳選さ
れた感激は、言葉では言い尽すことのできない程
の喜びです。次はナノフィルムに挑戦します。

受賞メッセージ

●箔押で培った薄い製膜技術を
基盤技術として、可食フィルム
の分野で様々な用途を開発。

●卓越したノウハウから、米製薬メーカー
とのコラボなどグローバルな連携が進
んでおり、この分野におけるグローバル
レベルでの特異な製膜技術を通じた差
別化にも成功、シェア拡大に期待。

受賞者  ツキオカフィルム製薬株式会社

月岡 忠夫（リーダー）

西村 美佐夫

受賞理由

内
閣
総
理
大
臣
賞

ツキオカフィルム製薬株式会社
専務取締役　西村 美佐夫 （薬学博士）
岐阜県各務原市テクノプラザ2-11
TEL 058-370-2911
E-mail nishimura@moonhill.jp

http://www.moonhill.jp/

ツキオカフィルム製薬株式会社

ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム
製
薬
株
式
会
社

　

創
業
時
よ
り
箔は
く

押（
印
刷
物

の
表
面
に
金
色
や
銀
色
に
着

色
し
た
ア
ル
ミ
箔
を
熱
圧
着
す

る
印
刷
技
術
）業
を
営
ん
で
い

た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
前
に
、

箔
押
以
外
に
別
の
業
種
を
開

拓
し
な
け
れ
ば
企
業
の
存
続
は

な
い
と
考
え
、
異
業
種
交
流
会

へ
の
参
加
や
異
業
種
の
工
場
見

学
、
勉
強
等
を
必
死
に
行
い
、

ま
ず
は
伝
統
の
箔
押
技
術
を

生
か
し
た
食
用
純
金
箔
の
開

発
を
行
っ
た
。

　

従
来
、
伝
統
的
な
打
箔
を

用
い
た
食
用
金
箔
が
販
売
さ

れ
て
い
た
が
、
打
箔
は
も
ろ
い

た
め
取
り
扱
い
が
難
し
く
、
絵

や
文
字
等
の
形
を
作
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

箔
押
印
刷
の
要
領
で
可
食
フ
ィ

ル
ム
上
に
純
金
を
熱
圧
着
し

た
。
可
食
フ
ィ
ル
ム
と
金
箔
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
製
品
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
完
全
に
新
規
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

開
発
し
た
食
用
純
金
箔
は

丈
夫
な
可
食
フ
ィ
ル
ム
に
純
金

を
熱
圧
着
し
て
お
り
、
従
来

の
打
箔
に
比
べ
格
段
に
取
り

扱
い
が
容
易
で
あ
る
。
精
細

な
図
柄
が
簡
単
に
形
成
で
き
、

に
薬
剤
を
含
有
さ
せ
て
、
医

薬
品
の
新
剤
形
で
あ
る
フ
ィ

ル
ム
製
剤
を
日
本
で
初
め
て

開
発
し
た
。

　

製
薬
と
い
う
異
業
種
に
参

入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
管
理

の
行
き
届
い
た
医
薬
品
専
用

工
場
の
新
設
や
、
社
内
人
員

体
制
の
整
備
等
、
困
難
を
極

め
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
製
剤

は
新
剤
型
と
判
断
さ
れ
、
厚

生
労
働
省
に
承
認
申
請
し
て

か
ら
認
可
さ
れ
る
ま
で
4
年

を
費
や
し
た
。

　

同
社
の
可
食
フ
ィ
ル
ム
は
口

に
含
む
と
少
量
の
唾
液
に
よ

り
数
秒
で
溶
解
す
る
。
フ
ィ
ル

ム
製
剤
は
物
を
飲
み
込
む
こ

と
の
で
き
な
い
嚥え

ん

下げ

困
難
者
や

高
齢
者
、
幼
児
で
も
簡
単
に

服
用
が
で
き
る
。
ま
た
、
発

食
品
や
飲
料
に
使
用
す
る
と
、

そ
の
水
分
に
よ
っ
て
可
食
フ
ィ
ル

ム
が
溶
け
、
純
金
箔
の
み
が
残

り
、
美
し
い
装
飾
が
で
き
る
と

いっ
た
デ
ザ
イ
ン
用
途
の
高
い
も

の
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

食
用
金
箔
の
コ
ア
技
術
で
あ

る
可
食
フ
ィ
ル
ム
に
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
展
開
の
可
能
性
を
見

い
だ
し
た
た
め
、
社
運
を
懸

け
、
高
機
能
可
食
フ
ィ
ル
ム
の

開
発
に
挑
ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
口
中
清
涼
剤

や
健
康
食
品
等
の
機
能
性
可

食
フ
ィ
ル
ム
を
独
自
に
開
発

し
た
。
さ
ら
に
可
食
フ
ィ
ル
ム

展
途
上
国
に
お
け
る
水
の
汚

染
に
よ
る
服
薬
時
の
二
次
感
染

も
防
止
で
き
る
な
ど
、
錠
剤
等

に
は
な
か
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
生
み

出
さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
的
に
も
特
異
な
フ
ィ
ル

ム
製
剤
に
対
し
て
、
海
外
か
ら

も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
特

に
ト
ル
コ
の
製
薬
企
業
か
ら

H
A
L
A
L（
イ
ス
ラ
ム
教
の

教
義
に
のっ
と
っ
て
製
造
さ
れ
た

製
品
に
対
す
る
認
定
シ
ス
テ
ム
）

に
対
応
し
た
医
薬
品
の
商
談

が
あ
り
、
厳
し
い
査
察
の
下
、

H
A
L
A
L
の
認
定
も
受
け

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ニッ
チ
ト
ッ

プ
と
し
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

世
界
への
展
開
も
期
待
で
き
る
。

商　号：ツキオカフィルム製薬株式会社
創　業：昭和41年7月
設　立：昭和46年4月
従業員数： 121名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：フィルム製薬事業、ナノフィルム事業をはじ

め、可食フィルム事業、食用純金箔粉事
業、箔押加工事業という5つの事業を展開。
これらの事業のうち、2つの事業（食用純金
箔粉、ナノフィルム）は世界一、3つの事業

（フィルム製薬、可食フィルム、箔押加工）
は日本一の技術開発型企業である。

会社概要

お問い合わせ先

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

と
し
て
世
界
を
視
野
に

企
業
の
存
続
を
懸
け
た

伝
統
技
術
の
応
用

高
機
能
可
食
フ
ィル
ム

開
発
へさ
ら
な
る
挑
戦

ツキオカフィルム製薬株式会社

水なしで口の中へ入れ
4～6秒で溶けても苦く
ないフィルム製剤。

200ナノメートル厚のポリ乳酸フィルム。薬剤、化
粧剤を混入して臓器、骨、肌に貼付すると薬剤、
化粧剤が徐々に浸透して治癒効能、保湿効果を
もたらす。

伝統的箔押印刷技術を応用し、装飾性や医薬用途に優れる高機能フィルム製品群を開発受賞件名

口中清涼剤、健康食品、化粧品等、

「国内唯一の可食フィルムメーカー」
様々な可食フィルムを製造する

■業態変革図 内閣総理大臣賞
第5回   ものづくり日本大賞

伝 統 技 術 の 応 用 部 門
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製造・生産プロセス部門 ：4グループ

製品・技術開発部門 ：2人・8グループ

伝統技術の応用部門 ：1人・2グループ

青少年支援部門  ：1法人

経
済
産
業
大
臣
賞

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

22内閣総理大臣賞 受賞者

5 .

6 .

7 .

8 .

 ダイキン工業株式会社

株式会社クロスエフェクト

旭イノベックス株式会社

ツキオカフィルム製薬株式会社

 ▶

▶

▶

▶

P14

P16

P18

P20

 

 

1 .

2 .

3 .

4 .

 富士フイルム株式会社

株式会社ワイエスピー

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

ソニーセミコンダクタ株式会社

 ▶

▶

▶

▶

P6

P8

P10

P12

 

 

 

内閣総理大臣賞 受賞者 日時：2013年9月18日　場所：内閣総理官邸



経
済
産
業
大
臣
賞

競合力のある
多品種生産をサポート

ボリューム効率を高める
生産工程をサポート

マツダ株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

こ
れ
ま
で
各
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
行
っ
て
き
た
単
独
車
種

開
発
・
生
産
は
車
種
最
適
化
に

よ
る
技
術
進
化
の
追
求
と
小
規

模
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一

方
で
、
複
数
の
車
種
開
発
・
生

産
プ
ロ
セ
ス
が
混
在
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
マ
ツ
ダ
社
で
は
、「
一

括
企
画
」に
よ
り
、「
コ
モ
ン
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
構
想
」と「
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
生
産
構
想
」
を
兼
ね
備

え
た「
マ
ツ
ダ 

モ
ノ
造
り
革
新
」

と
い
う
画
期
的
な
製
造
プ
ロ
セ

ス
を
開
発
、
導
入
し
た
。

　
「
一
括
企
画
」と
は
、
車
種
を

横
断
し
て
共
通
化
す
る
固
定
要

素
と
、
個
性
を
出
す
変
動
要
素

を
明
確
に
し
た
上
で
、
将
来
の

多
様
な
商
品
に
対
応
し
た
標
準

構
造
・
工
程
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
中
期
的
に
必
要
と
な
る
商

品
・
技
術
を
予
測
し
た
上
で
、
そ

の
間
に
販
売
す
る
全
商
品
を
ま

と
め
て
企
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
コ
モ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

構
想
」
と
は
、
車
格
等
の
違
い

を
超
え
て
各
ユ
ニッ
ト
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
通
化
し
、
相
似

形
の
よ
う
な
設
計
と
す
る
こ
と

で
多
様
な
商
品
を
同
じ
プ
ロ
セ

　

こ
の
よ
う
に
自
社
の
特
長
を

生
か
し
た「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
技

術
」
に
よ
り
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
り
な
が
ら
も
、
市
場

ニ
ー
ズ
へ
の
個
別
対
応
力
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ

を
打
破
し
、
多
く
の
部
品
メ
ー

カ
ー
の
協
力
を
得
て
、
高
い
技

術
革
新
と
ビ
ジ
ネ
ス
効
率
を
実

現
し
た
。
具
体
的
な
成
果
と
し

て
は
、
開
発
効
率
化
は
30
％
以

上
、
生
産
設
備
投
資
改
善
は
エ

ン
ジ
ン
で
70
％
以
上
、
車
両
で
は

20
％
以
上
が
得
ら
れ
て
い
る
。「
マ

ツ
ダ 

モ
ノ
造
り
革
新
」は
生
産

プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
開
発

や
購
買
を
横
断
す
る
全
社
的
な

構
造
改
革
活
動
と
な
って
い
る
。

ス
で
の
開
発
・
生
産
を
可
能
と

し
、
開
発
・
生
産
期
間
の
短
縮

や
設
備
投
資
の
削
減
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
構
想
」

と
は
、コ
モ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

構
想
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
製
品

を
、
高
効
率
か
つ
柔
軟
に
生
産

す
る
独
自
の
生
産
方
式
の
こ
と

で
あ
り
、
売
れ
筋
商
品
の
急
変
、

車
種
の
追
加
、
モ
デ
ル
チ
ェン
ジ

等
の
変
動
を
容
易
に
吸
収
し
、

高
い
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
を
維

持
し
て
い
る
。
両
構
想
は
、
現

状
を
前
提
と
せ
ず
に
最
も
理
想

的
な
構
造
・
工
程
を
定
義
し
直

し
、
部
品
メ
ー
カ
ー
を
含
む
組

織
一
体
と
な
っ
た
擦
り
合
わ
せ

を
行
っ
た
。

　
「
走
る
歓よ

ろ
こ
び
」
と「
優
れ
た

環
境
・
安
全
性
能
」
の
高
次

元
で
の
両
立
を
目
標
と
し
た

革
新
的
次
世
代
技
術
で
あ
る

「
S
K
Y
A
C
T
I
V
技
術
」

の
全
ユ
ニ
ッ
ト
を
同
時
期
に
刷

新
す
る
こ
と
は
、
開
発
・
生
産

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
膨
大
な
開

発
・
生
産
資
源
を
必
要
と
す

る
業
界
内
で
も
前
例
の
な
い
事

業
で
あ
っ
た
。
こ
の「
マ
ツ
ダ 

モ

ノ
造
り
革
新
」
は
約
90
年
の
マ

ツ
ダ
の
歴
史
の
中
で
も
最
大
級

の
挑
戦
で
あ
り
、
5
年
以
上

経
営
資
源
を
集
中
投
入
し
、

多
く
の
部
品
メ
ー
カ
ー
と
共

に
、
総
力
を
挙
げ
て
推
進
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

http://www.mazda.co.jp

マツダ株式会社

マツダ株式会社　
商品戦略本部　技術企画部 技術戦略グループ
マネージャー　本橋 真之
広島県安芸郡府中町新地3-1
TEL 082-565-1880
E-mail motohashi.m@mazda.co.jp

商　号：マツダ株式会社
設　立：大正9年1月30日
従業員数： 連結 37,617名
事業内容： 主な事業は乗用車・トラックの製造・販売。

世界で初めてロータリーエンジンを実用化さ
せたメーカーとして、「走る歓び」と「優れた
環境・安全性能」を高いレベルで調和させ
た高品質のクルマを製造している。

会社概要

お問い合わせ先

写真左から、小池重光、菖蒲田清孝、金井誠太、素利孝久、人見光夫

自動車業界のものづくりの発想を根本的に変えた製造プロセス「マツダ モノ造り革新」受賞件名

地下資源に乏しい日本の最大の強みは「ものづく
り」にあり、そのための「知恵と工夫」こそが日本
の最大の資源です。今回の受賞を励みに、世界の
技術やビジネスの高度化をリードし、新興国の追
上げにもたじろがない、日本発の「強いものづく
り」に今後も挑戦し続けてまいります。

受賞メッセージ

画
期
的
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
・
導
入

●単なるモジュール化対応を超
えたマネジメントレベルでの製
品付加価値の向上と、生産コスト
低減の最適化。

●「スカイアクティブ」の上市、ブランド訴求
により、地域での雇用、国内生産の維持
を可能とする「マザー機能」の発揮モデ
ルとなった。

受賞者  マツダ株式会社

金井 誠太（リーダー）

菖蒲田 清孝	
人見 光夫

素利 孝久
小池 重光

受賞理由

■コモンアーキテクチャー：
	 1つの基本コンセプトを全車種で共通化

■フレキシブル生産：
	 1ラインで多様なモデルを高効率・ランダムに生産

マ
ツ
ダ
史
上

最
大
級
の
挑
戦

技
術
革
新
と

全
体
最
適
の
実
現

コモンアーキテクチャー
構想

フレキシブル
生産構想

売れ筋商品の急変、車種の追加、モデルチェンジ等の変動を容易に吸収可能

開発生産期間の短縮や設備投資の削減を実現

BEFORE

1.3

・オープンデッキ構造
・ロアブロック構造
・共通加工
  ＆搬送基準…

・ボア径、ボアピッチ
・クランク穴径、
  ピッチ…

加工搬送
基準B

AFTER

BEFOREBEFORE

専用ライン 45工程

AFTER

凡用ライン 4工程
A

B

加工搬送
基準A

加工搬送
基準C

加工搬送
基準C

仕様B 仕様C'

仕様A 仕様C

2.0

1.3

一括企画

ブレーク
スルー

ブレーク
スルー

生 産 開 発

A

BB

A

B

クルマ造りのプロセス革新により、市場ニーズ
対応力とスケールメリットのトレードオフを打破

開発効率化30％以上

マ
ツ
ダ
株
式
会
社

2.0

経済産業大臣賞
製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

固定要素

変動要素
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経済産業大臣賞
製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

富
士
特
殊
紙
業
株
式
会
社

富士特殊紙業株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

食
品
包
装
用
パッ
ケ
ー
ジ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
に
グ
ラ
ビ
ア

印
刷
を
施
す
際
に
使
用
す
る
油

性
イ
ン
キ
に
は
、
ト
ル
エ
ン
等
の

有
機
溶
剤
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
大
気
汚
染
等
の
環
境
負
荷

や
工
場
で
働
く
従
業
員
の
健
康
へ

の
影
響
等
が
問
題
に
なって
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
当

た
っ
て
は
、
有
機
溶
剤
を
使
用

し
な
い
水
性
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の

開
発
が
20
年
ほ
ど
前
か
ら
一
部

の
企
業
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た

が
、
従
来
の
親
油
性
か
ら
親

水
性
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
更
に
は
専

用
製
版
設
備
が
必
要
と
な
り
、

印
刷
乾
燥
に
も
時
間
が
掛
か

り
、
ま
た
、
従
来
並
み
の
印
刷

品
質
と
生
産
性
が
確
保
で
き
な

い
な
ど
の
技
術
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

杉
山
氏
ら
の
挑
戦
は
こ
れ
ま

で
に
水
性
化
を
成
功
さ
せ
た

前
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ル

ム
、
イ
ン
キ
、
版
、
印
刷
機
等

の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
の
総
合
的
な

共
同
開
発
に
よ
る
試
行
錯
誤
の

日
々
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

相
反
す
る
課
題
を
一
つ
一
つ

克
服
し
な
が
ら
技
術
の
統
合
化

を
行
い
、
そ
の
結
果
、「
水
性
イ
ン

性
化
へ
挑
む
に
は
、
相
当
な
印

刷
技
術
・
技
能
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
に
な
る
が
、
油
性
グ
ラ
ビ
ア
印

刷
で
技
術
を
積
み
上
げ
て
き
た

50
代
後
半
の
社
員
が
現
役
で
在

籍
し
て
い
る
今
で
あ
れ
ば
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
開

発
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
し

か
し
、
熟
練
の
技
術
者
で
あ
って

も
水
性
化
へのハ
ー
ド
ル
は
高
く
、

水
性
化
の
た
め
に
必
要
な
技
術

の
全
体
像
を
把
握
す
る
ま
で
に

相
当
な
時
間
と
労
力
、
そ
し
て

多
く
の
製
品
ロ
ス
を
費
や
し
た
。

　

ま
た
、
印
刷
の
職
場
は“
き

つ
い
、
汚
い
、
臭
い
の
３
Ｋ
”で

非
常
に
離
職
率
が
高
い
。
残

留
溶
剤
の
臭
い
の
問
題
、
健
康

へ
の
影
響
等
、
従
業
員
の
作
業

環
境
の
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
た
。

キ
は
の
ら
な
い
、乾
か
な
い
」と
いっ

た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克
服
し
、
さ
ら

に
は
使
用
す
る
イ
ン
キ
量
も
40
％

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
細
部
の

カ
ラ
ー
再
現
性
も
格
段
に
向
上

す
る
な
ど
、
油
性
印
刷
に
は
な
い

水
性
印
刷
な
ら
で
は
の
長
所
も

兼
ね
備
え
た
水
性
グ
ラ
ビ
ア
印
刷

に
成
功
し
、
実
用
化
し
た
。

　

水
性
印
刷
へ
の
転
換
に
踏

み
切
っ
た
背
景
に
は
、
熟
練

技
術
者
の
存
在
と
従
業
員
へ

の
思
い
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
誰
も
成
し
遂
げ
た

こ
と
が
な
い
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の
水

　

水
性
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
に
関
す

る
特
許
技
術
を
無
料
で
同
業
者

に
開
放
し
、国
内
印
刷
会
社
数
社

と
技
術
契
約
も
行
って
い
る
。ま
た
、

消
費
者
が
水
性
印
刷
商
品
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
水
性
マ
ー
ク
を

表
示
す
る
等
、業
界
全
体
の
環
境

意
識
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

水
性
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の
実
現

に
よ
り
、有
機
溶
剤
の
使
用
量
は

85
％
削
減
、印
刷
の
主
原
料
で
あ

る
イ
ン
キ
使
用
量
も
40
％
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
削
減
効
果
は
資
源
消
費
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
、

地
球
全
体
の
環
境
負
荷
の
低
減

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。http://www.fujitoku.net/

富士特殊紙業株式会社

商　号：富士特殊紙業株式会社
設　立：昭和25年3月
従業員数： 500名
事業内容：主な事業はプラスチック製素材を主体とす

る食品包装用パッケージの製造販売。業
界にも大きな影響を与えることになった水
性グラビア印刷と無溶剤ラミを大きな柱と
し、また、市場競争力のある利益商品の
ジッパーの拡大に集中して、拡販と設備
の増強を積極的に行っている。

会社概要

富士特殊紙業株式会社 
技術開発部　川合 信行
愛知県瀬戸市暁町3-143 
TEL 0561-86-8521
E-mail nobuyuki.kawai@fujitoku.net

お問い合わせ先

写真前列右から、杉山真一郎、虎澤敏行、後列右から、林廣保、進藤和隆、川合信行

印
刷
業
界
、地
域
社
会
、

地
球
全
体
への
貢
献

人と環境にやさしい水性グラビア印刷システムの開発受賞件名

水性グラビア印刷は当初従業員の健康、作業環
境の改善が目的でした。その後、有機溶剤に対し
規制が厳しくなりましたが、我々は代替技術があ
るなら代替する姿勢が問われていると考えます。
本技術を通じて、より安心・安全な食品パッケー
ジを提供し水性印刷の普及に努めて参ります。

受賞メッセージ

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
の
水
性
化

は
前
例
の
な
い
挑
戦

●印刷メーカーとして、装置、
　インキ、フィルムメーカーと

一体となった我が国ならではの
すり合わせ型の高度なものづくりを実現。

●環境対応のみならず、生産現場の安全管
理負担軽減、臭い軽減による消費者対
応を高く評価。

受賞者  富士特殊紙業株式会社

杉山 真一郎（リーダー）

虎澤 敏行
川合 信行

林　 廣保
進藤 和隆

世界初「水性グラビア印刷の技術確立」、
「実用化」、「労働環境の改善」に成功

受賞理由

■水性グラビア印刷採用商品例

■水性インキによる印刷技術のイノベーション

印刷品質や生産性を損なう
ことなく、技術的に困難と

された「水性グラビア印刷」
の開発に成功

■インキ製造から印刷工程までの各種印刷方式による環境負荷の比較

開
発
の
背
景
に
は

熟
練
技
術
者
の
存
在
と

従
業
員
への
思
い

資源消費 エネルギー消費 二酸化炭素排出量 光化学オキシダント

■水性グラビア印刷
■油性グラビア印刷
■油性グラビア印刷+溶剤燃焼

100 100 100 100 41
126161 170114 115

805

239
15%削減 40%削減 30%削減 85%削減

水性化への課題

フィルム表面で
インキがはじく

インキが乾かない

版表面で
インキがはじく

技術開発

フィルムの表面改質と
インキ着肉性向上

版の浅版化による
速乾化

印刷機開発による
速乾化

新インキ供給機構の
開発

インキ高固形分化による
隠ぺい性向上

高密度ドット化による
高鮮明な印刷表現

コロナ放電処理
添加剤処方

版深
３０μm→１５μm

２０％→２７％

３万DPI
→１０万DPI

水性化による効果

インキ使用量

４０％削減
VOC使用量

85％削減
残留VOC量

8０％削減
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経済産業大臣賞
製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

小
島
プ
レ
ス
工
業
株
式
会
社
：
他
１
団
体

極小化による工程短縮を基本技術に、超コンパクトラインでありながら

超コンパクトラインでの多品種少量生産

小島プレス工業株式会社：他１団体

第5回 ものづくり日本大賞

　

海
外
で
の
現
地
調
達
化
に
よ

り
自
動
車
部
品
の
生
産
空
洞
化

が
進
む
中
、
多
品
種
少
量
生
産

で
も
対
応
で
き
る
生
産
方
式
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の

１
次
加
工
機
で
の
生
産
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
力
が
な
い
。
受

賞
案
件
で
あ
る「
提ち

ょ
う
ち
ん灯
加
工
」は

そ
の
解
決
策
と
し
て
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
生

産
ラ
イ
ン
の
定
着
を
可
能
と
し

た
従
来
の「
多
段
式
縦
型
プ
レ

ス
」の
提
灯
プ
レ
ス
を
ベ
ー
ス
に

飛
躍
的
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

り
、「
超
コ
ン
パ
ク
ト
ラ
イ
ン
で
の

多
品
種
少
量
生
産
」を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

混
流
生
産
と
は
一
つ
の
生
産

ラ
イ
ン
の
中
で
数
種
類
の
部
品

を
交
互
に
連
続
生
産
す
る
こ
と

で
あ
る
。
３
種
類
の
部
品
を
生

産
で
き
る
混
流
ラ
イ
ン
は
、
通

常
ラ
イ
ン
３
本
分
の
機
能
を
持
つ

こ
と
に
な
る
が
、
当
然
３
台
の

１
次
加
工
機
や
金
型
の
ス
ペ
ー
ス

段
取
り
性
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

　

こ
の
ネ
ッ
ク
を
解
消
す
る
た

め
に
、
ま
ず「
リ
ボ
ル
バ
ー
式
提

装
置
）と
プ
レ
ス
成
形
・
搬
送
部

を
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
24
時
間
無
人

生
産
を
実
現
さ
せ
た
も
の
で
、

段
取
り
時
間
99
％
減
、
部
品
費

30
％
減
、
設
備
費
75
％
減
、
ス

ペ
ー
ス
65
％
減
を
可
能
と
し
た
。

　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
成
形
機
」は

金
属
と
樹
脂
の
同
時
成
形
を
可

能
と
す
る
も
の
で
、
1
次
加
工

機
に
2
次
加
工
の
機
能
を
入
れ

込
み
、
複
合
加
工
機
と
し
て
成

立
さ
せ
る
こ
と
で
、
長
く
複
雑

な
加
工
工
程
か
ら
１
台
の
マ
シ
ン

で
の
生
産
を
実
現
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、
部
品
費

30
％
減
、
設
備
費
75
％
減
、
ス

ペ
ー
ス
80
％
減
が
可
能
と
なった
。

　

さ
ら
に
、
混
流
生
産
、
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
化
の
ニ
ー
ズ
は
樹
脂

部
品
や
電
気
部
品
で
も
大
き

く
、
樹
脂
複
合
部
品
の
分
野
に

灯
プ
レ
ス
」を
開
発
し
た
。
こ
れ

は
複
数
部
品
の
金
型
を
ド
ラ
ム

に
内
蔵
し
て
い
る
構
造
で
、
１

シ
ョッ
ト
ご
と
に
異
な
る
部
品
が

生
産
で
き
る
提
灯
プ
レ
ス
機
で

あ
る
。
機
械
下
部
に
配
置
し
た

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
で
、
ド
ラ
ム
に

セ
ッ
ト
さ
れ
た
吊
り
下
げ
式
金

型
カ
セ
ッ
ト
を
下
駆
動
で
プ
レ
ス

加
工
を
行
い
、
プ
レ
ス
後
に
ド
ラ

ム
が
回
転
し
て
、
次
の
部
品
を

プ
レ
ス
加
工
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
段
取
り
性
や
サ
イ
ク
ル
短

縮
を
図
り
、
段
取
り
時
間
90
％

減
、
部
品
費
40
％
減
、
設
備
費 

75
％
減
、
ス
ペ
ー
ス
75
％
減
を
可

能
と
し
た
。

　
「
ラ
ッ
チ
式
提
灯
加
工
」は
金

型
ラ
ッ
ク（
自
動
金
型
段
取
り

も
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
考
え
方
を

適
用
し
た
も
の
が「
提
灯
イ
ン

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
」で
あ
る
。
現
在

は
試
作
機
が
完
成
し
、
生
産
機

の
開
発
中
で
、
部
品
費
25
％
減
、

設
備
費
50
％
減
、
ス
ペ
ー
ス
70
％

減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
品

開
発
と
設
備
開
発
を
同
時
に
進

行
で
き
る
強
み
を
生
か
し
、
国

内
の
も
の
づ
く
り
で
も
海
外
部

品
と
の
コ
ス
ト
競
争
に
勝
て
る

生
産
技
術
開
発
に
力
を
注
い
で

い
る
。
小
島
グ
ル
ー
プ
の
み
な
ら

ず
客
先
、
協
力
会
社
と
も
力
を

合
わ
せ
、
日
本
の
も
の
づ
く
り

技
術
を
結
集
さ
せ
て
さ
ら
な
る

普
及
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。 http://www.kojima-tns.co.jp/

小島プレス工業株式会社

商　号：小島プレス工業株式会社
創　業：昭和13年（1938年）5月20日
従業員数： 1,651名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：自動車内外装部品・機能部品における

デザイン、開発、設計、信頼性試験から
生産に至るまでを手がけ、金属・樹脂・
電子の分野における独自の加工技術を
モジュール化することで最高に付加価値
の高い製品を実現。また25社から成るグ
ループ会社のサプライチェーンを活かした
高い供給力で『内装一括対応』ができるシ
ステムサプライヤーとして事業展開。

会社概要

小島プレス工業株式会社
研究開発室　機能樹脂開発グループ　後藤  毅
愛知県みよし市福谷町広久伝１５番地
TEL 0561-33-0380
E-mail t-gotou@kojima-tns.co.jp

お問い合わせ先

写真前列左から、小川正則、小島洋一郎、真野修一、後列左から、後藤毅、西山茂、尾林光勝、北井英治

受賞件名

グローバル化が加速する中、世界一安い製品を
造ることが私達の課題です。当社は『造る物をつ
くる』という考え方のもと、汎用設備ではなく製品
に合った設備を自社で開発してきました。『提灯加
工』はその代表的な造り方であり、今後も最適な
ものづくりを追求していきます。

受賞メッセージ

世
界
一
安
く
つ
く
る
究
極
の

多
品
種
少
量
生
産
の
実
現

●モジュール化が進む中にあっ
ても、多品種少量生産が避けら
れない意匠部品などの自動車部
品の「混流生産」を実現。

●これまでの「提灯プレス」による一次加
工自動化に続く、二次加工を含む部品加
工の効率的な自動化を通じ、労働コスト
の高い国内拠点の維持、アジアの将来
的な労働コスト上昇への「マザー機能」
の発揮を期待。

受賞者  小島プレス工業株式会社：他１団体

小島 洋一郎（リーダー）

小川 正則
真野 修一

北井 英治
西山 茂　

後藤 毅
尾林 光勝（テクノハマ(株)）

多品種少量生産を実現
受賞理由

リボルバー式提灯プレス 金属と樹脂のハイブリッド成形ラッチ式提灯加工 提灯インジェクション

■技術の混流によるシステム生産

■「提灯加工」の概念図 ■本社外観

日
本
に
も
の
づ
く
り
を

残
す
た
め
に

混
流
生
産
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

解
消
を
可
能
と
し
た
提
灯
加
工

『つくるものをつくる』

□中間在庫レス
□実のみ供給
□ダイレクト生産

□1次加工化
□混流化
□1ショット多加工

□のせのせ設計
□一体設計
□ビスレス設計

生技・製造物流・工務

開発・設計

"ちょうちん（Cho-chin）"
MICRO PLANT

　部品費40％減
　設備費75％減
　スペース75％減

　部品費30％減
　設備費75％減
　スペース65％減

　部品費30％減
　設備費75％減
　スペース80％減

　部品費25％減
　設備費50％減
　スペース70％減
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経済産業大臣賞
製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社

人とコンパクトなヒト型ロボットが協調し、
自動化率80％、労働生産性約５倍の

グローリー株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

リ
ス
ク
の
高
い
海
外
工
場
に
依

存
せ
ず
、
国
内
に
お
い
て
も「
競

争
力
の
あ
る
も
の
づ
く
り
」の
実

現
に
向
け
た
生
産
ラ
イ
ン
を
構

築
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
自
動
化

が
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
領

域
に
お
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
多
品
種
変
量
生
産
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
不
可
欠
と
考
え
、

人
と
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
協
調
し

て
働
く
、
も
の
づ
く
り
立
国
・
日

本
に
ふ
さ
わ
し
い
近
未
来
生
産
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

ま
ず
、
人
が
無
意
識
に
行
う

動
作
を
切
り
出
し
て
動
作
・
制

御
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
っ
た
。
そ
の

シ
ナ
リ
オ
を
通
貨
処
理
機
製
造

で
培
っ
た
精
密
機
械
技
術
を
生

か
し
た「
か
ら
く
り
」と
呼
ぶ
器

用
な
動
き
が
可
能
な
周
辺
機
器

と
ハン
ド
部
で
実
現
さ
せ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
従
来
ロ
ボ
ッ
ト
が
不

得
意
な
柔
軟
物
を
取
り
扱
え
る

範
囲
を
拡
張
し
、「
シ
ー
ル
剥
が

し
」「
ベ
ル
ト
掛
け
」「
圧
縮
バ
ネ

の
取
り
付
け
」
な
ど
今
ま
で
自

動
化
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
作

業
を
自
動
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
人
手
に
依
存
し
て
い
た
領

域
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
投
入
に
よ
る
労

働
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、人

バ
ウ
ト
に
周
辺
部
分
が
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の

認
識
技
術
を
他
の
設
備
と
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
周

辺
機
器
の
簡
素
化
を
実
現
し
、

ロ
ー
コ
ス
ト
化
が
可
能
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
自
身

が
自
己
の
位
置
を
瞬
時
に
特
定

し
作
業
環
境
を
把
握
で
き
る
た

め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
の

移
設
も
容
易
に
で
き
る
。

　

認
識
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
持
っ
て
い
る

機
動
性
や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

多
能
工
化
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
で
、
今
ま
で
専
用
設
備
で
は

投
資
効
果
が
出
に
く
か
っ
た
分

野
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
可

能
と
な
っ
た
。

間
は
さ
ら
に
高
度
で
柔
軟
な
能

力
を
生
か
し
た
作
業
へ
注
力
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
、
周
辺
設

備
は
、
専
用
設
備
を
簡
素
化
し

ロ
ボ
ッ
ト
部
分
を
流
用
で
き
る

多
品
種
変
量
に
対
応
で
き
る
仕

組
み
を
作
り
上
げ
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
本
体
に
組
み
込
ま

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

モ
ノ
の
認
識
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
従
来
の
自
動
化
で
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
位
置
決

め
精
度
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
、

こ
の
認
識
技
術
を
利
用
し
て
ア

　

現
在
、
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
７
台

か
ら
構
成
さ
れ
る
生
産
ラ
イ
ン

に
よ
っ
て
、
自
動
化
ラ
イ
ン
の
自

動
化
率
は
約
80
％
を
達
成
。
従

来
10
名
必
要
と
し
た
作
業
員
を

2
名
に
削
減
し
、
約
5
倍
の
労

働
生
産
性
の
向
上
を
実
現
さ
せ

た
。
人
員
は
よ
り
付
加
価
値
の

高
い
製
品
、
よ
り
高
い
技
能
が
必

要
な
組
立
ラ
イ
ンへ
回
り
、
生
産

拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

製
造
原
価
ベ
ー
ス
で
も
約
17
％
の

コス
ト
削
減
を
達
成
し
て
い
る
。

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
に
活
路

を
見
い
だ
す
た
め
に
も
、
自
動

化
技
術
を
駆
使
し
た
低
コ
ス
ト

ラ
イ
ン
の
構
築
に
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

http://www.glory.co.jp/ 

グローリー株式会社

商　号：グローリー株式会社
創　業：大正7年（1918年）3月
設　立：昭和19年（1944年）11月
従業員数： 連結 8,971名 （平成25年9月30日現在）
事業内容：国産初の硬貨計数機を開発して以来、

通貨処理機のパイオニアとして、通貨処
理機、情報処理機及び通貨端末機器、
自動販売機、自動サービス機器などの開
発・製造・販売・メンテナンスを手がけ、
世界100ヵ国以上で同社製品が活躍中。

会社概要

グローリー株式会社 
兵庫県姫路市下手野１-３-１
TEL 079-297-3131（代表）

お問い合わせ先

写真前列左より、武井悟、森田博、小林俊文、後列左より、小島章、飛田昭夫、増田悠希、菊池稔

ヒト型ロボットを活用した生産方式構築による「ものづくりイノベーション」の取組受賞件名

この度は、名誉ある賞を頂きありがとうございまし
た。従来より積上げて来た生産技術力に最先端ロ
ボットが融合し、新たなものづくりの方法を構築で
きました。日本のものづくりの発展には、新しい価値
の創造力とそれを実現する高度な生産技術力が不
可欠。志し高く、更なる努力をする所存です。

受賞メッセージ

人
と
ヒ
ト
型
ロ
ボッ
ト
が
協
調
し
て

働
く
近
未
来
生
産
シ
ス
テ
ム

●ビジョンを有し、両手が駆動可
能というヒト型ロボットの特徴
を生かし、動作の遅さを問題とし
ない多品種少量の組立工程への適用、
ハンド部の工夫により、人型ロボットの
能力を最大限引き出すことに成功。

●「多能工化」という形でこれまで自動化
が困難とされた多品種少量組立の自動
化を可能とし、今後の適用範囲の拡大、
日本での生産維持への貢献に期待。

受賞者  グローリー株式会社

飛田 昭夫（リーダー）

菊池　 稔
森田　 博

小林 俊文
小島　 章

増田 悠希
武井　 悟

多品種少量生産システムを構築
受賞理由

自
動
化
率
80
％
、
労
働
生
産
性

約
５
倍
を
達
成

ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
持
つ
機
動
性

や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
を
生
か
す

■ロボット４台で構成された生産ライン ■移動式ロボット

■「幅広ベルトをセットする」 ■ロボットのハンド部分の工夫されたもの。「シールを剥がす」
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株式会社クレハ

第5回 ものづくり日本大賞

　

古
く
か
ら
生
分
解
性
と
生
体

適
合
性
を
持
つ
樹
脂
への
ニ
ー
ズ

は
高
かっ
た
が
、
量
産
性
に
優
れ

た
材
料
が
存
在
し
な
かった
。
近

年
は
環
境
問
題
を
背
景
に
、一
段

と
こ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
ポ
リ
グ
リ
コ
ー
ル

酸（
P
G
A
）は
生
分
解
性
樹
脂

と
知
ら
れ
な
が
ら
も
工
業
的
な

製
造
技
術
が
存
在
せ
ず
、
非
常

に
高
価
で
少
量
し
か
生
産
さ
れ

て
い
な
かっ
た
。
昭
和
7
年
に
デュ

ポ
ン
の
科
学
者
に
よ
っ
て
初
め
て

P
G
A
が
合
成
さ
れ
た
が
、
大

量
に
安
価
に
工
業
的
に
製
造
す

る
技
術
が
存
在
せ
ず
、
量
産
す

る
た
め
に
は
、
中
間
体
で
あ
る

グ
リ
コ
リ
ド（
G
L
）と
高
分

子
量
P
G
A
の
連
続
製
造
技

術
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
新
規
に
合
成
し
た
溶
媒
中

で
解
重
合
を
行
う
こ
と
で
溶
液

の
粘
性
を
下
げ
、
さ
ら
に
G
L

を
溶
媒
と
共
に
蒸
発
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
装
置
内
壁
へ
の
付
着

や
重
合
を
抑
制
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
高
収
率
に
回
収
で
き
る

G
L
製
造
法（
ク
レ
ハ
溶
液
法
）

を
開
発
し
た
。

　

さ
ら
に
、
溶
融
状
態
で
の
重
合

産
で
1
㎏
当
た
り
数
万
円
と
高

価
な
従
来
の
P
G
A
に
対
し
て
、

よ
り
高
品
質
の
P
G
A
を
年
産

4
0
0
0
ト
ン
の
工
業
規
模
生

産
で
1
㎏
当
た
り
数
千
円
と
安

価
に
製
造
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
高
機
能
か
つ

生
分
解
性
を
有
す
る
P
G
A
の

工
業
材
料
と
し
て
の
新
用
途
開

拓
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

P
G
A
の
優
れ
た
ガ
ス
バ
リ

ア
特
性
を
応
用
し
、
P
G
A
を

ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
間
層
と
し
て

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
炭
酸

ガ
ス
バ
リ
ア
性
に
優
れ
た
ボ
ト
ル

を
大
手
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
に
協

力
し
て
開
発
し
た
。

　

ま
た
、
P
G
A
が
持
つ
優
れ

後
に
取
扱
い
が
容
易
な
形
状
の

固
体
状
に
し
た
上
で
、
引
き
続

き
固
相
重
合
を
進
行
さ
せ
る
こ

と
で
高
分
子
量
の
P
G
A
を
製

造
す
る
方
法（
ク
レハ
連
続
的
溶

融︲固
相
重
合
法
）を
考
案
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
製
法
上
の
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
技

術
を
基
盤
に
広
範
囲
の
開
発
を

進
め（
国
内
外
の
全
特
許
出
願

件
数
7
2
0
件
、
登
録
特
許
件

数
2
3
0
件
）、
P
G
A
の
量
産

化
技
術
の
開
発
に
世
界
で
初
め

て
成
功
。
ま
た
、
高
分
子
量

P
G
A
は
生
分
解
性
の
ほ
か
に

耐
熱
性
、
機
械
強
度
お
よ
び
ガ

ス
バ
リ
ア
性
な
ど
に
優
れ
た
特
性

を
有
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

　

年
産
数
十
ト
ン
の
小
規
模
生

た
強
度
特
性
と
自
然
分
解
性
、

環
境
負
荷
低
減
を
供
す
る
点

が
高
く
評
価
さ
れ
、
シェ
ー
ル
ガ

ス
・
オ
イ
ル
分
野
で
の
採
用
が

決
定
し
た
。
掘
削
作
業
の
工
期

短
縮
や
コ
ス
ト
削
減
を
可
能
に

す
る
付
加
価
値
の
高
い
次
世
代

型
の
石
油
ガ
ス
掘
削
材
料
と
し

て
急
速
に
認
知
さ
れ
始
め
て
い

る
。
他
の
生
分
解
性
樹
脂
も

一
部
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
性

能
面
で
は
P
G
A
が
圧
倒
的
に

優
位
で
あ
り
、
世
界
で
唯
一
の

量
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
に
お
け
る
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
医
療
分
野
向
け
に

も
高
品
質
の
P
G
A
の
製
造
、

販
売
を
平
成
20
年
か
ら
開
始

し
、市
場
に
お
け
る
実
績
が
徐
々

に
上
が
って
い
る
。

http://www.kureha.co.jp/

株式会社クレハ

株式会社クレハ　
PGA事業部
東京都中央区日本橋浜町3-3-2
TEL 03-3249-4650

商　号：株式会社クレハ
設　立：昭和19年（1944年）6月21日
従業員数： 単独 1,687名 （平成25年3月31日現在）
	 連結 4,046名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：創業以来独創的な製品を産み出す中で培っ

てきた技術力をベースとして、「高機能材」
「医薬・農薬」「ハイバリア包装材」をコア
事業分野と位置づけ、人々の暮らしや地球
環境に有益なスペシャリティー素材・製品
の研究開発に取り組んでいる。

会社概要

お問い合わせ先

写真左から、星智広、佐藤浩幸、山根和行、砂川和彦、市川幸男、百瀬克。　枠内は、紫垣由城

PGAは生分解性に加え、現存の合成樹脂の中で
トップレベルの機械強度とガスバリア性を有し、
既存の生分解性樹脂とは異なります。その事業化
は長年にわたりポリマー屋、有機合成屋、プロセ
ス屋が多くの困難を克服し、また協業により成功
しました。今後、益々の発展を目指します。

受賞メッセージ

P
G
A
を
安
価
に
安
定
供
給
で

き
る
世
界
唯一の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

●溶媒の工夫などの独自合成技
術により、新素材の量産化に長
期間かけて成功。

●強度と生分解性という相反する特性を
生かし、シェールガス掘削への活用が始
まっている。

●新たな用途開発、更なる生産コストの低
減、我が国の生産拠点含めた戦略的バ
リューチェーンの構築に期待。

受賞者  株式会社クレハ

佐藤 浩幸（リーダー）

紫垣 由城
砂川 和彦

市川 幸男
山根 和行

百瀬 　克
星 　智広	

受賞理由

■ポリグリコール酸（PGA）の代表的な特性

■PGAの製品形状（ペレット）およびその加工成形例

■独自開発したポリグリコール酸（PGA）の合成法

シェ
ー
ル
ガ
ス
の
掘
削
材
料

と
し
て
採
用
さ
れ
る

環境負荷低減を実現する高機能型生分解性樹脂ポリグリコール酸（ＰＧＡ）の開発受賞件名

生分解性と高強度、高ガスバリア性を併せ持つ

ポリグリコール酸の量産に
世界で初めて成功

経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

株
式
会
社
ク
レ
ハ

33 第5回 ものづくり日本大賞 32経済産業大臣賞  製品・技術開発部門



経
済
産
業
大
臣
賞

古河電気工業株式会社:他4団体

第5回 ものづくり日本大賞

　

創
薬
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
成
功

率
は
、「
万
に
三
つ
」と
称
さ
れ
る

ほ
ど
極
め
て
低
い
が
、
そ
の
要
因

の一つ
と
し
て
、
細
胞
塊
を
用
い

た
従
来
の
計
測
・
分
析
手
法
で

は
計
測
感
度
が
十
分
で
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

細
胞
の
計
測
・
分
析
に
お
い
て

は
、
特
定
の
条
件
下
の
み
で
発

光
す
る
蛍
光
試
薬
に
よって
染
色

し
た
細
胞
に
レ
ー
ザ
ー
光
を
当

て
、
発
し
た
蛍
光
シ
グ
ナ
ル
を
検

知
・
分
析
す
る
こ
と
で
細
胞
の
特

性
を
解
析
す
る
が
、
１
万
個
程

度
の
細
胞
の
集
合
体
で
あ
る“
細

胞
塊
”を
対
象
と
す
る
場
合
、
そ

の
中
の
一
つの
細
胞
が
陽
性
反
応

を
示
し
た
と
し
て
も
、
他
の
細
胞

の
存
在
に
よって
ノ
イ
ズ
が
発
生

し
、
計
測
さ
れ
る
シ
グ
ナ
ル
が
微

弱
化
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
陽

性
反
応
を
陰
性
反
応
と
誤
判
断

し
、
新
薬
発
見
の
可
能
性
を
見

過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、“
単
一
細
胞
”

単
位
で
の
計
測
・
分
析
で
は
ノ

イ
ズ
が
発
生
し
な
い
の
で
、
陽

性
か
陰
性
か
の
判
断
を
正
確
に

行
え
る
。
こ
の
た
め
、
創
薬
、

i
P
S
細
胞
研
究
、
臨
床
検

査
等
の
分
野
に
お
い
て
国
内
外

初
め
て
商
品
化
し
た
。
細
胞
塊

を
用
い
る
従
来
手
法
に
比
べ
、
数

千
倍
以
上
の
計
測
感
度
と
正
確

な
解
析
結
果
が
得
ら
れ
る
ほ
か
、

従
来
不
可
能
だった
単
一
細
胞
の

タ
イ
ム
ラ
プ
ス
解
析（
細
胞
の
形

態
的
変
化
や
機
能
発
揮
過
程
を

経
時
的
に
捉
え
る
解
析
手
法
）

を
行
え
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
装
置

を
実
用
化
で
き
た
背
景
に
は
、

高
精
度
な
画
像
認
識
技
術
、
位

置
決
め
技
術
、
微
細
制
御
技
術

な
ど
、
同
社
が
光
情
報
通
信
分

野
で
蓄
積
し
て
き
た
固
有
技
術

を
駆
使
し
な
が
ら
、
大
学
や
民

間
企
業
等
と
の
連
携
を
通
じ
て

様
々
な
技
術
課
題
を
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
直
径
10
㎛
の
ウ
エル

か
ら
3
㎛
径
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
細
胞

か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
特

に
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は「
単
一
細
胞

を
解
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
解

析
後
は
細
胞
を
培
養
プ
レ
ー
ト

等
に
回
収
し
た
い
」と
い
う
強
い

ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
徐
氏
ら
は
、マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
上
に
形
成
さ
れ
た

数
十
万
個
の
微
小
な
く
ぼ
み（
マ

イ
ク
ロ
ウ
エ
ル
）に
一
つ
ず
つ
収
納

さ
れ
た
単
一
細
胞
に
対
し
て
超

高
感
度
な
光
学
的
解
析
を
行

い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
細
胞
を
ダ
メ
ー

ジ
な
く
培
養
プ
レ
ー
ト
に
回
収

す
る
ま
で
の
一
連
の
精
密
操
作
を

全
自
動
化
し
た
装
置
を
世
界
で

を
回
収
す
る
た
め
に
は
、
極
細

ガ
ラ
ス
管
で
単
一
細
胞
を
吸
引
し

た
後
、
培
養
プ
レ
ー
ト
等
に
吐

出
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、

ガ
ラ
ス
管
の
先
端
部
と
ウ
エ
ル
中

心
部
と
の
相
対
的
位
置
精
度
を

2
㎛
以
内
の
誤
差
で
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
徐
氏

ら
は
独
自
の
画
像
処
理
解
析
技

術
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
こ
の

問
題
を
克
服
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
に
商
品
化
さ
れ
た

本
装
置
は
大
学
や
創
薬
企
業
等

に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ｉ
P
S

細
胞
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
医

療
や
創
薬
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
に

お
い
て
画
期
的
な
進
歩
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。http://www.furukawa.co.jp/

古河電気工業株式会社

古河電気工業株式会社
生産技術部　バイオデバイス事業チーム
チーム長　主幹技師　徐 杰（工学博士）
千葉県市原市八幡海岸通６番地
TEL 0436-42-1636　FAX 0436-42-9334

会社概要

お問い合わせ先

写真左から、金野徹、藤井郁雄、徐杰、黒田俊一、木村健一、松下政宏　枠内は、近藤昭彦

素晴らしい表彰を拝受して嬉しい限りです！
この開発成果が、産学官連携の賜物であり、御尽力
頂いた受賞者以外の多くの方々にも感謝を申し上
げたい。科学技術が、最も重要な生産力であり、そ
の本質を追究し、本音で議論を戦わせ、本気で産
業競争力と収益の向上を実行していきたい。

受賞メッセージ

“
単
一
細
胞
”単
位
で
の

計
測
・
分
析
が
必
要

受賞者  古河電気工業株式会社：他4団体

●光ファイバーで培った位置特
定の技術等を生かし、全自動化
された単一細胞レベルの高感度
解析を実現。

●我が国医療分野における、創薬や再生
医療研究における貢献に期待。

受賞理由

■装置外観 ■マイクロチップ

■（左側）培養プレート 、（右側）マイクロ
　チップと極細ガラス管（ガラスキャピラリ）

世界初マイクロチップでの単一細胞全自動解析・回収装置の商品化開発受賞件名

徐
じ ょ

 杰
け つ

（リーダー） 古河電気工業株式会社

木村 健一（古河電気工業株式会社）

金野 徹（アズワン株式会社）

松下 政宏（アズワン株式会社）

黒田 俊一（名古屋大学大学院）

近藤 昭彦（神戸大学大学院）

藤井 郁雄（大阪府立大学大学院）

超高感度な光学的解析を単一細胞レベルで行いターゲット細胞を培養プレートに回収するまでの

再生医療や創薬スクリーニング等に画期的な進歩をもたらすと期待
一連の精密操作を全自動化した装置を商品化

解
析
か
ら
回
収
に
至
る

一
連
の
操
作
を
全
自
動
化

創
薬
や
再
生
医
療
分
野

で
の
貢
献
に
期
待

商　号：古河電気工業株式会社
創　業：明治17年（1884年）
設　立：明治29年（1896年）6月25日
従業員数： （連結）50,342名（平成25年3月末）
　　　　 （単体）3,971名（平成25年3月末）
事業内容：明治17年（1884年）に創業し、電線・非鉄

金属から始まった同社の事業領域は、時代
のニーズに応え続けながら拡大。現在では情
報通信、エレクトロニクス、自動車、新素材分
野などに拡がっており、バイオ事業も7つ目の
事業分野として位置づけられようとしている。

直径10μmの場合、チッ
プ上に33万個以上の
マイクロウエルが形成

W：510mm
D  ：680mm
H  ：780mm

経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

古
河
電
気
工
業
株
式
会
社
：
他
4
団
体

35 第5回 ものづくり日本大賞 34経済産業大臣賞  製品・技術開発部門



経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

ア
ベ
ル
株
式
会
社

ステンレスの質感を損なうことなく、
機能性と意匠性を付与させるコイル連続電解発色法を独自に開発、

アベル株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
褐
色
カ
ラ
ー

化
に
伴
い
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
も

カ
ラ
ー
化
の
要
求
が
高
ま
って
き

た
。
し
か
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
と
い

え
ば「
さ
び
に
く
く
、
丈
夫
で

美
し
い
」と
い
う
の
が
売
り
で
あ

り
、
こ
の
特
徴
が
ス
テ
ン
レ
ス
の

塗
装
や
メ
ッ
キ
を
困
難
に
し
て
い

た
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
表
面
に
酸
化

皮
膜
が
あ
る
た
め
、
メッ
キ
や
塗

装
で
は
色
が
付
着
し
に
く
く
、

化
学
発
色
法
で
は
色
の
再
現
も

不
良
で
色
ム
ラ
が
発
生
す
る
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
、

同
社
で
は
1
9
7
0
年
代
か
ら

約
40
年
に
わ
た
り
研
究
開
発
を

続
け
た
結
果
、
酸
化
皮
膜
の
厚

み
が
わ
ず
か
に
変
わ
る
と
光
の

干
渉
で
発
色
が
起
こ
る
原
理
に

着
目
し
、
電
気
と
薬
品
に
よ
る

化
学
反
応
で
膜
厚
を
制
御
す
る

電
解
発
色
法
を
編
み
出
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
全
く
新
し
い
表

面
処
理
技
術（
電
気
化
学
処

理
）を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
表

面
上
に
酸
化
皮
膜
を
生
成
さ

せ
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
質
感
を
損
な

う
こ
と
な
く
発
色
で
き
る
電
解

発
色
法（
ル
ミ
ナ
カ
ラ
ー
）を
独

自
に
開
発
し
た
。

る
手
法
を
開
発
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
板
や
加
工
品
し
か
処
理
で

き
な
か
っ
た
が
、
帯（
お
び
）（
コ

イ
ル
）状
で
の
処
理
が
可
能
に

な
っ
た
。
ス
テ
ン
レ
ス（
S
U
S
）

を
黒
く
帯
状
に
し
た
の
で
、

「
S
U
S（
サ
ス
）が
黒
帯（
く

ろ
お
び
）」
と
名
づ
け
、
新
た
な

高
付
加
価
値
素
材
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
な
っ
た
。

　

こ
の「
S
U
S
が
黒
帯
」を
使

え
ば
、
薄
板
プ
レ
ス
品
を
安
価
・

短
納
期
で
作
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
現
状
で
は
プ
レ
ス
後
、

表
面
処
理
を
行
う
た
め
に
治
具

付
け
、
洗
浄
、
検
査
な
ど
多
く

の
工
程
が
必
要
だ
が
、
表
面
に

酸
化
皮
膜
を
つ
け
た「
S
U
S

が
黒
帯
」な
ら
、
既
に
皮
膜
が
つ

い
て
お
り
プ
レ
ス
後
の
表
面
処
理

が
必
要
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
プ

　

そ
の
後
、
黒
色
に
特
化
し
た

電
解
発
色「
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
」

を
開
発
。
さ
ら
に
鏡
面
加
工
さ

れ
た
母
材
の
金
属
感
を
そ
の
ま
ま

に
深
み
の
あ
る
黒
色
を
表
現
で
き

る
鏡
面
ブ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ン
レ
ス「
ピ

ア
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
」を
開
発
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
銀
座
の

高
級
ブ
テ
ィッ
ク
な
ど
の
外
装
材

に
使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
のエレベ
ー
タ
ー
内
部

の
装
飾
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

最
新
の
取
り
組
み
と
し
て
、

電
解
発
色
法
を
さ
ら
に
高
度
化

し
、
連
続
処
理
で
電
解
発
色
す

レ
コ
ー
ト
S
U
S
鋼
板
は
あ
っ
た

が
、
素
材
と
コ
ー
ト
材
と
の
密

着
性
が
悪
く
、
曲
げ
、
絞
り
で

剥
が
れ
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点

が
あ
っ
た
。
し
か
し
電
解
発
色

法
に
よ
る
酸
化
皮
膜
は
素
材
と

の
密
着
性
が
良
く
、
曲
げ
て
も
、

絞
って
も
剥
が
れ
な
い
。ユ
ー
ザ
ー

は
プ
レ
ス
加
工
後
の
最
終
品
質

を
自
社
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
不
具
合
が
発
生
し
た
工
程

の
確
認
が
容
易
に
な
る
。
ま
た

プ
レ
ス
加
工
後
、
外
注
先
へ
の
搬

送
時
に
起
こ
る
変
形
な
ど
の
リ
ス

ク
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
黒
の
特
長
を
生
か
し
、
反

射
防
止
・
防
眩
・
迷
光
な
ど
が

必
要
と
さ
れ
る
S
U
S
製
ケ
ー

ス
、
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、
あ
る
い
は
樹

脂
製
保
護
材
の
代
替
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
が
期
待
さ
れ
る
。http://www.abel-s.co.jp/

アベル株式会社

商　号：アベル株式会社
設　立：昭和18年（1943年）
従業員数： 30名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：ステンレス表面処理及び材料販売、加工

を含めた受託販売。電解発色による黒染
め（スーパーブラック）・電解研磨・化学
研磨の受託加工、材料・バフ研磨・エッ
チング・プレス・レーザー加工を含めた製
品販売を手がけている。

会社概要

アベル株式会社 
常務取締役 　居相 浩介
大阪府八尾市南太子堂1-1-42
TEL 072-992-5401
E-mail k-iai@abel-s.co.jp

お問い合わせ先

写真左から、福村英樹、居相浩介、居相英機、青木善一、田中知一

ステンレス鋼の極薄膜発色技術である電解発色法の開発受賞件名

ステンレス鋼の表面に１μm以下の酸化皮膜を生
成し、光の干渉色によって色が見え、母材の金属
感を残した「発色」という表面処理加工技術から
進化し、“川下から川上へ”新種の新素材としてコ
イル材“SUSが黒帯”の供給者、サプライヤーと評価
されたことは無上の喜びです。

受賞メッセージ

メ
ッ
キ
で
も
塗
装
で
も
な
い

新
し
い
表
面
処
理
技
術
を
確
立

●長期間の開発を通じ、技術的
に難しいとされ続けてきたステ
ンレスの高級感、新しい感性価値
を提供する表面加工に成功。

●単なる受託加工を超えた、「高付加価値
表面加工ステンレスサプライヤー」に
進化。

受賞者  アベル株式会社

居相 英機（リーダー）

居相 浩介
青木 善一

福村 英樹 田中 知一

受賞理由

「SUSが黒帯」としてブランド展開

 「
S
U
S（
サ
ス
）が

黒
帯（
く
ろ
お
び
）」を
開
発
し
、

新
素
材
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ

■絞っても剥がれない酸化皮膜（塗装と比較） ■東京スカイツリーのエレベーター内装

■連続処理で電解発色した「SUSが黒帯」 ■電解発色で生成した酸化皮膜の断面図

 酸化皮膜 0.4μm

 ステンレス素地

0.3μm
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ＪＦＥスチール株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

近
年
、
建
築
物
の
高
層
化
・

大
ス
パ
ン
化
・
複
合
化
に
伴
い
、

鉄
骨
構
造
の
高
強
度
化
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
超
高
層
ビ
ル

で
は
厚
肉
・
高
強
度
の
鋼
材
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
、
当

時
の
建
築
物
の
損
傷
状
況
に
関

す
る
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
鉄

骨
構
造
の
溶
接
部
の
高
靭
性
化

に
よ
る
耐
震
性
向
上
が
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

超
高
層
ビ
ル
の
柱
材
と
し
て

用
い
ら
れ
る
四
面
ボ
ッ
ク
ス
柱
を

溶
接
組
立
す
る
際
に
は
入
熱
量

が
極
め
て
大
き
い
溶
接（
超
大

入
熱
溶
接
）が
必
要
と
な
る
が
、

溶
接
の
入
熱
量
が
増
大
す
る

と
、
周
囲
の
鋼
材
は
長
時
間
高

温
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
、
金
属

組
織
が
粗
大
化
す
る
。
そ
の
結

果
、
溶
接
熱
影
響
部
の
靭
性
が

低
下
し
、
柱
部
材
の
耐
震
性
を

確
保
で
き
な
い
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
鉄
骨
構
造
の
耐
震
性

を
担
保
す
る
た
め
に
鋼
材
の
降

伏
比
を
低
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
い
引
張
強
度
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、建
築
用
鋼
材
に
お

い
て
は
降
伏
比
80
%
以
下
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。

　

通
常
、
引
張
強
度
は
鋼
中
の

炭
素
や
シ
リ
コ
ン・マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
合
金
元
素
が
増
加
す
る
ほ
ど

上
昇
す
る
。
従
って
、
降
伏
比
を

低
く
抑
え
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
炭
素
や
合
金
元
素
を
添

加
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
逆
に
、

大
入
熱
溶
接
部
の
靭
性
は
炭
素

や
合
金
元
素
の
添
加
量
が
増
加

す
る
ほ
ど
低
下
し
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
大
森
氏
ら
は
、

制
御
圧
延
や
加
速
冷
却
な
ど
の

鋼
板
製
造
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
駆
使

　

降
伏
比
と
は
、
引
張
強
度
に
対

す
る
降
伏
強
度
の
比
率
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
値
が
高
い
と
、
鋼
材

が
降
伏（
外
力
を
除
荷
し
て
も
変

形
が
戻
ら
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
）

し
た
後
す
ぐ
に
破
断
し
て
し
ま
う

が
、
降
伏
比
が
低
い
場
合
、
降
伏

強
度
以
上
の
力
を
受
け
た
と
し
て

も
、
引
張
強
度
以
下
で
あ
れ
ば
破

断
し
な
い
。
降
伏
比
が
低
い
鋼
材

を
使
用
し
た
建
築
構
造
物
で
は
、

地
震
等
の
外
力
に
よって
鋼
材
が

降
伏
し
建
物
が
傾
い
て
も
、
鋼
材

に
は
破
断
す
る
ま
で
の
変
形
能
力

に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
建
物
の
倒

壊
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た“
低
降
伏
比
”化
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め

に
は
、同
じ
降
伏
強
度
で
よ
り

す
る
こ
と
で
、
余
分
な
炭
素
や

合
金
元
素
を
添
加
す
る
こ
と
な

く
鋼
板
の
強
度
を
高
め
る
と
同

時
に
、
微
量
添
加
元
素
等
を
活

用
し
て
溶
接
熱
影
響
部
の
材
質

変
化
を
防
止
す
る
こ
と
に
成
功
。

前
者
は
機
械
工
学
的
な
観
点
、

後
者
は
冶
金
工
学
的
な
観
点
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
両
者

の
融
合
に
よって
高
強
度
と
高
靱

性
を
兼
ね
備
え
た
建
築
用
鋼
板

を
開
発
し
、
超
高
層
建
築
物
の

耐
震
安
全
性
向
上
と
建
設
コ
ス

ト
低
減
を
同
時
に
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
高
層
化
、
大
ス
パン
化
、

柱
の
細
径
化
な
ど
建
築
構
造
物

の
設
計
自
由
度
の
拡
大
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
、
本
鋼
板

は
、
平
成
15
年
の
市
場
投
入
以

降
、
多
く
の
著
名
な
超
高
層
ビ
ル

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

http://www.jfe-steel.co.jp/

JFEスチール株式会社

ＪＦＥスチール株式会社
スチール研究所　鋼材研究部　大森 章夫
川崎市川崎区南渡田町1-1
TEL 044-322-6129　FAX 044-322-6160
E-mail a-oomori@jfe-steel.co.jp

商　号：ＪＦＥスチール株式会社
設　立：平成15年（2003年）４月１日
従業員数： 連結：４２，５１９名（平成25年3月末）
事業内容：平成15年４月、当時国内粗鋼生産量２位

の旧ＮＫＫ（日本鋼管）と３位の旧川崎製鉄
の統合によって誕生。合併前の両社に共
通していた「独立心に富んだ自由な精神で、
果敢に未来を切り拓いていく」という精神を
DNAとして受け継ぎ、世界をリードする技術
力と市場ニーズの変化を先取りする商品開
発力を活かしながら、多くのオンリーワン・ナ
ンバーワン製品を生み出している。

会社概要

お問い合わせ先

写真上段左から、廣田実、多賀根章、石川操、藤沢清二　写真下段左から、木村達己、大森章夫、木谷靖

今回の受賞は本製品に関わった社内外全ての方々
の総力によるものです。この場を借りて御礼申し上
げます。研究開発の開始からは10年以上経っていま
すが、性能向上やコストダウンの取り組みは現在も
継続中です。今後も構造物の安全を支える材料提
供のため、努力を続ける所存です。

受賞メッセージ

高
層
ビ
ル
柱
材
の

溶
接
部
靭
性
強
化
が
課
題

受賞者  ＪＦＥスチール株式会社

●日本の優れた鉄鋼開発・生産技
術と震災の多い我が国での建
設ニーズとを見事にマッチング	
させた事例。

●地震の多い我が国での高層建築需要と
ともに、海外の地震多発国への展開も
期待。

機
械
工
学
と
冶
金
工
学
の

２
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
ジ
レ
ン
マ
解
消

受賞理由

■高強度鋼適用による超高層建築物の設計自由度拡大 ■超高層ビルの溶接組立四面ボックス柱

■適用事例（新丸の内ビルディング）

内ダイアフラム

板厚
40~100mm

柱の太さ
500~1500mm

超高層ビルの安全性と経済性向上に貢献する超大入熱溶接用高強度鋼板の開発受賞件名

高強度と高靭性を両立した
建築用鋼板を開発することにより、

超高層建築物の耐震安全性向上と建設コスト低減を同時に実現

大森 章夫（リーダー）

多賀根 章
廣田 　実

藤沢 清二
石川 　操	

木村 達己
木谷 　靖

角溶接
（サブマージアーク溶接）

柱-ダイアフラム溶接
（エレクトロスラグ溶接）

梁（H形鋼）

“
低
降
伏
比
”化
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応

経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

従 来

鋼材重量（コスト,CO2）削減

開放的な大空間の実現

高強度鋼

超大入熱溶接部

開発鋼板
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経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

株
式
会
社
ス
ズ
キ
プ
レ
シ
オ
ン

CNC自動旋盤に装着するだけで4倍速に可変する
超精密遊星歯車機構を有した

株式会社スズキプレシオン

第5回 ものづくり日本大賞

　

近
年
、
部
品
加
工
に
お
け
る

小
型
化
・
複
雑
形
状
化
に
伴
い
、

C
N
C
自
動
旋
盤
用
ミ
ー
リ
ン

グ
回
転
工
具（
ス
ピ
ン
ド
ル
）の
高

速
回
転
への
要
求
が
高
ま
って
い

る
。
し
か
し
C
N
C
自
動
旋
盤

は
小
型
精
密
機
械
で
あ
る
た
め
、

加
工
機
本
体
への
影
響
か
ら
ス
ピ

ン
ド
ル
の
回
転
駆
動
部
は
低
速

域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が一般

的
で
あ
る
。
必
然
と
ス
ピ
ン
ド
ル

の
回
転
も
同
様
の
回
転
数
し
か

得
ら
れ
な
い
た
め
、
昨
今
の
自
動

車
部
品
や
医
療
機
器
部
品
に
求

め
ら
れ
る
部
品
の
小
型
化
お
よ

び
複
雑
形
状
加
工
に
お
い
て
効

率
的
に
加
工
で
き
な
い
の
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　

鈴
木
氏
ら
は
自
動
車
部
品
で

培
って
き
た
超
精
密
加
工
技
術

で
医
療
分
野
に
進
出
す
る
も
、

高
精
度
、
高
能
率
、
低
コ
ス
ト

の
条
件
を
備
え
る
工
作
機
械
が

な
い
た
め
、
自
ら
高
精
度
、
増

速
ス
ピ
ン
ド
ル
ユニッ
ト
を
開
発
。

「
I
B
ス
ピ
ン
ド
ル
」は
超
精
密

遊
星
歯
車
機
構
を
有
し
た
増
速

ス
ピ
ン
ド
ル
で
あ
り
、
C
N
C
自

動
旋
盤
に
装
着
す
る
だ
け
で
4

倍
速
に
可
変
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
高
切
削
送
り
が
可

イ
ン
ボ
リ
ュー
ト
曲
線
ギ
ヤ
形
状

を
設
計
開
発
。
③
構
成
ギ
ヤ
部

品
の
材
質
に
特
殊
熱
処
理
方
法

に
よ
る
後
加
工
を
考
案
し
、
高

精
度
ギ
ヤ
加
工
に
よ
る
低
振
動
、

低
発
熱
を
実
現
。
④
位
置
精
度

2
ミ
ク
ロ
ン
の
自
社
で
培
っ
た
超

精
密
マ
シ
ニン
グ
加
工
に
よ
り
高

速
回
転
振
動
を
極
力
抑
え
る
こ

と
に
成
功
。
⑤
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

対
応
半
導
体
製
造
装
置
用
ユニッ

ト
の
組
立
技
術
を
応
用
し
た
高

精
度
で
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
。
①
～

⑤
は
全
て
、
多
年
に
わ
た
り
精

密
部
品
の
1
0
0
%
受
託
製
造

を
行
って
き
た
か
ら
こ
そ
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
で
き
た
技
術
で
あ
る
。

　
「
I
B
ス
ピ
ン
ド
ル
」は
新
規
の

能
と
な
り
、
ミ
ー
リ
ン
グ
加
工
に

お
い
て
4
倍
の
効
率
、
4
分
の

1
の
コ
ス
ト
で
の
加
工
が
可
能
と

なった
。

　
「
I
B
ス
ピ
ン
ド
ル
」は
、
機
械

内
小
スペ
ー
ス
に
挿
入
使
用
す
る

た
め
小
型
に
設
計
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
高
精
度
を
要
求

さ
れ
る
工
作
機
械
の
付
属
装
置

と
し
て
高
精
度
仕
様
で
の
製
品

化
が
必
須
で
あ
った
。

　

①
遊
星
ギ
ヤ
機
構
を
採
用

し
、
軸
芯
で
の
伝
達
機
構
の
設

計
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
回
転

を
実
現
。
②
摩
擦
係
数
を
極
限

ま
で
抑
止
す
る
た
め
に
独
自
の

設
備
投
資
を
必
要
と
せ
ず
、
既

存
の
加
工
機
に
装
着
す
る
だ
け

で
4
倍
の
加
工
ス
ピ
ー
ド
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

通
常
の
ス
ピ
ン
ド
ル
が
必
要
と

す
る
よ
う
な
配
線
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
も
不
要
の
た
め
、
特
別
な

工
事
を
要
せ
ず「
I
B
ス
ピ
ン
ド

ル
」の
み
で
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
規
設
備
投
資

を
行
わ
ず
に
生
産
性
向
上
・
低
コ

ス
ト
化
が
図
れ
る
た
め
、
日
本
の

も
の
づ
く
り
企
業
の
新
興
国
と

の
競
争
力
向
上
に
貢
献
す
べ
く
、

自
社
内
使
用
に
と
ど
ま
ら
ず
広

く
販
売
す
る
に
至って
い
る
。

　

平
成
23
年
に
国
内
の
自
動
車

部
品
量
産
工
場
へ
販
売
を
開
始

し
、
国
内
大
手
自
動
旋
盤
メ
ー

カ
ー
で
の
採
用
も
決
定
し
た
。http://www.precion.co.jp/

株式会社スズキプレシオン

商　号：株式会社スズキプレシオン
創　業：昭和36年（1961年）3月1日
従業員数： 65名 （平成25年3月31日現在）
事業内容 ： 高精度、微細部品の切削の受託加工を
　　　　手がけ、チタン加工・精密部品加工技術

を活かして、半導体製造装置や自動車分
野から、歯科インプラント、整形外科、脳
外科、内視鏡手術用デバイス等の医療
分野へ進出。医療機器分野に特化した
ISO 13485の認証を取得、医療機器製
造業許可、医療機器製造販売業許可も
取得している。

会社概要

株式会社スズキプレシオン 
営業部
栃木県鹿沼市野尻113-2
TEL 0289-65-6001
E-mail webmaster@precion.co.jp

お問い合わせ先

写真左から、花輪潤、鈴木勲、鈴木庸介、小林栄、手塚博之、金子晴彦

CNC自動旋盤用4倍速スピンドル「IBスピンドル」受賞件名

CNC自動旋盤用4倍速スピンドル「IBスピンドル」
は部品加工の時間を著しく短縮することを可能
とします。切削部品加工を行っている企業の皆様
に新興国とのコスト競争に打ち勝って頂きたいと
思っております。本製品が日本のものづくり力の
向上・発展の一翼を担えれば幸いです。

受賞メッセージ

工
具
が
な
い
な
ら
自
ら
開
発
～

増
速
ス
ピ
ン
ド
ル
誕
生
の
背
景

●自動車部品で培ってきた超精
密加工技術を生かし、自ら高
精度、増速の工具を開発すること
で、委託加工を超えて医療分野に進出。

●さらに、その工具を外販することで日本
のものづくり基盤の強化にも貢献。

受賞者  株式会社スズキプレシオン

鈴木 庸介（リーダー）

鈴木　 勲
小林　 栄

金子 晴彦
手塚 博之

花輪　 潤

増速スピンドルを開発
受賞理由

も
の
づ
く
り
ニッ
ポ
ン
の

競
争
基
盤
に
貢
献

精
密
部
品
加
工
企
業
だ
か
ら
こ
そ

実
現
し
た
高
精
度
仕
様
の
製
品
化

CNC自動旋盤
回転駆動部

4倍速に増速

∅
3
m
m

【製品例：医療機器】

要素部品

精
密
、微
細
な
部
品
加
工
が
高
能
率
、

高
品
質
に
行
う
こ
と
が
で
き
、こ
れ
に
よ
り

新
機
構
の
医
療
機
器
の
製
造
も
可
能
に

精密、微細な
部品が必要 ∅

3
m
m

フレキシブルな構造を
持つ最新鋭の自由度鉗

かん

子
し
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天池合繊株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

後
に「
天
女
の
羽
衣
R」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
、
高
級
薄
地
合

繊
織
物
を
構
成
す
る
超
極
細
糸

は
肉
眼
で
は
見
え
に
く
く
切
れ

や
す
い
た
め
、
合
繊
メ
ー
カ
ー
で
は

製
織
で
き
ず
、
天
池
氏
に
開
発

依
頼
が
あ
っ
た
。
糸
が
極
め
て
細

く
切
れ
や
す
い
た
め
、
既
存
の
設

備
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

自
社
設
備
の
大
半
を
特
別
仕
様

に
改
造
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

当
初
、「
天
女
の
羽
衣
R」は
、

産
業
資
材
用
と
し
て
開
発
さ
れ

た
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
素
材
の
持

つ
特
性
か
ら
衣
料
分
野
へ
の
可

能
性
を
見
い
だ
し
、
特
に
高
級

衣
料
向
け
の
性
能
を
追
求
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

　

糸
を
織
機
に
か
け
る
準
備
段

階
で
は
、
一
万
数
千
本
の
極
細
糸

を
縦
方
向
に
巻
き
そ
ろ
え
る「
整

経
」と
、
そ
の
糸
を
織
機
側
の
部

品
に
１
本
ず
つ
通
す「
引
き
通
し
」

と
い
う
工
程
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
過
程
で
糸
に
わ
ず
か
で
も
埃ほ

こ
り

が
付
着
す
る
と
糸
切
れ
を
招
く

た
め
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
よ
う
な

専
用
の
無む

塵じ
ん

室
を
独
自
に
設
営

し
わ
が
入
ら
な
い
よ
う
、
染
色
条

件
に
も
工
夫
が
な
さ
れ
てい
る
。
こ

の
極
薄
の「
天
女
の
羽
衣
R」で
シャ

ン
ブ
レ
ー
や
縮ち

り

緬め
ん

を
織
り
方
と
染

色
加
工
で
表
現
し
、
プ
リ
ン
ト
や

立
体
形
状
加
工（
し
わ
、
凹
凸
）も

極
力
自
社
で
行
っ
て
い
る
。

　
ス
カ
ー
フ
等
の
製
品
に
す
る
場

合
は
、
ほ
つ
れ
防
止
の
た
め
ロッ
ク

ミ
シ
ン
で
縁
縫
い
す
る
と
滑
ら
か

な
仕
上
が
り
に
な
る
。
こ
こ
で
の

ミ
シ
ン
糸
も
同
社
が
独
自
に
開

発
し
た
極
細
糸
を
用
い
、
か
つ
縫

目
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
る
よ

う
専
用
ミ
シ
ン
を
導
入
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
結
果
、「
天
女
の
羽
衣
R」の
製

法
は
同
社
の
独
自
技
術
と
な
り
、

自
社
一
貫
生
産
に
よ
る
、多
品
種・

少
量
・
短
納
期
・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

化
を
実
現
さ
せ
、
同
業
他
社
で
は

し
、
防
塵
服
を
着
た
担
当
者
が

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
緻
密
な

仕
事
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
る
。

　

横
糸
を
打
ち
込
ん
で
織
物
に

す
る「
製
織
」工
程
に
お
い
て
も
、

極
細
の
縦
糸
と
横
糸
を
均
等
な

間
隔
で
直
交
さ
せ
る
た
め
の
瞬
間

的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
や
張
力
の
制
御

に
職
人
技
を
要
す
る
。
織
り
上

がった
直
後
の
織
物
は
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
い
た
め
、
特
殊
な
ス
リ
ッ
プ

防
止
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く「
染
色
」工
程
で
は
、
織

物
を
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
に
染
め

上
げ
る
。
こ
の
染
色
も
、
当
初
は

専
門
業
者
に
委
託
し
た
も
の
の
不

良
率
が
高
い
た
め
外
注
を
断
念

し
、
専
用
機
を
導
入
し
て
自
社

化
し
た
。
染
浴
中
の
織
物
に
傷
や

な
し
得
な
い
域
に
達
し
て
い
る
。

　
「
天
女
の
羽
衣
R」の
品
質
は
多

く
の
海
外
ラ
グ
ジ
ュア
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
と
の
取
引
実
績
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
世
界
水
準
で
あ
る
。

ま
た
、
自
社
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品

と
し
て
、
伝
統
工
芸
装
飾
を
施

し
た
製
品
、コ
サ
ー
ジ
ュ
や
イ
ヤ

リ
ン
グ
等
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
ま

で
展
開
し
て
い
る
。

　

衣
料
分
野
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
国
内
外
の
美
術
館
や
博

物
館
等
に
お
い
て
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
展
示
作
品
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
今
後
は
衣
料
分
野
以
外
に

お
い
て
も
隠
れ
た
魅
力
が
引
き

出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。http://amaike.jp/

天池合繊株式会社

天池合繊株式会社　
石川県七尾市国下町ト部59‐1
TEL 0767-57-3633
E-mail super-organza@amaike.jp

商　号：天池合繊株式会社
創　業：昭和31年1月3日
設　立：昭和40年3月20日
従業員数： 45名
事業内容： 主な事業はメンズ・レディース・インテリア

カーテン・スポーツ・各種資材用織物の
請負委託加工。繊維製品でも特殊な性能
を持つ、スポーツウエアーや衣料用生地、
インテリアカーテン、産業用資材生地等を
技術開発する「技術開発型」メーカーとし
て基盤を確立してきた。

会社概要

お問い合わせ先

写真一番右端が、天池源受

世界一薄く軽いファッションテキスタイル 「天女の羽
衣®」 の生まれた北陸合繊産地は生産ピークの1割
を切りましたが、残った企業は世界でもトップ技術
を持って日本のものづくりを支えています。当社も栄
えある賞を頂き、更に世界発信しJAPANブランドに
貢献したいと思います。

受賞メッセージ

他
社
で
は
実
現
で
き
な
かった

開
発
への
挑
戦

受賞者  天池合繊株式会社

天池 源受

●設備内製を含めた自社ノウハウ
化による卓越した技術力と海外
への発信力とを合わせて、高付加
価値ブランド化に成功。

●海外高級ブランドへのさらに強力な発信
を通じ、クールジャパンの推進への一層
の貢献が期待される。

世
界
市
場
・
新
規
市
場

へ
の
展
望

試
行
錯
誤
の
末
、自
社一貫

生
産
の
独
自
製
法
を
確
立

ノウハウ技術

特殊加工
（伝統紋様、蒸着）

プリントスカーフ
イヤリング

コサージュ

糸がずれにくい工夫

Amaike Super Organza 「天女の羽衣®」加賀友禅孔雀 独自製品による新市場の開拓

「天女の羽衣®」プリーツ加工

独自の極細ミシン糸を使用
し、縫目がよりコンパクトに

超極細糸

受賞理由

現実化した『天女の羽衣®』～世界市場が認めた日本の技術～受賞件名

太さ5～7デニール（直径24～27ミクロン）という超極細糸により、

軽さ、薄さ、柔らかさ、光沢、透明感を実現
従来の高級衣料用薄地素材を遥かに凌ぐ、

■「天女の羽衣®」の製造プロセス

■「天女の羽衣®」の超極細糸

『天女の羽衣®』の糸

毛髪

経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

天
池
合
繊
株
式
会
社

独自準備機 独自染色機独自加工機独自織機 独自ミシン

準備 染色製織 縫製スリップ
防止加工

プリント

立体加工超極細糸に対応した
精密張力制御方法の開発

・ミクロン単位で精密加工した独自の改造部品
　および追加部品を使用
・特殊な機械操作および熟練作業

43 第5回 ものづくり日本大賞 42経済産業大臣賞  製品・技術開発部門



三鷹光器株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

近
年
、
半
導
体
分
野
や
超
精

密
加
工
分
野
な
ど
の
製
品
は
高

精
度
化
・
高
品
質
化
が
進
展
し

て
お
り
、
設
計
図
ど
お
り
に
作

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査

や
品
質
評
価
に
お
い
て
は
高
精

度
な
三
次
元
測
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
特
に
自
由
曲
面
形
状

や
複
雑
形
状
の
製
品
を
検
査
・

評
価
す
る
た
め
に
は
、
対
象
物

の
表
面
に
直
接
触
れ
ず
に
測
定

で
き
る
非
接
触
測
定
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
って
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
三
浦
氏
ら

は
、
宇
宙
観
測
機
器
等
の
設
計

製
作
に
お
い
て
長
年
培
って
き
た

技
術
力
を
生
か
し
、
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
単
位
の
微
細
な
表
面
凹
凸

か
ら
数
十㎜
大
の
複
雑
形
状
を

非
接
触
か
つ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
測
定

で
き
る
三
次
元
測
定
装
置
を
製

品
化
し
た
。
こ
の
装
置
は
、
観

測
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
る
天

体
自
動
追
尾
技
術
を
応
用
し
た

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス（
A
F
）機
能

に
よ
っ
て
Z
軸
方
向
の
高
さ
を

測
定
す
る
顕
微
鏡
と
、
X
Y
方

向
に
真
っ
直
ぐ
動
く
こ
と
が
で

き
る
精
密
ス
テ
ー
ジ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

顕
微
鏡
の
鏡
筒
部
に
送
り
込

定
ワ
ー
ク
の
表
面
状
態
に
よ
って

デ
ー
タ
が
ば
ら
つ
く
た
め
信
頼
性

が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
方
式
で
は
、
測
定
表
面
の
色

や
反
射
率
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
な
く
広
範
囲
を
高
精
度
に
測

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
精
度
測
定
を

実
現
で
き
た
背
景
に
は
、
振
動

や
温
度
変
化
に
よ
る
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
に
装
置
の
構
造
や

機
構
を
工
夫
し
た
り
、
測
定
誤

差
を
補
正
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
な
ど
、
同
社

の
総
合
的
な
技
術
力
の
高
さ
や

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
随
所
に
生
か

さ
れ
て
い
る
。

　

本
測
定
装
置
は
、
モ
バ
イ
ル
製

品
の
カ
メ
ラ
用
非
球
面
レ
ン
ズ
や

液
晶
プ
ロ
ジェク
タ
の
マ
イ
ク
ロ
レ

ン
ズ
ア
レ
イ
等
、
様
々
な
画
像
機

ま
れ
た
レ
ー
ザ
光
は
対
物
レ
ン
ズ

を
通
って
測
定
ワ
ー
ク
上
に
結
像

し
、
表
面
で
反
射
後
、
再
び
対

物
レ
ン
ズ
を
通
っ
て
A
F
セ
ン
サ

上
に
結
像
す
る
。
ピ
ン
ト
が
合
っ

て
い
る
時
は
A
F
セ
ン
サ
の
中
心

に
結
像
す
る
が
、
合
っ
て
い
な
い

時
は
ス
ポ
ッ
ト
の
位
置
が
セ
ン
サ

上
で
左
右
に
ず
れ
る
。
こ
の
位

置
変
位
を
A
F
セ
ン
サ
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
検
出
し
、
A
F
駆
動

機
構
を
用
い
て
、
ピ
ン
ト
が
合
う

よ
う
に
対
物
レ
ン
ズ
を
動
か
す
。

そ
し
て
、
自
動
X
Y
ス
テ
ー
ジ
で

ワ
ー
ク
を
ス
キ
ャニン
グ
し
な
が
ら
、

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
各
点
の
X
Y
Z

座
標
値
を
コ
ン
ピュー
タ
に
取
り

込
み
、
形
状
測
定
を
行
う
。

　

従
来
、
非
接
触
測
定
は
測

器
の
キ
ー
パ
ー
ツ
と
な
って
い
る
精

密
光
学
部
品
の
開
発
、
品
質
管

理
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
様
々
な
測
定
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
多

様
化
。
回
転
機
能
を
有
す
る
ス

テ
ー
ジ
と
デ
ー
タ
の
つ
な
ぎ
合
わ

せ
技
術
の
融
合
に
よ
り
急
斜
面

を
持
つ
非
球
面
レ
ン
ズ
の
形
状
測

定
を
可
能
に
し
た
り
、
小
型
化

し
た
A
F
光
学
系
と
5
軸
制
御

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
の
計
測
ア
プ
ロ
ー

チ
を
実
現
し
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス

法
と
命
名
さ
れ
た
本
測
定
原
理

は
、
三
次
元
形
状
・
表
面
の
粗
さ

を
非
接
触
で
測
定
す
る
I
S
O

規
格
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

http://www.mitakakohki.co.jp/

三鷹光器株式会社

三鷹光器株式会社
能勢 敦子
東京都三鷹市野崎1-18-8
TEL 0422-49-1491　FAX 0422-49-1117
E-mail nose@mitakakohki.co.jp

会社概要

お問い合わせ先

写真後列左から、鈴木工、三浦勝弘、塚本貴雄、石間実　前列左から、古田島秀夫、遠藤万平、広瀬一

測定範囲：
 X,Y,Z=150x150x10mm
分解能：X,Y=10.Z=1nm

ものづくりにおいて測定はとかく後回しにされがち
ですが、測定なくして高付加価値な製品はできま
せん。今回測定技術に対し名誉ある賞を頂けた事
が私どものみならず測定器業界の皆様にも喜びを
もたらしました。今後も更にものづくりに役立つ測
定技術を提案していきたいと思います。

受賞メッセージ

天
体
自
動
追
尾
技
術
を

非
接
触
三
次
元
測
定
に
活
用

■測定例 ■ポイントオートフォーカス式測定原理図

■ 非接触三次元測定装置（NH-3SP）

ISOが認めた、ポイントオートフォーカス式非接触三次元形状測定装置の開発・製品化受賞件名

観測用ロケットに搭載される天体自動追尾技術を応用したオートフォーカスシステムにより、

その測定原理は日本発ISO規格として登録
非接触3次元計測をナノメートルレベルの精度で実現

世
界
標
準
の
測
定
技
術

商　号：三鷹光器株式会社
設　立：昭和41年5月11日
従業員数： 58人
事業内容：創業以来、天文・宇宙関連分野で培ってき

た光学技術を活かし、高精度天体望遠鏡
やロケット・衛星に搭載される観測機器を
はじめ、製品の形状・輪郭・表面の状態を
非接触で計測する検査機器、手術用顕微
鏡・手術支援装置といった医療用機器な
ど、数多くの精密光学機器を手がける。

受賞者  三鷹光器株式会社

●天体望遠鏡の位置追尾で培っ
た技術を活用し、極めて独創性
の高い非接触型の三次元形状測
定装置を開発。

●微細且つ、複雑な形状を計測できるため、微
細加工部品の形状・粗さ測定、非球面レンズ
の精度向上など我が国ものづくり産業基盤
への貢献も大きい。国際標準化の成功を契
機として、今後更に需要が増していく非接触
計測でのグローバルな事業展開にも期待。

受賞理由

三浦 勝弘（リーダー）

石間 　実
塚本 貴雄

広瀬     一
古田島 秀夫

鈴木 　工
遠藤 万平

Z軸リニアスケール
Z

X

Y

対物レンズ

サンプル

８７°の急斜面測定

経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

三
鷹
光
器
株
式
会
社

AMP
AFセンサ

モニタTV

落
射
照
明
系

レ
ー
ザ

CCDカメラ

Z
軸
ス
テ
ー
ジ

AF
駆
動
機
構

AF
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

XYZ座標
表示器

XYステージ

XYリニアスケール
XYZ

コントローラ

パソコン

マイクロレンズアレイ 小径歯車
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経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

キ
タ
ム
ラ
機
械
株
式
会
社

箸とスプーンの原理をヒントに、工作物を爪でクランプして空中加工するという斬新な機構を考案。

キタムラ機械株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

国
内
の
金
型
メ
ー
カ
ー
が
厳
し

い
国
際
競
争
環
境
を
勝
ち
抜
く

た
め
に
は
、
複
雑
形
状
への
対
応

や
高
精
度
化
な
ど
、
金
型
の
高

付
加
価
値
化
を
図って
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
金
型
の

製
造
に
お
い
て
は
、
熟
練
の
技
能

者
が
多
種
類
の
工
作
機
械
や
専

用
の
治
具
を
使
って
何
度
も
段

取
り
替
え
を
行
い
な
が
ら
作
業

す
る
場
合
が
多
く
、
製
造
時
間

と
コス
ト
を
劇
的
に
削
減
す
る
こ

と
は
難
し
かった
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
従
来

の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
と
同
等
以

上
の
加
工
精
度
を
有
し
、
製

作
効
率
・
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
よ
う
な
工
作
機
械
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
北
村

氏
は
、
従
来
の
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
機
械
の
構
造
を
一

か
ら
見
直
し
た
。

　

そ
し
て
、
箸
で
物
を
掴
む
原

理
を
ヒ
ン
ト
に
、「
工
作
物
を
爪

で
掴
み
空
中
で
把
持
し
な
が
ら

加
工
す
る
」こ
と
を
思
いつ
く
。

　
こ
の
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
具

現
化
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を

　

北
村
氏
は
、ク
ラ
ン
プ
構
造
の

工
作
機
械
と
７
軸
制
御
技
術
を

開
発
す
る
こ
と
に
成
功
。
従
来
型

マ
シニン
グ
セ
ン
タ
で
は
、
１
回
の
取

り
付
け
で
最
大
５
面
ま
で
し
か

工
作
物
を
加
工
で
き
な
かった
が
、

本
開
発
機
で
は
、
段
取
り
替
え

す
る
こ
と
な
く
、
即
ち
、
機
械
へ

の
工
作
物
の
取
り
付
け
が
１
回
だ

け（
ワ
ン
チ
ャツ
キ
ン
グ
）で
６
面
全

て
を
加
工
で
き
る
よ
う
に
なった
。

従
来
型
マ
シニン
グ
セ
ン
タ
と
同
等

の
加
工
精
度
を
有
す
る
だ
け
で

な
く
、複
雑
形
状
の
連
続
加
工

に
よって
取
付
誤
差
を
排
除
し
た

り
、分
割
加
工
に
伴
う
つ
な
ぎ
目

を
な
く
す
な
ど
、よ
り
高
精
度
な

加
工
を
実
現
し
て
い
る
。

繰
り
返
し
た
が
、
剛
性
の
確
保

と
い
う
難
課
題
に
直
面
し
た
。

従
来
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
で
は
、

剛
性
の
高
い
テ
ー
ブ
ル
上
に
工

作
物
を
固
定
す
る
た
め
、
剛
性

を
確
保
す
る
の
は
比
較
的
容

易
だ
が
、
工
作
物
を
爪
で
掴
む

ク
ラ
ン
プ
構
造
で
は
、
基
本
的

に
剛
性
が
弱
い
。

　

そ
こ
で
、
上
部
の
爪
か
ら
下
部

の
爪
方
向
に
油
圧
で
力
を
加
え
、

ス
プ
ー
ン
の
よ
う
に
工
作
物
を
安

定
的
に
支
え
る
こ
と
で
高
い
剛
性

を
確
保
す
る
と
い
う
独
創
的
な

構
造
を
考
案
。
箸
は
物
を
掴
む

も
の
、
ス
プ
ー
ン
は
物
を
載
せ
る

も
の
で
あ
り
、
両
者
の
特
徴
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
最
大
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
従
来
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
で
は
、
加
工
時
に
発
生
す
る

熱
を
冷
却
す
る
た
め
に
切
削
油

剤
を
使
用
し
て
い
た
が
、空
中
に

浮
か
せ
て
加
工
す
る
本
開
発
機

で
は
、
熱
を
持
っ
た
切
り
く
ず

が
堆
積
し
な
い
た
め
、
完
全
ド
ラ

イ
加
工
が
可
能
と
な
り
、
環
境

負
荷
低
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
開
発
機
に
よ
っ
て
、
高
度

な
熟
練
技
能
に
頼
る
こ
と
な
く
、

高
精
度
な
金
型
を
短
期
間（
従

来
の
1
／ 

3
以
下
）か
つ
低
コス
ト

で
製
作
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
付
加
価

値
領
域
に
お
け
る
我
が
国
の
も
の

づ
く
り
競
争
力
強
化
に
寄
与
す

る
工
作
機
械
と
し
て
、
金
型
産

業
、
航
空
機
、
医
療
機
器
分
野

な
ど
多
方
面
で
の
導
入
・
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

http://kitamura-machinery.co.jp/

キタムラ機械株式会社

商　号：キタムラ機械株式会社
創　業：昭和8年11月8日 
設　立：昭和22年12月 
従業員数： 200人
事業内容：次世代型工作機械と呼ばれる複合型マザーマシン、

マシニングセンタの専業メーカーで、創業以来、常に
最先端の工作機械の開発・製造を追求している。
世界24ヵ国で290件超の特許を取得する等、独創
的な技術力は高く評価されており、製品は国内のみ
ならず世界52ヵ国に輸出。自動車、航空機、光学機
器、医療機器などの先端産業を中心に、世界のトッ
プ企業の生産拠点において数多く導入されている。

会社概要

キタムラ機械株式会社
代表取締役社長　工学博士　北村 彰浩
〒939-1192 富山県高岡市戸出町1870番地
TEL 0766-63-1100
E-mail mycenter@kitamura-machinery.co.jp

お問い合わせ先

写真は北村彰浩氏

ワンチャツキング６面加工のマシニングセンタ（空中加工機）受賞件名

新たなワーククランプ機構の開発により、ワンチャ
ツキングによる６面加工を世界で初めて可能とし
た。これは近年話題の3Dプリンターの切削加工
版であり、これを実現するため同時7軸制御が可
能である独自のNC制御装置 Arumatik-Miを開
発した。

受賞メッセージ

国
内
金
型
産
業
の
競
争
力
強
化

に
貢
献
す
る
工
作
機
械
の
開
発

ワ
ン
チ
ャ
ツ
キ
ン
グ
で
の

６
面
加
工
を
初
め
て
実
現

工
作
物
を
爪
で
掴
ん
で

空
中
に
浮
か
せ
て
加
工

●高精度の工作機械メーカーと
して、世界に先駆けて、六面加
工装置を開発。

●高精度が求められる医療機器、航空機、
精密金型の加工への活用を通じ、日本の
ものづくり基盤を支えることを期待。

●また、高精度加工領域での独自のポジ
ション形成を通じて、世界でのオンリーワ
ン企業になることも期待。

受賞者  キタムラ機械株式会社

北村 彰浩

工作物を機械に１回取り付けるだけで、
６面全てを加工することが可能に

受賞理由

●テーブル（A軸＋B軸）
●主軸（Ｃ軸＋Ｗ軸）
●機械本体（Ｘ軸＋Ｙ軸＋Ｚ軸）

■１回のクランプで６面全てを加工

■全く新しい機械構造 ■工作物を爪でクランプするという新しい構造
上側爪

（油圧により可動）

下側爪
（任意位置固定）

Y

C

B
Z

W X

A
ワーク回転

（DDモーター）

スイングアーム
（油圧により可動）
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経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ラ
ボ
株
式
会
社

熱分解装置の高度化と組成分析の支援システムの開発という
ハードとソフトの組み合わせにより、分析処理能力や信頼性等を大幅に向上させた

多機能型熱分解装置を利用する高分子材料分析システムの開発

フロンティア・ラボ株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

物
質
の
成
分
を
分
析
す
る
た

め
の
手
法
の
一
つ
に
熱
分
解
ク
ロマ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
あ
る
。
こ
の
方

法
で
は
、パ
イ
ロラ
イ
ザ
ー
と
い
う

熱
分
解
装
置
に
よって
試
料
を
ガ

ス
化
し
、
カ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
細

長
い
管
に
通
し
な
が
ら
複
数
の
成

分
に
分
離
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
物
質
組
成
を
明
ら
か
に
す
る
。

微
量
の
高
分
子
試
料
を
前
処
理

な
し
に
分
析
で
き
る
点
が
特
徴

で
、
高
分
子
化
合
物
の
開
発
や

工
業
製
品
の
品
質
管
理
、
鑑
識

捜
査
、
環
境
分
析
な
ど
幅
広
い

分
野
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

化
学
分
析
機
器
の
開
発
・
製

造
を
手
掛
け
る
ベン
チ
ャ
ー
企
業
の

同
社
は
、こ
の
熱
分
解
クロマ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
分
析
処
理
能
力
や
信
頼

性
等
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
高
分

子
材
料
分
析
システ
ムの
開
発
に
成

功
。本
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
成
す
の

が
熱
分
解
装
置
と
組
成
分
析
を

支
援
す
る
解
析
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

熱
分
解
装
置
に
つい
て
は
、
同

社
従
来
品
の
販
売
開
始
か
ら
約

15
年
が
経
過
し
、世
界
各
国
の
研

究
機
関
を
は
じ
め
、企
業
の
製
造

現
場
、鑑
識
現
場
な
ど
幅
広
い
分

野
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
新

速
度
を
従
来
比
の
10
倍（
毎
分

6
0
0
℃
）、
冷
却
速
度
を
同

3
倍（
毎
分
1
0
0
℃
）ま
で
高

め
る
こ
と
で
大
幅
な
分
析
時
間
の

短
縮
と
作
業
の
効
率
化
を
実
現

し
た
。
但
し
、
熱
容
量
が
小
さ

い
故
に
、
加
熱
電
圧
の
わ
ず
か
な

増
減
で
も
熱
分
解
温
度
が
急
激

に
変
化
す
る
た
め
、
最
適
な
温

度
制
御
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

併
せ
て
開
発
し
て
い
る
。

　

一
方
、
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
代

表
的
な
ポ
リ
マ
ー
や
添
加
剤
に
関

す
る
デ
ー
タ
ベー
ス
と
検
索
用
ソ
フ

ト
ウ
エア
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

未
知
試
料
の
熱
分
解
に
よって
得

ら
れ
た
化
合
物
情
報
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
突
き
合
わ
せ
、
高
速
検

索
を
行
う
こ
と
で
、
未
知
ポ
リ

マ
ー
や
未
知
添
加
物
の
組
成
を

迅
速
か
つ
正
確
に
推
測
で
き
る
。

た
な
素
材
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、

材
料
解
析
・
分
析
の
効
率
化
・
迅
速

化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
なった
。

　

こ
う
し
た
中
、
渡
辺
氏
ら
は
、

熱
分
解
に
お
け
る
温
度
制
御
範

囲
の
拡
大
、
昇
温
・
降
温
速
度

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
いっ
た
市
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
性
と
同

時
に
将
来
を
見
据
え
た
事
業
展

開
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、

開
発
に
着
手
し
た
。

　

新
開
発
の
熱
分
解
装
置
で
は
、

ヒ
ー
タ
ー
の
熱
容
量
を
従
来
の
6

分
の
1
と
し
た
高
耐
熱
性
中
空

セ
ラ
ミッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
を
開
発
し
、

従
来
機
種
で
は
最
高
8
0
0
℃

ま
で
だ
っ
た
精
密
温
度
制
御
範

囲
を
最
高
1
0
5
0
℃
ま
で

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
昇
温

　

従
業
員
が
40
人
足
ら
ず
の
同

社
に
は
営
業
マ
ン
が
い
な
い
。
創

業
当
初
か
ら
産
学
連
携
に
よ
る

技
術
開
発
に
注
力
し
て
お
り
、

共
同
研
究
の
成
果
は
、
学
会
発

表
や
論
文
掲
載
、
展
示
会
出
展

等
を
通
じ
て
積
極
的
に
P
R
し

て
い
る
。
こ
れ
が
営
業
ツ
ー
ル
の

役
目
を
果
た
し
、
国
内
外
の
大

手
分
析
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受

注
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
社
ブ
ラ
ン
ドへの
こ
だ

わ
り
が
強
い
点
も
特
徴
。
同
社

の
ロ
ゴ
が
入
った
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製

品
を
相
手
方
の
装
置
に
組
み
込

み
、両
者
を
一
体
化
し
た
解
析
シ

ス
テ
ム
と
し
て
販
売
す
る
と
い
う

独
特
な
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。

http://www.frontier-lab.com/jp/index.html

フロンティア・ラボ株式会社

商　号：フロンティア・ラボ株式会社
設　立：平成3年（1991年）8月12日
従業員数： 38人
事業内容：化学分析用の機器を開発・製造するベン

チャー。多機能熱分解装置とその周辺付
属装置、金属キャピラリーカラム等を手が
ける。世界最先端のクロマトグラフィー分
野において独創的で画期的な製品を開
発・製造し、自社ブランド名にて全世界に
販売することをモットーに掲げている。

会社概要

フロンティア・ラボ株式会社
企業戦略部　部長　渡辺 壱
〒963-8862 福島県郡山市菜根1-8-14
TEL 024-935-5100  FAX 024-935-5102
E-mail ichi@frontier-lab.com

お問い合わせ先

写真左下から、渡辺忠一、松井和子、城昇、左上から、伊東浩一、穂坂明彦、渡辺壱

産
学
連
携
の
成
果
を
営
業

ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
活
用

受賞件名

会社創立時に10年後の目標を立てました。今日ま
で20数年を要して、その時の目標が目前に、よう
やく霞んで見えるようになりましたが、まだ8合目
程度です。これまでも、これからも社員をはじめと
して、継続して応援して頂いた皆様に感謝し、頂
上到達へチャレンジし続けたいと思います。

受賞メッセージ

●独自の営業部門を持たないビ
ジネス戦略、大学等との連携に
よる物質データの蓄積により、競
合しうる大企業と差別化。上手な提携を
可能とするビジネスモデルを確立。

●戦略的な競争領域設定を通じてグロー
バルトップを狙うことができる企業。

受賞者  フロンティア・ラボ株式会社

渡辺 忠一（リーダー）

城　　 昇
松井 和子

穂坂 明彦
渡辺　 壱

伊東 浩一

高分子材料分析システムを実現
受賞理由

熱
分
解
ク
ロマ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
分
析
処
理
能
力
や

信
頼
性
の
向
上
を
実
現

■フロンティア・ラボ株式会社のビジネスモデル ■熱分解装置 
　マルチショット・パイロライザー EGA/PY-3030D

独自の営業は持たず、世界NO.1、2のメーカーの販売店
により、自社ブランド名で世界中の顧客へ販売

国内外の産学官連携
による基礎・応用研究

高分子材料分析システム
のハードウェア開発・製造

1st ステップ 2nd ステップ 3rd ステップ

産 学

官

自社開発のハードウェア
を用いた解析ソフトウェ
アやデータベースの開発

（熱分解装置を中心）

開発・製造

販　売
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経済産業大臣賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

株
式
会
社
技
研
製
作
所

コンクリート製既存構造物や地中障害物を撤去することなく、
地上から地中深くへと鋼管杭を回転させながら油圧で押し込む

「ジャイロパイラー」：土木構造物の機能再生や防災強化を合理的に行う回転切削圧入機

株式会社技研製作所

第5回 ものづくり日本大賞

　
我
が
国
の
高
度
成
長
期
に
構

築
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
そ

の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え
て

い
る
。
し
か
し
、
都
市
部
に
お

い
て
は
建
設
工
事
に
伴
う
騒
音

や
振
動
、作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

地
中
部
に
は
把
握
で
き
て
い
な

い
障
害
物
が
存
在
し
、
上
空
に

は
高
速
道
路
や
橋
梁
が
存
在
す

る
な
ど
、
極
め
て
制
約
要
因
が

多
く
、
こ
れ
が
建
設
工
事
を
困

難
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
の
多
い
日
本
で

は
迅
速
な
災
害
復
旧
工
事
へ
の

ニ
ー
ズ
が
大
き
く
、
防
災
性
能

の
高
い
工
法
や
都
市
機
能
再
生

を
可
能
と
す
る
工
法
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
イ
ロ
パ

イ
ラ
ー
は
、
こ
う
し
た
制
約
下

に
お
け
る
強
靱
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
可
能
と
す
る
た
め
に
開
発

さ
れ
た
。

　
ジ
ャ
イ
ロ
パ
イ
ラ
ー
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
既
存
構
造
物
や
地

中
障
害
物
を
撤
去
す
る
こ
と
な

く
、
地
上
か
ら
地
中
深
く
へ
と

鋼
管
杭（
円
筒
形
鋼
鉄
資
材
）

を
回
転
さ
せ
な
が
ら
油
圧
で
押

川
護
岸
・
堤
防
・
擁
壁
等
で
、

土
木
構
造
物
の
機
能
再
生
や
地

震
・
津
波
等
に
対
す
る
防
災
力

の
強
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
で
フ
ー
チ

ン
グ
構
造（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
）の
堤
防
や
防
潮
堤
の
多

く
は
倒
壊
し
た
が
、
地
中
深
く

挿
し
込
む
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
構
造

は
、
大
地
震
や
津
波
に
よ
る
横

方
向
の
力
に
も
強
く
、
越
波
し

て
も
倒
壊
せ
ず
粘
り
強
く
地
震

や
津
波
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
構

造
の
堤
防
や
防
潮
堤
が
今
後
想

定
さ
れ
る
巨
大
地
震
や
津
波
に

対
し
高
い
防
災
性
を
発
揮
す
る

た
め
、
過
去
最
大
と
な
る
杭
径

2.
5
m
の
大
口
径
鋼
管
杭
を

回
転
切
削
圧
入
で
き
る
ジ
ャ
イ

ロ
パ
イ
ラ
ー
も
開
発
し
た
。

し
込
む（
回
転
切
削
圧
入
）こ
と

が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
仮
設
工

事
や
大
掛
か
り
な
掘
削
工
事
な

し
で
、
地
盤
と
構
造
物
が
よ
り

強
固
に
一
体
化
さ
れ
る
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
構
造
を
合
理
的
に
建
設

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
地
盤
条
件
や
周
辺
環
境
に
影

響
さ
れ
な
い
た
め
、
工
期
短
縮
に

よ
る
コス
ト
削
減
が
可
能
で
、
施

工
シ
ス
テ
ム
の
コン
パ
ク
ト
化
に
よ

り
省
ス
ペ
ー
ス
施
工
が
実
現
し
、

都
会
の
狭き

ょ
う
あ
い隘
地
や
空
頭
制
限
な

ど
の
厳
し
い
施
工
条
件
も
問
題

と
し
な
い
。
さ
ら
に
、
回
転
切

削
す
る
施
工
法
に
よ
り
、
低
振

動
・
低
騒
音
か
つ
無
排
土
で
環

境
負
荷
を
最
小
化
で
き
る
。

　
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
構
造
は
、
河

　
国
民
の
視
点
に
立った
工
事
の
①

環
境
性
、②
安
全
性
、③
急
速
性
、

④
経
済
性
、⑤
文
化
性
を「
建
設
の

五
大
原
則
」と
し
、南
氏
ら
は
常
に
こ

の
原
則
を
遵
守
し
た
工
法
革
命
に
取

り
組
ん
で
い
る
。こ
の
ジ
ャ
イ
ロ
パ
イ

ラ
ー
も
こ
の
原
則
に
のっ
と
り
開
発

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、科
学
的
な
裏

付
け
を
実
証
し
つ
つ
、常
に
国
民
生

活
目
線
で
新
し
い
建
設
工
事
の
施
工

法
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
工
法
の
高
い
信
頼
性

を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
、
機
材

の
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
工
シ

ス
テ
ム・ 

施
工
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エア
・

教
育
シ
ス
テ
ム
を一体
販
売
す
る
な

ど
、
も
の
づ
く
り
に
付
帯
し
た

サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。http://www.giken.com/ja/

株式会社技研製作所

商　号：株式会社技研製作所
創　業：昭和42年（1967年）1月1日
設　立：昭和53年（1978年）1月6日
従業員数： 単独 316名（平成24年8月31日現在）
 	 連結 401名（平成24年8月31日現在）
事業内容：建設公害に対処するため､ 公害対処企業

として発足。昭和50年に無公害杭打抜
機「サイレントパイラー」を世界に先駆けて
開発し実用化を図って以来、一貫して圧
入原理の優位性を原点とした機械・工法
の開発を進めている。

会社概要

株式会社技研製作所
総務部　総務課　松﨑 淳
高知県高知市布師田3948番地1
TEL 088-846-2933
E-mail somu@giken.com

お問い合わせ先

写真左から、村田敏彦、南哲夫

受賞件名

世界規模で多発する自然災害や都市部での老朽
化した構造物の機能再生といった社会的ニーズ
の高まりもあり、今回このような素晴らしい賞を頂
けたと考えております。今後も、更なる効率化、シ
ステム化を実現し、ものづくりを通じて社会に貢
献できるよう邁進してまいります。

受賞メッセージ

都
市
機
能
再
生
や
防
災
強
化
を

合
理
的
に
行
う
目
的
で
開
発

●既に構造物がある状況で、環
境影響が少なく、且つ短時間で
構造物の機能再生・強化を果たす
画期的な工法を実現。

●災害の多い我が国ならではの技術とし
て、世界中の緊急災害復旧工事への展
開や都市部の再開発への活用が期待さ
れる。

受賞者  株式会社技研製作所

南　哲夫（リーダー）

村田 敏彦

ジャイロパイラーを開発
受賞理由

先端ビット付鋼管抗　

ジャイロパイラー

パワーユニット

ユニットライナー パイラーステージ

クランプクレーン

パイルライナー

■自走・連続施工～杭の搬送・建て込み・圧入の
　全工程が杭上で完結

■ジャイロパイラーは、複数の施工済み鋼管杭を掴んで固定し、その反力を
　使って次の鋼管杭へ水平の回転力と鉛直の圧入力を加えることで、硬い地
　盤や既存の構造物、地中障害物を貫き、地中深くへと回転切削圧入する。

■厳しい施工条件下でも施工可能  
 （古川整備工事：東京都）

■仮設工事なしで着手可能！
 （災害発生時に緊急出動し、堤防復旧）

「
建
設
の
五
大
原
則
」を
普
遍
的

尺
度
に
研
究
開
発
を
推
進

自
走・連
続
施
工
を
可
能
と
す
る

低
コス
ト・省
ス
ペ
ー
ス
工
法

反力基盤

回転の反作用力

■：圧入・回転力
■：貫入抵抗力
■：圧入・回転の反作用力
■：反力

圧入の反作用力
ジャイロプレス 力点

周面摩擦抵抗

切剛効果
先端抵抗

（内周・外周）

硬質地盤
地中障害物
既存構造物

圧入力
回転力

回転抑止力
（反力）

引抜抵抗力
（反力）

軽減

軽減

反力抗
完成抗 圧入抗

圧入抗断面で貫通

無排土
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株式会社きものブレイン

第5回 ものづくり日本大賞

　

従
来
、
シ
ル
ク
の
長
襦じ
ゅ

袢ば
ん
、
き

も
の
は
水
で
洗
う
こ
と
が
で
き

ず
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニン
グ
が
一
般

的
な
方
法
で
、「
手
入
れ
が
大
変
、

面
倒
」と
消
費
者
に
敬
遠
さ
れ
、

き
も
の
離
れ
の
原
因
に
も
なって
い

た
。
シ
ル
ク
繊
維
は
水
に
ぬ
れ
る

と
毛
羽
立
ち
や
収
縮
が
発
生
す

る
た
め
、
き
も
の
に
限
ら
ず
、
シ

ル
ク
は
水
洗
い
で
き
な
い
と
い
う
の

が
一
般
的
な
常
識
に
なって
い
る
。

　

蒸
し
暑
い
夏
で
も
通
気
性
に

優
れ
、
涼
し
い
着
心
地
が
得
ら
れ

る
シ
ル
ク
は
、
日
本
の
気
候
風
土

に
合
った
繊
維
と
し
て
古
く
か
ら

よ
り
重
宝
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

汗
が
シ
ミ
や
変
色
の
原
因
と
な
る

た
め
、
次
第
に
敬
遠
さ
れ
て
い
き
、

昭
和
に
入
る
と
手
軽
に
洗
え
る

ポ
リ
エス
テ
ル
素
材
に
夏
き
も
の
の

主
役
の
座
を
奪
わ
れ
て
し
まった
。

し
か
も
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
素
材
の

き
も
の
は
通
気
性
や
吸
湿
性
が

悪
く
着
心
地
が
良
く
な
い
た
め
、

夏
き
も
の
そ
の
も
の
の
市
場
が

縮
小
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
シ
ル
ク
の
弱
点
で
あ

る「
汗
」を
克
服
し
、「
シ
ル
ク
の
き

も
の
を
家
庭
で
お
手
入
れ
、
水

洗
い
で
き
る
」と
い
う
、
消
費
者

の
視
点
に
立
っ
た
洗
え
る
シ
ル
ク

は
、
シ
ル
ク
の
湿
潤
時
の
ス
レ
を

防
止
、
か
つ
超
撥は

っ

水す
い

加
工
に
よ

り
汚
れ
を
防
止
す
る
加
工
方
法

で
あ
る
。
特
に
試
行
錯
誤
し
て

苦
労
し
た
の
は「
水
洗
い
時
に
起

こ
る
ス
レ
の
発
生
」で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ス
レ
の
原
因
と
な
る
繊

維
の
毛
羽
立
ち
を
抑
え
る
た

め
、
シ
ル
ク
糸
の
繊
維
を
分
子

レ
ベ
ル
で
架
橋
結
合
す
る「
繊

維
改
質
」
加
工
を
信
州
大
学
と

共
同
開
発
し
た
。
こ
の「
繊
維

改
質
」
加
工
と「
特
殊
防
縮
技

術
」
に
よ
り
15
回
の
水
洗
い
で

収
縮
率
3
％
以
内
を
達
成
で

き
た
。

　

な
お
、
ド
リ
ー
ム
ケ
ア
加
工

は
従
来
の
染
色
方
法
を
適
用
で

き
る
の
で
、
き
も
の
の
伝
統
的

な
色
柄
や
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
ず

に
そ
の
ま
ま
踏
襲
で
き
る
。

長
襦
袢
・
き
も
の「
ふ
る
る
ん
」の

開
発
に
着
手
し
た
。

　

開
発
に
当
た
っ
て
は
、
普
段

か
ら
き
も
の
を
着
る
モ
ニ
タ
ー
に

試
着
試
験
を
依
頼
し
、
消
費
者

の
意
見
や
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

て
製
品
開
発
に
反
映
し
た
。
ま

た
、
消
費
者
が
家
庭
で
簡
単
に

洗
濯
・
手
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

「
お
手
入
れ
マ
ニュ
ア
ル
」の
作
成

も
行
っ
た
。

　
「
ふ
る
る
ん
」は
独
自
開
発
し

た「
ド
リ
ー
ム
ケ
ア
加
工
」と
特

殊
防
縮
技
術
お
よ
び
特
殊
縫
製

技
術
を
併
用
す
る
こ
と
で
誕
生

し
た
。
ド
リ
ー
ム
ケ
ア
加
工
と

　

現
在
、「
ふ
る
る
ん
」は
１
億
円

以
上（
販
売
点
数
約
6
5
0
0

点
）を
売
り
上
げ
、百
貨
店
や
呉

服
店
で
も
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

日
本
の
気
候
風
土
に
一
番
合
う
シ

ル
ク
素
材
の
弱
点
で
あ
る「
汗
」を

克
服
す
る
こ
と
で
、洗
え
る
シ
ル
ク

市
場
の
新
規
需
要
を
創
造
し
た
。

　

こ
の「
ふ
る
る
ん
」の
新
規
需
要

に
よ
り
生
地
メ
ー
カ
ー
、染
工
場
、

縫
製
工
場
な
ど
の
き
も
の
関
連

業
種
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
地
元
の
新

潟
県
十
日
町
市
を
中
心
に
、
山

形
県
米
沢
市
、
京
都
府
丹
後
市

な
ど
の
シ
ル
ク
産
地
と
提
携
し
、

別
注
生
地
を
開
発
し
新
規
需

要
を
生
み
出
し
て
い
る
。

http://www.kimono-brain.com/index.html

株式会社きものブレイン

株式会社きものブレイン　
企画販売部　関谷、水

み ず お ち

落
新潟県十日町市字上

かみじまうし

島丑597-1
TEL 025-752-0720

商　号：株式会社きものブレイン
創　業：昭和55年（1980年）4月
設　立：昭和63年（1988年）5月
従業員数： 253名 （平成25年12月現在）
事業内容：きもののアフターケア、メンテナンス、撥水加工、

縫製、きものの裏地、きもの廻り商品、着物の保
管などの「きものの総合加工部門」を軸に、リサイ
クル着物やプレタ着物を直営店で販売する「販
売部門」、インクジェット染色加工やドリームケア
加工（形態安定機能付き超撥水）を応用し、商
品開発を手掛ける「企画製造部門」のほか、「きも
のアフターケア診断士講座」を開設し、きもののあ
らゆる問題点を解決するメニューを展開している。

会社概要

お問い合わせ先

写真左から、石澤幸浩、小柳明日香、岡元松男（社長）、岡元眞弓（副社長）、関谷裕志　枠内は、水落秀人

水で洗えるシルク100%長襦袢・きもの「ふるるん」の製品化受賞件名

市場縮小傾向の着物業界にあって自ら新しい需
要創造に挑戦し、6年の歳月と関係機関の支援を
頂き、スタッフ一丸となって開発しました。このよ
うな栄誉ある賞を受賞できましたことは本当に
嬉しいことです。今後も着物人口を増やすために
チャレンジ致します。

受賞メッセージ

消
費
者
目
線
に
よ
る

き
も
の
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
改
革

●天然繊維であるシルク糸そのものの
繊維改質を図ることを通じ、通気性を
維持しつつ、最高級品であるきものの風
合いを変化させない従来には無かった形で、強力
な撥水効果を長持ちさせることに成功。また、独自
の防縮技術や水洗いによる擦れや毛羽立ちを劇
的に改善し、家庭で水洗いできるきものを製品化。

●糸の品質管理や染色技術など十日町という絹織
物産地における伝統的な技術に支えられた優れ
た加工技術や品質の高さから、海外からの引き
合いも多く、地域の雇用や産地活性化にも貢献。

受賞者  株式会社きものブレイン

岡元 松男（リーダー）

岡元 眞弓
関谷 裕志

水落 秀人
小柳 明日香	

石澤 幸浩

受賞理由

新
規
需
要
喚
起
に
よ
る

き
も
の
業
界
の
活
性
化
に
貢
献

分
子
レ
ベル
で
の
繊
維
改
質
を

信
州
大
学
と
共
同
開
発

■「ふるるん」三つの機能

■「ふるるん」製品見本

■繊維改質の内容

洗濯前の状態 未加工生地 ふるるん加工生地
繊維の表面がきれいでスレ
などがない。

繊維の表面が毛羽立ってい
る。毛羽立ちが原因でスレが
起きる。

繊維の表面が、洗濯前と同じ
状態を保持している。毛羽立
ち・スレ・毛玉を抑制できる。

風合いを変えることなく、繊維を特殊な方法で補強し、スレ・毛玉の原因となる毛羽立ちを防ぎます。

手洗い
５回後
の状態

手洗い
５回後
の状態

を消費者の視点に立ち開発

家庭で簡単に水洗い・手入れが
できるシルクの長襦袢・きもの

経済産業大臣賞
伝 統 技 術 の 応 用 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

株
式
会
社
き
も
の
ブ
レ
イ
ン

経
済
産
業
大
臣
賞

分子レベルの 繊維改質

53 第5回 ものづくり日本大賞 52経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門



株式会社能作

第5回 ものづくり日本大賞

　
売
り
上
げ
低
迷
が
続
く
高
岡

銅
器
産
業
に
お
い
て
、
産
地
問
屋

の
発
注
だ
け
に
頼った
下
請
け
で
は

い
け
な
い
と
の
危
機
感
か
ら
、
能
作

氏
は
製
造
業
者
に
よ
る
販
路
開
拓
、

消
費
者
視
点
で
の
自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
に
踏
み
出
し
た
。

　
従
来
あ
る
錫す

ず

製
鋳
物
は
、加
工

し
や
す
く
し
た
錫
合
金
を
用
いる
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、同
氏
は
、鉛

フ
リ
ー
で
環
境
に
優
し
く
、
錫
素

材
本
来
の
美
し
さ
や
さ
び
に
く
い
と

い
う
特
性
を
最
大
限
引
き
出
そ

う
と
、業
界
に
前
例
の
ない「
純
錫
」

を
用
い
た
食
器
開
発
を
目
指
し
た
。

　
純
錫
は
低
融
点
金
属
で
あ

り
、
鋳
造
が
難
し
い
が
、
高
岡
の

伝
統
的
な
鋳
造
技
術
と
鋳
物
職

人
の
高
い
技
術
力
に
よ
り
、
何
と

か
試
作
品
を
製
造
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出

来
上
がった
試
作
品
は
あ
ま
り
に

柔
ら
か
く
、力
を
入
れ
る
と
グ
ニャ

リ
と
曲
がって
し
ま
う
た
め
、
柔

ら
か
過
ぎ
て
曲
がって
し
ま
う
と

い
う「
欠
点
」を
ど
の
よ
う
に
し
て

克
服
し
た
ら
よ
い
の
か
試
行
錯

誤
の
日
々
が
続
い
て
い
た
。

　
あ
る
と
き
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

の
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、「
曲

が
って
し
ま
う
も
の
は
、
曲
げ
て

て
お
く
必
要
が
あ
った
。
そ
こ
で
、

高
精
度
な
造
型
が
可
能
な「
シ

リ
コ
ン
鋳
型
」に
着
目
し
、
富
山

県
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の

共
同
研
究
を
実
施
し
た
。

　
従
来
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
ン

プ
ル
製
作
等
、
1
回
限
り
の
条

件
で
し
か
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

な
かっ
た
シ
リ
コン
鋳
型
で
あ
っ
た

が
、
お
よ
そ
3
年
間
の
歳
月
を

費
や
し
、
純
錫
を
1
0
0
0
回

程
度
ま
で
繰
り
返
し
鋳
造
で
き

る
独
自
の
シ
リ
コン
鋳
型
鋳
造
法

の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
高
精
度
な
純
錫
製
品
を

コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
量
産
で

き
る
体
制
を
確
立
し
た
。

　
高
岡
の
伝
統
技
術
を
生
か

使
え
ば
よ
い
」と
い
う
逆
転
の
発

想
を
得
て
、一
転
、
曲
が
る
こ
と

を
「
利
点
」
と
し
た
製
品
作
り

を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
製
品
一
つ
一
つ
の
形
状
に
工
夫

を
凝
ら
す
こ
と
で
、「
ユ
ー
ザ
ー
自

身
が
好
み
や
用
途
に
合
わ
せ
て
自

由
に
曲
げ
て
使
う
」と
いった
機
能

を
持
つ
新
し
い
製
品
が
生
み
出
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
小
鉢
や
小
皿

を
は
じ
め
、
箸
置
き
や
酒
器
に
至

る
ま
で
、「
純
錫
製
の
曲
が
る
テ
ー

ブ
ル
ウェア
」と
し
て
、
幅
広
い
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
提
供
し
て
き
た
。

　
純
錫
製
食
器
の
全
国
展
開
を

見
据
え
、
大
量
注
文
に
も
備
え

し
な
が
ら
斬
新
な
発
想
に
基
づ

い
て
開
発
さ
れ
た
純
錫
食
器

は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
パ
リ
・

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
・
上
海
等
の
海
外

市
場
に
お
い
て
も
注
目
を
集
め

て
お
り
、
複
数
の
大
手
海
外

企
業
か
ら
も
多
く
の
発
注
を

受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、“
曲
げ
て
使
え
ば
よ

い
”と
い
う
発
想
は
医
療
現
場

と
の
連
携
も
生
み
出
し
た
。
錫

の
抗
菌
性
・
柔
ら
か
さ
を
生
か

し
て
、「
錫
製
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
手

術
用
具
」を
開
発
し
た
。
手
術

用
具
の
進
入
角
度
を
自
在
に

変
形
調
整
で
き
る
た
め
、
深
奥

患
部
に
も
対
応
可
能
で
、
手
術

の
難
度
軽
減
、
円
滑
化
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
の
新
た
な
市
場
の
創
出

が
期
待
さ
れ
る
。 

http://www.nousaku.co.jp/

株式会社能作

株式会社能作　
富山県高岡市戸出栄町46‐1
TEL 0766-63-5080
E-mail info@nousaku.co.jp

商　号：株式会社能作
創　業：大正5年
設　立：昭和42年
従業員数： 60名
事業内容：主な製造品目は、仏具、茶道具、華道具、

インテリア雑貨、エクステリア、照明、錫（純
度100%）製テーブルウェア、その他鋳物
全般であり、多品種少量生産体制 （小ロッ
トの対応可）、企画から製造までの一貫生
産体制からセミオーダーや部分加工等の
柔軟な対応、高精度且つ複雑な形状の
鋳造加工、国内外のデザイナーとのコラボ
レーションが特徴である。

会社概要

お問い合わせ先

能作克治

伝統産業から生まれた逆転の発想、「曲がる金属の食器」でテーブルウェア市場を開拓受賞件名

分業生産が多い伝統産業において、下請けとして技術を売る立場
でしたが、顧客の顔を見たいとの思いから「素材とデザイン」をテー
マに商品、販路開拓を行ってきました。今回こうして「ものづくり」の
観点から高い評価を受け大変うれしく思うと共に、伝統産業を背
負う一員として大きな責任も感じています。これからも世界へ向け、
技術の研鑚に努め、地域に貢献していきたいと思います。

受賞メッセージ

逆
転
の
発
想
で
生
ま
れ
た

「
曲
が
る
金
属
の
食
器
」

受賞者  株式会社能作

能作 克治

●高岡銅器の伝統を生かし、錫の
活用に進出。軟らかく手で曲げら
れる素材特性と、素朴な質感・人肌
に馴染む優しさを活かしたデザインが、製
品に対して新しい体験価値を付与。「純錫
製品」という新しい需要を創出。

●流通・加工・構造改善を通じた産地活性化
への寄与に加え、クールジャパンへの貢
献を期待。また、優れた抗菌性を生かした
医療分野への応用など、美術、生活、産
地、伝統の側面を超えた取り組みも期待。

海
外
展
開
と

新
た
な
市
場
の
創
出

独
自
の
鋳
造
法
の
開
発
に
よ
り

生
産
体
制
の
課
題
も
克
服

純度100％錫製の「曲がる金属の
食器」という新しい需要を創出

消費者視点での商品開発に踏み出したことで、今までにない

独自のシリコン鋳型鋳造法を開発し、量産体制を確立

KAGO（カゴ）シリーズ

①通気性がないためガスが抜けず、金属が鋳造途中で凝固（鋳造欠陥）
②熱により膨張・変形　（製品が偏肉）
③鋳型として強度が弱い

 鋳物砂に少量の水分（約５％）などを含ませ、押し固めて成型

①金属の流動性の向上
　  特殊な素材を塗布し、 ガスを押し出す高流動を実現
②冷却しやすく、型の膨張・変形の抑制
　  シリコン鋳型への特殊な配合材料の選定と配合割合
③シリコンゴムの補強
　  ハニカム構造の金属によるゴム型補強

富山県総合デザイン
センターとの共同研究 

写真上2点：
曲がる金属の食器
写真下：
錫製フレキシブル
手術用具脳ヘラ

水分やデンプン等
の有機物を含む

生砂

鋳型

受賞理由

シリコン鋳型鋳造の様子

経済産業大臣賞
伝 統 技 術 の 応 用 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

株
式
会
社
能
作

従来の鋳型

水分を含む型では、低融点金属（純錫231℃ ）の鋳造は困難

独自のシリコン鋳型の開発

◆シリコン鋳型の技術課題

3年を費やし技術課題を克服

55 第5回 ものづくり日本大賞 54経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門



経済産業大臣賞
伝 統 技 術 の 応 用 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

浅
野
撚
糸
株
式
会
社

柔らかさ、肌触りの良さ、ボリューム感、
軽量の高感性を持ち、吸収性、速乾性に優れ、毛羽落ちの少ない

繊維間に微細な空間構造を形成させる撚糸工法の開発

浅野撚糸株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

今
日
の
繊
維
産
業
は
、
製
造

の
拠
点
が
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア

に
移
行
し
、
産
業
が
空
洞
化
し

て
い
る
。
浅
野
氏
は
、
こ
の
ま

ま
下
請
け
を
や
って
い
る
だ
け
で

は
自
社
が
保
有
す
る
高
度
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
い
ず
れ
海
外

へ
流
出
し
、
継
続
的
な
収
入
源

を
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。

　

そ
こ
に
繊
維
メ
ー
カ
ー
か
ら
、

開
発
し
た
水
溶
性
糸（
水
に
溶
け

る
糸
）の
用
途
拡
大
の
相
談
が
あ
っ

た
た
め
、下
請
け
脱
却
を
目
指
し
、

特
殊
撚ね

ん

糸
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

開
発
し
た
特
殊
撚
糸
工
法

は
、
綿
や
ウ
ー
ル
等
の
元
撚よ

り

紡
績
糸
を
逆
方
向
へ
２
倍
撚
る

工
法
で
あ
る
。
紡
績
糸
は
、
微

細
な
短
繊
維
の
束
を
撚
り
合
わ

せ
1
本
の
糸
に
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
織
り
編
み
工
程
に
耐
え

得
る
強
度
な
糸
に
す
る
た
め
、

強
い
撚
り
を
掛
け
た
り
、
撚
り

が
戻
ら
な
い
よ
う
糸
蒸
し
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
元
撚
り
に

固
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紡

績
糸
を
逆
方
向
に
撚
る
と
、
無

撚（
撚
り
の
な
い
）状
態
と
な
り

糸
が
切
れ
る
。
そ
こ
で
、
紡
績

糸
に
水
溶
性
糸
を
補
強
材
と
し

上
が
っ
た
タ
オ
ル
は
、
非
常
に
柔

ら
か
く
、
軽
量
感
の
あ
る
も
の

に
仕
上
が
り
、「
エ
ア
ー
か
お
る
」

の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
を
開
始
し

市
場
化
に
成
功
し
た
。
販
売

累
計
枚
数
も
1
8
0
万
枚
の
大

ヒッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

　

同
社
が
商
標
登
録
し
た「
エ

ア
ー
か
お
る
」ブ
ラ
ン
ド
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
に
タ
オ
ル
の
空
気
を
た

く
さ
ん
薫
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ

ゴ
は
、
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
の
幸

せ
を
祈
り
優
し
く
ほ
ほ
え
む
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
、「エ
ア
ー
か
お
る
」

ユ
ー
ザ
ー
の
幸
せ
を
祈
る
表
情

を
表
現
し
て
い
る
。

　

医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
で

て
合
糸
し
、
一
緒
に
撚
る
こ
と

で
無
撚
状
態
を
通
過
し
、
逆
方

向
に
撚
り
を
残
し
た
。

　

紡
績
糸
を
強
制
的
に
逆
方
向

に
２
倍
撚
る
と
、
元
撚
り
に
戻

ろ
う
と
す
る
た
め
、
繊
維
間
に

微
細
な
空
間
構
造
を
形
成
し
、

柔
ら
か
さ
、
肌
触
り
の
良
さ
、
ボ

リ
ュー
ム
感
、
軽
量
性
等
の
感
性

や
、
吸
水
性
、
速
乾
性
等
の
機

能
性
を
持
た
せ
、
長
期
間
持
続

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

開
発
し
た
特
殊
撚
糸
を
用
い

て
、
同
じ
く
下
請
け
脱
却
を
目

指
す
三
重
県
津
市
の
お
ぼ
ろ
タ

オ
ル
(株)
に
試
作
を
依
頼
し
出
来

使
用
さ
れ
て
い
るヘルス
ケ
ア
リ
ネ
ン

（
病
衣
・
介
護
衣
等
）製
品
、
介

護
用
品
等
に
お
い
て
は
、
褥

じ
ゃ
く

瘡そ
う

対
策
の
面
も
含
め
て
、「
通
気
性
」

「
保
温
性
」「
吸
水（
汗
）性
」「
速

乾
性
」等
の
物
理
的
機
能
や「
抗

菌
性
」「
帯
電
防
止
性
」
等
の
化

学
的
機
能
を
高
い
レ
ベル
で
有
し
、

な
お
か
つ
こ
れ
ら
高
い
機
能
性
が

長
期
間
持
続（
高
耐
久
化
）す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
特
殊
撚
糸
工
法
」を
、
さ
ら

に
高
度
化
す
る
こ
と
で
、
快
適

に
過
ご
す
機
能（
保
温
性
、
通
気

性
、
吸
水
性
等
の
物
理
的
機
能

や
抗
菌
性
等
の
化
学
的
機
能
）

を
高
性
能
化
・
高
耐
久
化
し
た

織
編
布
帛
を
開
発
し
、ヘル
ス
ケ

ア
リ
ネ
ン
製
品
や
介
護
用
品
に

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

http://www.asanen.co.jp/

浅野撚糸株式会社

商　号：浅野撚糸株式会社
設　立：昭和44年12月
従業員数： 20名 
事業内容：主な事業は繊維、複合撚糸の研究開発

及び製品の開発・生産。ＯＥＭとしての
製品販売ではなく、自社製品をブランド化
し、オンリーワン企業として販路を拡大し
ている。

会社概要

浅野撚糸株式会社
経営推進室　執行役員　河合 達也
岐阜県安八郡安八町中875-1
TEL 0584-64-2279
E-mail kawai@asanen.co.jp

お問い合わせ先

写真右から、浅野真美、浅野雅己、竹森剛、河合達也、辻俊広

医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
へ

の
展
開
に
も
期
待

受賞件名

壊滅産業の撚糸業にスポットライトを当てて頂いた
ことにその意義と責任を感じます。「日本は中小零
細企業の躍動によって成立ち、今後もそうである」
「苦しくても工夫すれば、頑張れば、日はまた昇る」
このメッセージを多くの零細企業の皆様に発信す
ることが私どもの受賞責任です。

受賞メッセージ

下
請
け
脱
却
を
目
指
し
、

特
殊
撚
糸
の
開
発
へ

販
売
累
計
枚
数
1
8
0
万
枚
の

大
ヒッ
ト
商
品
を
創
出

●成熟した繊維業界にあって
新しい撚糸方法を開発。

●高吸水性、速乾性という特性を生か
し、タオル地のみならず医療・介護分野
での展開にも期待。

受賞者  浅野撚糸株式会社

浅野 雅己（リーダー）

浅野 真美
竹森　 剛

河合 達也
辻　 俊広

ブランドタオルの市場化に成功
受賞理由

■同じ重さでかさが1.5倍以上■「エアーかおる」 （最終製品）

■特殊撚糸工法を用いた撚糸機 ■特殊撚糸工法の開発により、糸に空気の隙間をつくることに成功。

エアーかおる一般タオル

◆特殊撚糸工法 右方向
900回／m
の撚りが残留

左方向900回転/ｍ

通常綿糸 水溶性糸
を合糸

右方向に
1800回／m
撚りをかける

熱湯で
水溶性糸を
溶解

高感性・
高機能性の付与
柔らかく膨らみがある
柔らかさ・膨らみが長持
ち毛羽落ちが少ない。

繊維間に隙間が
あるので、吸水性・
速乾性が良い。

撚りが戻る
反動で膨化
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経済産業大臣賞
青 少 年 支 援 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

経
済
産
業
大
臣
賞

株
式
会
社
ケ
ミ
カ
ル
山
本

全社を挙げて先生やスタッフとして協力する全国でも例の少ない

株式会社ケミカル山本

第5回 ものづくり日本大賞

　
ケ
ミ
カ
ル
山
本
で
は
、企
業
の

社
会
貢
献
活
動
の一
環
と
し
て
、

次
代
を
担
う
青
少
年
に
化
学
の
面

白
さ
と
共
に
研
究
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
、「
未
来
の
ケ
ミ
ス
ト

（
化
学
者
）を
育
て
た
い
」と
の
思

い
か
ら
、
平
成
17
年
に
運
営
資
金

の
拠
出
や
活
動
場
所
と
し
て
自
社

施
設
を
開
放
し
て
化
学
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
教
育
事

業
に
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、

青
少
年
の
育
成
事
業
と
し
て
、

も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
長
年
携
わ
っ
て
い

た
（社）
発
明
協
会
広
島
県
支
部
に

支
援
し
て
も
ら
って
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
終
了
後
は
、
関

わって
い
た
社
員
全
員
で
実
験
内

容
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
って
改
善
を
図
り
、企

画
運
営
委
員
会
に
お
い
て
も
、課

題
を
検
討
し
次
年
度
の
活
動
に

反
映
し
て
い
る
。

　　

実
験
内
容
は
、
学
校
の
理
科
の

単
元
を
参
考
に
し
つつ
、
学
校
で

は
実
験
器
具
や
廃
液
処
理
等
の

問
題
で
体
験
す
る
こ
と
が
難
し
い

と
称
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

ケ
ミ
カ
ルマ
ジ
ッ
ク
は
、
ク
ラ
ブ
員

を
は
じ
め
参
観
さ
れ
た
保
護
者

に
も
毎
年
大
好
評
で
あ
る
。

　

指
導
体
制
は
、
メ
ー
ン
の
先
生

の
ほ
か
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
先
生
を
１
名
ず
つ
配
置
し
、

質
問
対
応
や
安
全
性
の
確
保
等
、

個
々
人
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
活
動
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で

の
実
験
を
主
と
し
、
サ
ポ
ー
ト
の

先
生
の
下
、協
力
し
合
っ
て
行
って

い
る
。
参
加
申
し
込
み
は
毎
年
定

員
を
超
え
、
多
い
と
き
は
４
～
５

倍
に
も
な
り
、選
抜
に
苦
慮
し
て

い
る
が
、
応
募
さ
れ
た
学
校
か
ら

必
ず
１
名
は
選
ぶ
よ
う
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
男
女
、
学
年
のバラ

ン
ス
や
本
人
お
よ
び
保
護
者
の
熱

意
に
も
注
目
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
よ
り
化
学
が
身
近
に
感
じ

化
学
実
験
の
基
礎
的
な
部
分
を

テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、安
全
性

に
配
慮
し
て
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
し
、
メ
ー
ン
の
先
生
、
サ

ポ
ー
ト
の
先
生
等
に
て
事
前
に

予
備
実
験
を
行
っ
た
上
で
、
本

番
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
臨
ん
で
い
る
。

　

各
回
、カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん

に
入
れ
た
実
験
手
順
や
原
理
等
の

解
説
を
記
載
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作

成
配
布
し
、実
験
結
果
や
感
想
等

を
記
録
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、ク
ラ
ブ
員
に
は
、
全
員
白

衣
を
着
用
さ
せ
、化
学
者
と
し
て

の
意
識
の
醸
成
も
図
っ
て
い
る
。

　

毎
回
、実
験
活
動
に
入
る
前
に
、

山
本
社
長
自
ら
が
そ
の
日
の
学
習

テ
ー
マ
に
関
連
し
た
、
化
学
の
不

思
議
実
験
を「
ケ
ミ
カ
ルマ
ジック
」

る
よ
う
に
なった
り
、
学
校
で
の
理

科
や
実
験
が
楽
し
く
な
っ
た
と
の

感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
適
宜
席
替
え
を

し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
仲
間

と
触
れ
合
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
し
て
、
学
校
外
の
地
域
を
超

え
た
友
人
と
の
交
流
の
場
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の

感
想
も
多
く
聞
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
玄
関
の
靴
の
整
理
整
頓

に
も
心
掛
け
る
よ
う
に
指
導
し
て

お
り
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
そ
ろ

え
て
教
室
に
入
る
よ
う
に
なった
。

本
ク
ラ
ブ
活
動への
参
加
は
青
少
年

の
人
間
形
成
に
お
いて
も
好
ま
し
い

影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。

http://www.chemical-y.co.jp/

株式会社ケミカル山本

商　号：株式会社ケミカル山本
設　立：昭和57年6月1日
従業員数： 42名
事業内容：ステンレス鋼の溶接焼け取り作業から毒

劇物“硝フッ酸の追放”をモットーに、溶接
焼け取り及び表面改質用電解処理機材
並びにさび、汚れ取り洗浄剤を主体とする
研究開発とその製造、販売。

会社概要

株式会社ケミカル山本
企画室　常吉 紀久士
広島県廿日市市宮内工業団地1-10
TEL 0829-30-0820
E-mail tsuneyoshi@chemical-y.co.jp

お問い合わせ先

山本正登社長によるケミカルマジックの様子

青
少
年
の
人
間
形
成
に
も

好
影
響

自社の化学技術等を活用した化学実験クラブ「わくわくケミカルクラブ」の開催受賞件名

8年前に（社）発明協会に提唱して始めた本事業
が、「今後更に他のエリアに展開することを期待す
る」との国策に沿った行為であったことに強い感
銘を受けています。この賞を励みに関係の皆さん
と地域に密着して子供達に夢と希望を与える “わ
くわくケミカルクラブ”を継続します。

受賞メッセージ

「
未
来
の
化
学
者
を
育
て
た
い
」

思
い
か
ら
活
動
開
始

安
全
・
安
心
を
第
一
に
、“
楽
し

さ
”に
配
慮
さ
れ
た
実
験
内
容

●中小企業でありながら、一般に
排水処理などに困難を伴う「化
学」をテーマにし、子どもに白衣を
着せるなどの工夫を凝らし、ものづくり
の基本となる理科教育の充実に貢献。

●このような取り組みが継続されることに
加えて、他社・他地域でも広がっていくこ
とを期待。

受賞者  

株式会社ケミカル山本

「化学」をテーマにした
実験クラブの開催

受賞理由

■起立、礼で始まり、起立、礼で終わる■光合成の実験の様子

■わくわくケミカルクラブ発足式
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製造・生産プロセス部門 ：1グループ

製品・技術開発部門 ：7グループ

伝統技術の応用部門 ：1グループ

海外展開部門  ：1グループ

特
別
賞

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

13.

14.

15.

16.

17.

18.

 フロンティア・ラボ株式会社

株式会社技研製作所

株式会社きものブレイン

株式会社能作

浅野撚糸株式会社

株式会社ケミカル山本

 ▶

▶

▶

▶

▶

▶

P48

P50

P52

P54

P56

P58

7.

8.

9.

10.

11.

12.

アベル株式会社

ＪＦＥスチール株式会社

株式会社スズキプレシオン

天池合繊株式会社

三鷹光器株式会社

キタムラ機械株式会社

▶

▶

▶

▶

▶

▶

P36

P38

P40

P42

P44

P46

1.

2.

3.

4.

5.

6.

マツダ株式会社

富士特殊紙業株式会社

小島プレス工業株式会社

グローリー株式会社

株式会社クレハ

古河電気工業株式会社

▶

▶

▶

▶

▶

▶

P24

P26

P28

P30

P32

P34
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経済産業大臣賞 受賞者 日時：2013年9月19日　場所：ザ プリンス パークタワー東京



特別賞
製 造 ・ 生 産 プ ロ セ ス 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

脱りん剤から環境規制物質であるフッ素を除去しても、低りん化とスラグ排出量削減を両立できる

新日鐵住金株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

従
来
は
、融
点
が
2
0
0
0
℃

以
上
す
る
C
a
O
を
溶
解
し
て

脱
り
ん
反
応
を
促
進
す
る
た
め

に
フッ
素（
Ca
F
2
）を
用
い
て
い

た
が
、こ
の
脱
り
ん
に
不
可
欠
だっ

た
フッ
素
が
環
境
規
制
対
象
と
な

り
、
未
溶
解
Ca
O
を
含
有
し

た
多
量
の
ス
ラ
グ
に
よ
る
極
め
て

非
効
率
な
脱
り
ん
処
理
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

フ
ッ
素
を
用
い
ず
に
少
量
の
ス
ラ

グ
で
脱
り
ん
で
き
、
生
成
ス
ラ
グ

の
利
材
化
が
可
能
と
な
る
技
術

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
開
発
し
た
S
R
P‐
Z

（
S
i
m
p
l
e 

Re
f
in
ing 

Pro
c
e
s
s
‐Zero  

F
）は
、

脱
り
ん
剤
か
ら
環
境
規
制
物
質

で
あ
る
フ
ッ
素
を
除
去
し
て
も
、

低
り
ん
化
と
ス
ラ
グ
排
出
量
削

減
を
両
立
で
き
る
革
新
的
な
技

術
で
あ
る
。
笹
目
氏
ら
は
、
転

炉
内
で
C
a
O
を
飛
躍
的
に
溶

解
で
き
る
領
域
と
し
て
、
上
吹
き

し
た
酸
素
が
溶
銑
と
接
触
す
る

部
位（
火
点
）に
着
目
し
た
。
火

点
で
は
2
0
0
0
℃
以
上
の
高

温
F
e
O
系
融
体
が
生
成
し
て

お
り
、
C
a
O
は
溶
融
F
e
O
へ

極
め
て
溶
解
し
や
す
い
。
C
a
O

を
粉
状
に
し
て
酸
素
と
共
に
火

規
に
導
入
し
た
こ
と
で
、
脱
炭
処

理
に
特
化
で
き
る
よ
う
に
なった
。

そ
の
結
果
、
転
炉
単
体
の
生
産

性
は
30
％
以
上
向
上
し
た
た
め
、

脱
炭
炉
の
稼
働
基
数
を
３
基
か

ら
２
基
へ
削
減
し
て
も
二
次
精
錬

以
降
の
生
産
性
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
高
機
能
鋼
・
高

清
浄
鋼
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
脱

炭
炉
１
基
を
専
用
化
す
る
操
業

を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
機
能
鋼
と
高

清
浄
鋼
の
各
溶
製
ラ
イ
ン
専
用
の

脱
炭
炉
と
し
、
お
の
お
の
の
要
求

特
性
に
応
じ
て
最
適
化
し
た
こ

と
で
、
生
産
性
を
確
保
し
な
が

ら
品
質
の
飛
躍
的
向
上
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

高
品
質
な
特
殊
鋼
を
低
コ
ス

ト
で
製
造
す
る
こ
と
で
日
本
の
自

動
車
や
精
密
機
械
の
競
争
力
を

点
へ
吹
き
付
け
る
こ
と
に
よ
って

速
や
か
に
溶
解
し
、
そ
れ
に
よっ

て
生
成
す
る
極
め
て
脱
り
ん
能

力
の
高
い
F
e
O
‐
C
a
O
融
体

で
脱
り
ん
す
る
方
法（
S
R
P
‐

Z
）を
考
案
し
た
。

　

従
来
は
生
産
量
を
維
持
す
る

た
め
に
転
炉
3
基
の
稼
働
が
必

須
で
あ
り
、高
機
能
鋼
と
高
清

浄
鋼
を
い
ず
れ
の
転
炉
で
も
溶
製

せ
ざ
る
を
得
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
要

求
に
応
じ
た
最
適
な
プ
ロ
セ
ス

構
築
が
困
難
だっ
た
。

　

ま
た
、従
来
の
転
炉
は
脱
り
ん

と
脱
炭
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た
が
、S
R
P
ー

Z

を
実
施
で
き
る
脱
り
ん
炉
を
新

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

脱
り
ん
剤
の
利
用
効
率
が
飛

躍
的
に
向
上
し
、
脱
り
ん
剤
の

使
用
量
お
よ
び
脱
り
ん
ス
ラ
グ

の
生
成
量
を
大
幅
に
削
減
で
き

た
。
ま
た
、
取
鍋
ス
ラ
グ
を
脱

り
ん
剤
と
し
て
再
利
用
で
き
、

フ
ッ
素
を
用
い
な
い
た
め
、
生

成
ス
ラ
グ
を
利
材
化
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

生
産
性
の
向
上
に
加
え
て
、

脱
り
ん
剤
使
用
量
や
ス
ラ
グ
生

成
量
の
削
減
、
品
質
向
上
に
よ

る
製
品
歩
留
ま
り
の
改
善
に
よ

り
、
製
鉄
所
で
使
用
す
る
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
し
て
約
２
％
の
省
エ

ネ
が
実
現
で
き
て
い
る
。

http://www.nssmc.com/

新日鐵住金株式会社

商　号：新日鐵住金株式会社
沿　革：平成24年（2012年）10月1日に新日本製鐵

㈱と住友金属工業㈱が経営統合し、新日鐵
住金株式会社が発足

従業員数： 連結 24,510名（平成25年3月31日現在）
経営方針：他国の追随を許さない技術力とグローバ

ル展開力をもって、総合力で世界ナンバー
ワンの鉄鋼メーカーを目指している。

会社概要

新日鐵住金株式会社 
総務部　広報センター　吉住 剛
東京都千代田区丸の内二丁目6番1号

（丸の内パークビルディング）
TEL 03-6867-2146
E-mail yoshizumi.t4m.tsuyoshi@jp.nssmc.com

お問い合わせ先

写真左から、渡辺信輔、杉本明大、笹目欽吾、佐藤大介、黒岩孝章　個別写真左から、宮田政樹、相澤正幸　※背景は、小倉製鐵所の新製鋼工場建屋です。

高効率・高品質・低環境負荷を同時に実現できる新製鋼プロセスの開発受賞件名

今回の受賞は、当社小倉製鐵所における「製鋼プ
ロセス革新」の集大成であり、建設・立上に携わっ
た関係者全員の成果が認められたことを大変嬉
しく感じています。今回の受賞を励みとし、更に世
界に誇れる日本のものづくりに貢献できるよう、
メンバー一同精進を続けたいと思います。

受賞メッセージ

世
界
最
速
の

脱
リ
ン
吹
練
を
実
現

●特殊鋼の効率的生産を、フッ
素化合物を使わない新しい脱
りんプロセスを通じて実現。

●環境問題の解決を行うことに加え、生産
効率を改善し、日本での生産拠点維持を
可能とした。

受賞者  新日鐵住金株式会社

笹目 欽吾（リーダー）

相澤 正幸
渡辺 信輔

杉本 明大
黒岩 孝章

佐藤 大介
宮田 政樹

受賞理由

革新的な技術SRP-Z
（Simple Refining Process-Zero F）を開発

高清浄鋼 介在物を極限まで低減した鋼
高機能鋼 析出物を分散・制御した鋼

取鍋 取鍋

専
用
取
鍋

専
用
取
鍋

高清浄鋼ライン高機能鋼ライン

SRP-Z

◆LF、 VAD（取鍋精錬炉）…溶鋼の成分と介在物制御を行う設備、
　特にVADは減圧下での処理が可能
◆RH（真空脱ガス装置）…鋼中の水素や酸素、介在物を取り除く設備
◆CC（連続鋳造機）…溶鋼を連続的に鋳型へ注ぎ固める設備

ス
ラ
グ
の
削
減
や
再
利
用
を

可
能
と
し
、総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

削
減
に
大
き
く
貢
献

生
産
性
向
上
～
転
炉
稼
働
基
数

を
３
基
か
ら
２
基
へ
削
減

(1)生石灰粉体化⇒界面積10000倍以上
(2)火点(>2000℃)へ添加⇒生石灰溶解促進
　　　　　　         ▼
脱りん速度の飛躍的向上を実現

専
用
取
鍋

　
　
　 

複
雑
な
物
流

　
　
　 

精
錬
設
備
・
取
鍋
の
錯
綜

鋼
種
に
応
じ
た
専
用
ラ
イ
ン
確
立

→
高
効
率
と
高
品
質
の
両
立
を
実
現

Before

After

2CC 3CC インゴット

脱りん炉

脱炭炉 脱炭炉

新LF

新RH

新4CC

VAD

RH

3CC

従来技術 酸素
塊状石灰

スラグ

溶銑

攪拌ガス

開発技術   酸素+粉体生石灰
 【SRP-Z】

  火点（>2000℃）

SRP-Zの特徴



特別賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

宇
部
興
産
株
式
会
社

環境にやさしいマリン系香料の新製法の開発

宇部興産株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　
マ
リ
ン
系
香
料
M
M
P
と
は
、

爽
や
か
な
海
辺
の
風
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
瑞
々
し
い
香
り
を
発
す

る
香
料
で
あ
り
、香
水
、化
粧
品
、

シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
け
ん
等
に
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
香
料
は
、
従
来
、
中
国
南

部
か
ら
ベ
ト
ナ
ム・
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

か
け
て
群
生
す
る
ク
ス
ノ
キ
科
の

サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
と
い
う
木
の
根
か
ら

取
れ
る
精
油
を
原
料
に
作
ら
れ

て
き
た
。

　

し
か
し
、
乱
伐
に
よって
こ
れ

ら
の
木
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す

る
と
と
も
に
、
森
林
破
壊
や
そ
れ

に
伴
う
水
害
等
が
深
刻
と
な
り
、

M
M
P
の
価
格
高
騰
や
供
給
不

安
も
問
題
と
なって
い
た
。

　

ま
た
、
精
油
か
ら
M
M
P
ま
で

の
収
率
が
約
30
％
と
低
い
た
め
、

大
量
の
廃
棄
物
が
生
成
さ
れ
る

ほ
か
、
酸
化
工
程
に
お
い
て
は
毒

性
や
爆
発
性
の
高
い
物
質
を
使

用
し
て
お
り
、
環
境
への
負
荷
が

極
め
て
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る

新
製
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ

杉
瀬
氏
ら
は
、
サッ
サ
フ
ラ
ス
な
ど

の
天
然
素
材
を
使
わ
ず
、
入
手

容
易
な
工
業
原
料
を
出
発
原
料

を
過
剰
量
使
用
し
た
場
合
に
は

蒸
留
回
収
し
た
も
の
を
リ
サ
イ

ク
ル
使
用
す
る
等
、
廃
棄
物
を

必
要
最
小
限
に
抑
え
た
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
製
法
で
M
M
P
を

6
0
0
ト
ン
製
造
し
た
場
合
、

絶
滅
危
惧
種
を
含
む
樹
木
の
伐

採
が
年
間
約
50
万
本
以
上
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
C
O
2
排
出

量
も
年
間
20
万
ト
ン
削
減
さ
れ

る
と
推
算
さ
れ
て
お
り
、
環
境

破
壊
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の

維
持
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
の
商
業
生
産
開

始
以
降
、
高
品
質
か
つ
安
価
な

M
M
P
を
安
定
供
給
で
き
る
こ

と
す
る
完
全
化
学
合
成
に
よって

M
M
P
を
製
造
し
、
安
定
供
給

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

最
大
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
は
、
そ

れ
ま
で
学
術
的
に
も
知
ら
れ
て
い

な
かった
革
新
的
な
触
媒
反
応
を

見
出
し
、
そ
の
工
業
化
を
世
界
で

初
め
て
実
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

開
発
し
た
新
製
法
で
は
、 四
つ

の
反
応
工
程
を
経
て
M
M
P
を

合
成
す
る
が
、
従
来
法
に
比
べ

て
工
程
が
短
い
点
が
特
徴
。
し

か
も
、
全
て
の
工
程
が
投
入
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
少
な
い
触
媒
反
応
で
あ

り
、か
つ
有
機
溶
媒
を
全
く
使
っ

て
い
な
い
。加
え
て
、反
応
物
質

と
や
環
境
に
優
し
い
製
法
で
あ
る

こ
と
が
世
界
中
の
ユ
ー
ザ
ー
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
シェア
も
上
昇
。
開
発
が
始

ま
っ
た
平
成
14
年
時
点
に
お
い
て

は
4
～
5
社
の
競
合
他
社
が
従

来
法
で
M
M
P
を
生
産
し
て
い

た
が
、
平
成
20
年
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
撤
退
し
、
同
社
製
品
が
世
界

ト
ッ
プ
シェア
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
発
開
始
か
ら
世
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
獲
得
ま
で
わ
ず
か

5
年
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
化
を
実

現
で
き
た
の
は
、
研
究
・
開
発
・

製
造
・
知
的
財
産
管
理
・
品
質

保
証
・
営
業
等
の
各
部
門
が
研

究
初
期
段
階
か
ら
深
く
関
与

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

同
時
進
行（
コ
ン
カ
レ
ン
ト
）し
た

た
め
で
あ
る
と
杉
瀬
さ
ん
は
指

摘
す
る
。

http://www.ube-ind.co.jp/japanese/index.htm

宇部興産株式会社

商　号：宇部興産株式会社
創　業：明治30年（1897年）6月
設　立：昭和17年（1942年）3月
従業員数： 単独 4,072人（2013年3月期）　　
　　　　 連結 11,090人（2013年3月期）
事業内容：我が国を代表する総合化学メーカーの一つ。

1897年、炭鉱から創業して以来、化学を中心
として、建設資材、機械・金属成形、医薬、エ
ネルギー・環境の各分野に事業展開。その製
品・技術は、デジタル家電や家庭用品、自動
車部品、医薬品など生活に身近なものから社
会インフラ分野や最先端の航空宇宙分野に
至るまで幅広く活用されている。

会社概要

宇部興産株式会社 
東京本社　I R広報部
東京都港区芝浦1-2-1 シーバンスN館
TEL 03-5419-6110
E-mail ube-irpr@ube-ind.co.jp

お問い合わせ先

写真後列左から、土井隆志、佐直英治、吉田佳弘、前列左から、藤井洋、杉瀬良二、時松英樹、白井昌志

開
発
着
手
か
ら
わ
ず
か

5
年
で
世
界
ト
ッ
プ
シェア

受賞件名

環境問題への取り組みは、実行されなければ改
善になりません。実行されるためには、従来より
安価で品質も良く、そのうえに環境に良いという
製品を作り上げることです。このコンセプトに従
い、日本発の技術で本製品が短期間に世界スタン
ダードになれたことを誇りに思っています。

受賞メッセージ環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献

す
る
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス

●マリン系香料の製造にあたり、
従来使用されていた絶滅危惧
種の植物由来の原料を使用せず、
工業原料から製造する方法を開発。

●環境保全と生物多様性の維持に貢献し
ている点を高く評価

受賞者  宇部興産株式会社

杉瀬 良二（リーダー）

土井 隆志
白井 昌志

時松 英樹
吉田 佳弘

藤井　 洋
佐直 英治

シャンプーや香水などに使われるマリン系香料を、入手容易な工業原料から

従来使用されていた天然由来原料や有機溶剤を使用しないグリーンプロセスを実現。
触媒反応によって製造する方法を開発

受賞理由

■マリン系香料
（MMP）の工場

革
新
的
な
触
媒
反
応
を

見
出
し
、世
界
で
初
め
て

工
業
化
に
成
功

CHO CHO
OAC

OAC

OAC

O O

O O

HCHO

MDB

異性化 酸化

メタクロレイン

サッサフラスの木 精油 イソサフロール ヘリオトロピンサフロール

AC2O

MeOH

H2

MMP

CHO

CHO

2-メチル-3-（3,4-メチレンジ
オキシフェニル）プロパナール

CHO

CHO

O

O

OOO

O

O

OOO

■従来製法と
　新製法の比較

マリン系香料

新規触媒反応

全反応が触媒反応、有機溶媒未使用
過剰のMDB、MeOHをリサイクル使用
→グリーン・サステイナブル ケミストリーの実践

サッサフラスの木 約200kgからMMP 1kg取得
絶滅危惧種の木の伐採、環境破壊！従来製法

新製法

65 第5回 ものづくり日本大賞 64特別賞  製品・技術開発部門



特別賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

株
式
会
社
タ
カ
ギ

インフラが未整備な新興国でも
安全な飲料水を提供でき、QOLの向上や

造核剤の活用による効率的かつ安価なアジア地域用の新型浄水システムの開発

株式会社タカギ

第5回 ものづくり日本大賞

　

飛
躍
的
な
世
界
人
口
増
加
に

伴
って
、水
需
要
量
が
大
幅
に
増

え
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
お
り
、

安
定
的
な
水
資
源
の
確
保
が
急

務
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
は
上
下
水
道
の

不
備
や
著
し
い
工
業
化
に
よ
り
、

上
水
道
や
地
下
水
が
重
金
属
や

雑
菌
等
に
汚
染
さ
れ
て
、
直
接

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　

水
の
処
理
に
つ
い
て
は
従
来

技
術
で
あ
る
R
O
膜
を
利
用
し

た
濾
過
装
置
が
あ
る
が
、
装
置

が
高
価
で
あ
り
、濾
過
の
た
め

に
電
力
の
消
費
や
捨
水
が
発
生

す
る
と
いっ
た
問
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
造
核
剤
に
よ
る
不

純
物
除
去
」と
いった
新
た
な
水
処

理
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、R
O

膜
等
の
従
来
技
術
よ
り
低
コ
ス
ト

か
つ
高
効
率
で
安
定
的
な
水
資
源

の
確
保
を
実
現
す
る
新
型
浄
水

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
た
。

　

新
型
浄
水
シ
ス
テ
ム
は
水
酸

化
鉄
コ
ロ
イ
ド
を
使
っ
た
凝
集

剤
の
一
種
で
あ
る
造
核
剤
が
、

有
し
て
い
る
。
な
お
、
既
に
整

備
さ
れ
た
上
水
道
イ
ン
フ
ラ
と

組
み
合
わ
せ
て
利
用
が
で
き
る

た
め
、
投
資
さ
れ
た
既
存
イ
ン

フ
ラ
を
損
な
う
こ
と
な
く
利
活

用
で
き
る
。

　

ま
た
、
最
大
の
特
徴
と
し
て

R
O
膜
は
浄
水
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
有
害
物
質
の
み
な
ら
ず
、
有

益
物
質（
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
等
）も

除
去
し
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
造
核
剤
は
重

金
属
等
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
物
質
を
選

択
的
に
除
去
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
残
し
た

ま
ま
の
浄
水
が
可
能
で
あ
る
。

　

ヒ
素
等
の
重
金
属
が
水
道
水
や

井
戸
水
に
混
入
す
る
東
南
ア
ジ
ア

水
中
に
含
ま
れ
る
有
機
物
質
や

重
金
属
を
吸
着
・
大
粒
子
化
す

る
特
徴
を
活
用
し
た
全
く
新
し

い
浄
水
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
複
数
の
重
金
属
が

混
入
し
た
汚
水
で
の
除
去
能
力

や
、
種
々
の
条
件
下
で
の
そ
れ

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
の
課

題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
造
核
剤
の

添
加
量
や
環
境
条
件
の
適
正
化

を
図
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
安
価
な
製
造
コ
ス
ト

で
生
産
で
き
る
造
核
剤
を
活
用

し
た
浄
水
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

濾
過
の
た
め
の
電
力
を
ほ
と
ん

ど
要
せ
ず
、
ま
た
捨
水
が
発
生

し
な
い
な
ど
と
い
っ
た
強
み
を

の
水
事
情
に
適
応
し
、コス
ト
の
安

い
造
核
剤
と
U
F
膜
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
、現
地
物
価
水
準
に
適

合
し
た
製
品
と
し
て
、ベ
ト
ナ
ム（
ハ

ノ
イ
）で
の
展
開
を
行
って
い
る
。

　

ハ
ノ
イ
で
は
都
市
部
の
上

水
道
に
お
い
て
も
ヒ
素
等
の

重
金
属
や
細
菌
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
現
地
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

か
ら
も
物
価
水
準
に
適
応
し

た
浄
水
器
の
供
給
が
求
め
ら

れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

将
来
的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
み
な

ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
全
域
ひ
い
て
は

イ
ン
ド
や
中
東
の
市
場
を
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

新
規
市
場
への
高
い
開
拓
可
能
性

を
有
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
地
域

に
お
け
る
安
心
・
安
全
・
安
価

な
水
の
提
供
を
通
じ
て
、Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。http://www.takagi.co.jp/

株式会社タカギ

商　号：株式会社タカギ
創　業：昭和36年5月
従業員数： 584名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：主な事業は園芸散水用品、浄水器、特許

エコ商品研究開発、金型製造・販売、緑
化事業。昭和36年の創業以来一貫して

「水」をテーマに研究しており、 現在、プ
ラスチック製園芸散水器具の分野や、蛇
口一体型浄水器の分野を中心に多数の
特許を所有している。

会社概要

株式会社タカギ
総務課
福岡県北九州市小倉南区石田南2-4-1
TEL 093-962-0941

お問い合わせ先

写真左から、松川文彦、丸木祐治、柴田隆、高口玲

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

新
規
市
場
の
開
拓

受賞件名

このたび、特別賞をいただき、ものづくりに携わる
者として大変光栄に思っております。
今回の受賞の機会を新たな出発点として、これま
で以上に世界の水事情、特に東南アジアの水事
情に貢献できる様、技術開発に取り組んでいきた
いと思っております。

受賞メッセージ

東
南
ア
ジ
ア
に
安
定
的
な

水
資
源
を
も
た
ら
す

従
来
技
術
と
比
べ
た

優
位
性

●長年水ビジネスに関わるととも
に、アジア（ベトナム）に工場進出
したことを契機に現地の水問題の
解決に取り組む。

●配管のさびなどによる大規模浄水システム
設置の困難さ、コストの問題、現地での雇用
などの新興国ゆえの社会課題を丁寧に解決。

●建物単位の分散型システム、独自の造核剤
活用による低コスト化、システムオペレー
ションのための現地人材の育成を実施。

受賞者  株式会社タカギ

丸木 祐治（リーダー）

渡辺 圭祐
笠　 晋輔

高口　 玲
松川 文彦

柴田 　隆
赤石 維衆

世界水事情の改善に貢献
受賞理由

■セントラル浄水システム外観

駐車場1台分の広さで約200世帯の飲用水・
生活水全般を賄うことが可能。

■セントラル浄水システム内部

逆浸透膜等の従来技術に比べ造水コストは1/２と安価。
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三菱電機株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

環
境
保
護
意
識
の
高
ま
り

を
背
景
に
、
1
9
9
0
年
代
に

入
り
、
白
物
家
電
分
野
に
お
い

て
も
省
エ
ネ
化
に
貢
献
す
る
イ

ン
バ
ー
タ
ー
化
が
展
開
さ
れ
始

め
た
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は

パ
ワ
ー
半
導
体
素
子
の
低
損
失

化
、
小
型
・
軽
量
化
、
高
信
頼

性
、
実
装
の
容
易
さ
な
ど
、
さ

ら
な
る
技
術
革
新
が
必
要
と
さ

れ
て
い
た
。
今
回
受
賞
し
た
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
モ
ー
ル
ド
形
イ
ン
テ

リ
ジェン
ト
パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル（
Ｄ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｍ

）は
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
革
新
的
な
コ
ン
セ

プ
ト
作
り
と
同
社
の
技
術
蓄
積

を
生
か
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

従
来
、家
電
製
品
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
適
用
さ
れ
る
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
大
半
は
、
デ
ィ

ス
ク
リ
ー
ト
型
や
安
価
な
簡
易

モ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
パ
ワ
ー
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
製
品
が
広
く
採
用
さ
れ
て

い
た
。
イ
ン
バ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
適
用
す
る
に
は
、
周
辺
回
路

を
含
め
複
雑
な
応
用
設
計
が
必

要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
バ
イ
ス

特
性
と
使
用
条
件
間
の
ア
ンマッ

チ
に
よ
り
、
市
場
不
具
合
を
引

き
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
デ

ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、
放
熱

性
と
絶
縁
耐
圧
を
両
立
す
る
素

子
構
造
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
モ
ー
ル

ド
樹
脂
や
複
数
の
パ
ワ
ー
チ
ッ
プ

を
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
モ
ー
ル
ド
す
る

た
め
の
組
立
技
術
を
世
界
で
初

め
て
開
発
し
、
量
産
化
を
実
現

し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
パッ

ケ
ー
ジ
の
小
型
化
、
高
信
頼
度

化
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、

シ
ス
テ
ム
の
小
型
化
、
簡
素
化
、

高
信
頼
度
化
、
組
立
の
簡
素
化

を
も
可
能
と
し
た
。

　

製
品
化
後
も
後
継
と
な
る
次

世
代
製
品
を
継
続
し
て
市
場
に

投
入
す
る
こ
と
で
、
家
電
製
品

用
途
への
一
層
の
拡
大
、
既
存
の

パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
置
き

換
え
等
、
市
場
拡
大
を
図
っ
て

き
た
。
ピ
ン
の
配
置
や
、
パ
ワ
ー

チ
ッ
プ
、
駆
動
Ｉ
Ｃ
を
ト
ラ
ン
ス

バ
イ
ス
や
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
向

上
が
課
題
に
な
って
い
た
。
さ
ら

に
、
特
に
家
電
製
品
の
領
域
は

低
コ
ス
ト
化
が
優
先
さ
れ
る
厳

し
い
市
場
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
市
場
の
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
3
相
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
構
成
す
る
I
G
B
T

（
I
n
s
u
l
a
t
e
d 

G
a
t
e 

B
i
p
o
l
a
r 

T
r
a
n
s
i
s
t
o
r
）、

F
w
D
i
（
F
r
e
e 

W
h
e
e
l
i
n
g 

D
i
o
d
e
）

と
H
V
I
C
、
L
V
I
C
機
能

を
、
絶
縁
を
持
た
せ
た
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
モ
ー
ル
ド
技
術
で
一
体
化

し
た
イ
ン
テ
リ
ジェン
ト
パ
ワ
ー
モ

ジュー
ル
を
コン
セ
プ
ト
と
し
開
発

が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ

フ
ァ
ー
モ
ー
ル
ド
構
造
で
絶
縁
封

止
す
る
構
造
は
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
なって
い
る
。

　

現
在
、
D
I
P
I
P
M
は
主

に
家
電
製
品
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
回

路
の
キ
ー
パ
ー
ツ
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
な
ど
の
製
品
に
広
く
搭

載
さ
れ
、
高
い
市
場
シェア
を
占

め
て
い
る
。

　

同
社
試
算（
2
0
1
0
年
度
の

実
績
）に
よ
れ
ば
、D
I
P
I
P
M

が
1
年
間
に
生
み
出
す
省
エ
ネ
効

果
は
約
5
0
0
億
ｋW
h
に
上
り
、

こ
れ
は
東
京
都
全
世
帯
の
消
費

電
力
の
約
2
年
分
に
相
当
す
る
。

※
D
I
P
I
P
M
は
三
菱
電
機

株
式
会
社
の
登
録
商
標
で
す
。

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社　
パワーデバイス製作所総務部
福岡県福岡市西区今宿東1-1-1
TEL 092-805-3024

商　号：三菱電機株式会社
創　立：大正10年（1921年）1月15日
従業員数： （連結）120,958名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：1921年の創業以来、わが国を代表する総

合電機メーカーとして、家電製品から人工衛
星にいたるまで、さまざまな電機製品・サー
ビスを提供している。三菱電機グループは、
コーポレートステートメント「Changes forthe 
Better」に基づき、「もっと素晴らしい明日へ」
向けて、新しい社会・産業・生活の実現に
貢献している。

会社概要

お問い合わせ先

写真前列左から、岩﨑光孝、ゴーラブマジュムダール、佐藤克己　後列左から、内田清宏、岩上徹、川藤寿、山本晃央

栄誉ある賞を賜り、製品づくりに関わった者の努
力が認められたものと大変光栄に思っておりま
す。本製品は省エネに貢献するインバーター家電
のキーパーツになっています。今後も、ものづくり
を通して省エネと環境保護に貢献すべく、製品の
機能・性能の改善に取り組んでいきます。

受賞メッセージ

革
新
的
コ
ン
セ
プ
ト
と
戦
略
的

モ
ジュ
ー
ル
で
高
い
国
際
競
争
力

●我が国が苦戦している半導体分野に
おいて、高い樹脂封止技術とともに
ユーザーとのすりあわせによる同一フ
レーム上でも異なる半導体チップを搭載できる戦
略的な「モジュール化」により、高いシェア、国際競
争力を維持。中国などの追随に対しても、モジュー
ル範囲を柔軟に見直すなどのデファクトスタンダー
ド獲得のための不断の努力を続けており、日本に
おけるものづくりのモデルとなる事例。世界中の省
エネ志向、シリコンカーバイドなどの新技術導入
もあり、国際競争力あるコア・高付加価値部素材
として更なるビジネスの拡大、進化を期待。

受賞者  三菱電機株式会社

ゴーラブ マジュムダール（リーダー）

岩﨑 光孝
佐藤 克己

岩上 　徹
川藤 　寿

内田 清宏
山本 晃央

受賞理由

白
物
家
電
分
野
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
化
に
大
き
く
貢
献

トランスファーモールド形ＩＰＭの開発と製品化受賞件名

パワーチップとこれを保護・駆動するICを

DIPIPMTMを世界に先駆け製品化
トランスファーモールドで一体化した

■革新的コンセプトによってパッケージの小型化、高信頼度化を実現

■DIPIPMTMのパッケージ構造 

駆動制御用IC

ディスクリートパワー素子

制御用ダイオード、受動部品

モールド樹脂

銅フレーム

絶縁シート

AIワイヤ Auワイヤ

駆動ICIGBTFWD

DIPIPMTM

DIPIPMTM
IPM

重量
85％低減

特別賞
製 造 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

三
菱
電
機
株
式
会
社 ■エアコン圧縮機制御用基板

 （インバーター回路部）例

実装面積
55％削減
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特別賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

山
科
精
器
株
式
会
社
：
他
１
団
体

先端部の超薄肉樹脂製ノズルに多数の微細側孔を設けた

山科精器株式会社：他１団体

第5回 ものづくり日本大賞

　

内
視
鏡
を
使
っ
た
診
断
・
治

療
で
は
体
内
を
洗
浄
し
た
り
、

洗
浄
後
の
汚
液
等
を
吸
引
す
る

必
要
が
あ
る
が
、従
来
は
内
視

鏡
先
端
の
レ
ン
ズ
面
に
設
け
ら
れ

た
専
用
孔
を
通
じ
て
洗
浄
と
吸

引
を
行
って
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
式
で
は
液

体
を
ス
コ
ー
プ
前
方
に
し
か
撒

布
で
き
な
い
た
め
、
消
化
管
腔

内
を
ム
ラ
な
く
洗
浄
し
よ
う
と

す
る
と
ス
コ
ー
プ
の
向
き
を
頻

繁
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
洗
い
ム
ラ
が
残
る
。ま
た
、

吸
引
時
に
は
汚
液
に
よ
っ
て一
時

的
に
内
視
鏡
視
野
が
失
わ
れ
る

た
め
、生
体
組
織
を
誤
吸
引
し
、

粘
膜
下
で
内
出
血
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
べ

く
、大
日
氏
ら
は
大
阪
大
学
・
中

島
清一教
授
と
共
に
、外
径
2.
6 

mm 
、
全
長
2
0
0
0 mm 
の
柔
軟
性

が
あ
る
樹
脂
製
カ
テ
ー
テ
ル
を
開

発
し
実
用
化
に
成
功
。
先
端
の
ノ

ズ
ル
部
分
に
は
、
直
径
0.
4 

mm 
の

微
細
孔
が
円
筒
形
状
の
外
周
面
に

沿って
8
カ
所
×
3
列
、計
24
個
設

け
ら
れ
て
お
り
、
液
体
を
3
6
0

度
方
向
に
噴
射
・
吸
引
で
き
る
。

　

本
カ
テ
ー
テ
ル
を
内
視
鏡
の
鉗

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、病
巣
の
早

期
発
見
な
ど
、医
療
行
為
の
さ
ら
な

る
質
的
向
上
が
期
待
さ
れ
てい
る
。

　

試
作
段
階
で
は
切
削
加
工
に

よ
り
穴
を
開
け
て
い
た
が
、
品
質

面
や
コス
ト
面
で
多
く
の
課
題
に

直
面
し
た
た
め
、
量
産
段
階
で
は

射
出
成
形
に
よ
る
加
工へと
変
更
。

0.
25  

mm 
と
い
う
超
薄
肉
樹
脂
を

成
形
加
工
す
る
た
め
に
、
同
社
が

培って
き
た
精
密
加
工
技
術
を
駆

使
し
て
超
高
精
度
な
金
型
を
製

作
す
る
と
と
も
に
、
精
細
な
加
工

条
件
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。

　

平
成
16
年
に
医
療
機
器
開
発

子
孔
か
ら
出
し
入
れ
す
る
だ
け

で
、
広
範
囲
を
効
率
的
に
洗
浄
で

き
る
。
ま
た
、
内
視
鏡
の
レ
ン
ズ

面
か
ら
離
れ
た
場
所
で
洗
浄
・
吸

引
す
る
た
め
、
作
業
中
も
良
好
な

内
視
鏡
視
野
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
なった
ほ
か
、
吸
引
時
に
ノ
ズ
ル

が
粘
膜
面
に
接
し
て
も
全
て
の
孔

が
塞
が
れ
な
い
の
で
、
生
体
組
織

を
誤
吸
引
す
る
危
険
性
が
全
く

な
く
な
っ
た
。

　

本
製
品
は
、
平
成
25
年
5
月
の

発
売
開
始
以
降
、内
視
鏡
診
断
・

治
療
の
迅
速
化
、低
侵
襲
化
、
安

全
性
向
上
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い

ツ
ー
ル
と
なって
い
る
。ま
た
、内
視

鏡
操
作
に
係
る
負
担
軽
減
に
伴
い
、

医
師
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
察
に

専
念
し
、よ
り
精
細
な
観
察
が
で

事
業
に
参
入
し
た
同
社
は
、
機
器

開
発
と
並
行
し
て
事
業
化
体
制

の
充
実
も
図
って
い
る
。
平
成
21

年
に
は
医
療
機
器
製
造
業
の
許

可
を
取
得
し
、社
内
に
メ
デ
ィ
カ
ル

事
業
部
を
設
立
。
翌
平
成
22
年

に
は
第
二
種
医
療
機
器
製
造
販

売
業
の
許
可
を
、
さ
ら
に
平
成

24
年
に
は
I
S
O
1
3
4
8
5

の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

　

医
療
機
器
ビ
ジ
ネ
ス
は
薬

事
法
に
よ
る
規
制
が
厳
し
い
た

め
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
が
難

し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、同
社
は
、

機
器
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医
師

と
密
接
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
同
法
の
承

認
が
不
要
な「
ク
ラ
ス
１
」か
ら

の
参
入
を
実
現
。
今
後
は
さ

ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
い
る
。

http://www.yasec.co.jp/

山科精器株式会社

商　号：山科精器株式会社
設　立：昭和14年（1939年）7月
従業員数： 131名
事業内容：創業以来、自動車産業向けの工作機械、

船舶や発電プラント向けの熱交換器、産
業機械・船舶機関用の潤滑機器などを
手がけており、舶用エンジン向けのシリン
ダー注油器に関しては国内市場を独占し
ている。2004年には、これまで培ってきた
メカトロ技術やナノテクを活用できる分野
として医療機器産業に新規参入。

会社概要

山科精器株式会社
メディカル事業部　保坂 誠
滋賀県栗東市東坂525
TEL 077-558-1173
E-mail info@yasec.co.jp

お問い合わせ先

写真右端から、大日常男（山科精器）、上段左端から、出田智也（山科精器）、保坂誠（山科精器）、中島清一（大阪大学）

着
実
な
医
療
機
器

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

樹脂成形技術の高度化により実現した画期的な内視鏡用「洗浄吸引カテーテル」の開発受賞件名

この度の特別賞の受賞は大変名誉なことであり
ます。様々な開発の支援や協力を頂きました大阪
大学、大阪商工会議所、近畿経済産業局、滋賀県
の皆様方に心より感謝を申し上げます。これから
も『日本の技術をいのちのために』の精神で医療
機器を開発し、事業に邁進して参ります。

受賞メッセージ

全
方
向
に
液
体
を
噴
射
・

吸
引
で
き
る
ノ
ズ
ル
構
造

本
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

高
度
な
射
出
成
形
技
術
を
開
発

●中小企業の異分野展開、医療
分野進出の理想例。ユーザー
たる医師との連携、薬事法承認不
要の「クラス１」からのビジネス参入、販
路としての既存チャネルの活用などに
優れている。

●また、自動車製造装置の開発・製造で
培った設計・精密加工技術を応用し、精密
プラスチック加工に転換するなど、同社
ならではの技術的基礎も成功を支えた。

受賞者  山科精器株式会社：他１団体

大日 常男（リーダー）

保坂　 誠
出田 智也

中島 清一（大阪大学臨床医工学
  融合教育センター）

受賞理由

軟性内視鏡用洗浄吸引カテーテルを製作

■洗浄・薬液散布時の作業効率の向上
■ノズルの側面に開けた
　24個の穴から全周囲に洗浄液を噴射

本製品既存法

■吸引時の視野を維持し、安全性が向上

既存法

内視鏡の首振り操作が煩雑

本製品

抜き差しのみ容易な操作

製品外観

0.4mm×24個の側孔

2mm

噴射の様子

スコープ

 吸着後の
 内出血

吸引中は
視野を喪失

 接触しても
 吸着しない

吸引中は
視野を維持

スコープ
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マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
軽
量
に

も
か
か
わ
ら
ず
剛
性
に
優
れ

た
性
質
を
持
つ
金
属
で
あ
る
。

1
9
9
0
年
代
以
降
、
電
子

機
器
の
軽
量
化
を
背
景
に
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
が
携
帯
電
話

や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
外
装
部
品

に
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
って
き
た
。

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
加
工

は
、
溶
融
し
た
金
属
を
金
型
に

圧
入
し
て
成
型
す
る
と
い
う
ダ

イ
カ
ス
ト
方
式
が
主
流
で
あ
る
。

ダ
イ
カ
ス
ト
方
式
で
は
、
材
料

を
溶
か
し
て
加
工
す
る
た
め
、

自
由
な
形
状
を
成
型
で
き
る
一

方
、
金
型
の
寿
命
が
短
く
、
加

工
後
に
は
切
削
加
工
や
バ
リ
を

除
去
す
る
工
程
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、
薄
肉
成
型
が
難
し
い
、

表
面
が
不
均
一
に
な
る
た
め
塗

装
時
に
修
正
が
必
須
と
な
る
、

と
いっ
た
課
題
が
あ
る
。

　

近
年
は
、
電
子
機
器
の
高
性

能
化
に
伴
い
、
部
品
の
軽
量
化

だ
け
で
な
く
、
薄
肉
化
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
拡
大
。
こ
う
し
た

中
、
プ
レ
ス
加
工
を
得
意
と
す

る
同
社
で
は
、
極
薄
の
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
板
材
を
使
っ
て
軽

量
な
プ
レ
ス
加
工
部
品
の
開
発

工
材
料
の
熱
膨
張
を
考
慮
し
た

上
で
金
型
を
設
計
・
製
作
し
た

り
、
プ
レ
ス
加
工
時
の
温
度
を

管
理
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
ほ
か
、
高
温
下
に
お
い

て
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
金
型
に
焼
き

付
く
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
潤
滑

油
を
オ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
と
共
同

開
発
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
部
品
の
寸
法
精

度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

材
料
剛
性
を
維
持
し
つつ
設
計

自
由
度
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
。

厚
さ
が
わ
ず
か
0.
6
㎜
以
下
の

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
板
材
に
対
し

て
、
表
面
均
一
性
を
維
持
し
た

ま
ま
、１
回
き
り
の
温
間
プ
レ
ス

加
工
を
行
う
こ
と
で
、
A
4
サ

イ
ズ
の
箱
型
形
状
の
絞
り
加
工

品
を
安
定
的
に
量
産
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

に
着
手
し
た
。
板
材
由
来
の
薄

肉
性
や
表
面
の
均
一
性
と
い
っ

た
特
徴
と
量
産
性
に
優
れ
る

プ
レ
ス
加
工
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
他
社
が
真
似
で
き
な
い
軽

量
部
品
を
作
れ
な
い
か
と
考
え

た
の
で
あ
る
。

　

開
発
当
初
は
、
素
材
の
変
形

や
変
質
を
抑
え
る
た
め
に
、
常

温
で
の
プ
レ
ス
加
工
を
試
み
た
が
、

硬
いマ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
は
破
損

し
て
し
ま
う
。
加
工
温
度
を
上

げ
た
り
、
複
数
回
に
分
け
て
プ

レ
ス
す
れ
ば
成
型
で
き
る
も
の
の
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
は
2
0
0
℃

程
度
の
加
熱
に
よって
剛
性
が
低

下
す
る
た
め
、
短
時
間
で
加
工

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
金
型
材
料
と
被
加

　

し
か
し
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金

は
、
錆
び
や
す
い
と
い
う
欠
点
が

あ
る
。
プ
レ
ス
加
工
し
た
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
錆
を
防
ぐ
た
め
に

は
表
面
を
塗
装
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
よって
色
が
く
す

ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
、「
マ
グ
ブ

ラ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
塗
装
技

術
を
自
社
開
発
し
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
本
来
の
金
属
光
沢
を
保
っ

た
ま
ま
、
湿
度
等
に
よ
る
劣
化

を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
。
最
終

製
品
の
意
匠
性
向
上
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
。

　

本
製
品
は
、
平
成
16
年
の
実

用
化
以
降
、
国
内
大
手
メ
ー
カ
ー

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コン
の
天
板
、
裏
蓋
、

内
装
部
品
等
に
採
用
さ
れ
てい
る
。http://www.kasatani.co.jp/

株式会社カサタニ

株式会社カサタニ　
管理統括部長　野㟢 卓巳
大阪市淀川区三津屋中2-15-21
TEL 06-6308-0034 
FAX 06-6300-5672
E-mail info@kasatani.co.jp

商　号：株式会社カサタニ
設　立：昭和29年（1954年）6月
従業員数： 300名 
事業内容：1954年に自動車用板バネの製造で創業

して以来、得意とする金型製造技術を駆
使しながら様々な難加工材に対応。現在
はプレス加工技術や射出成形技術等も
組み合わせながら、自動車部品や携帯電
話部品など多様な製品を手がける。

会社概要

お問い合わせ先

写真左から、長尾圭祐、岸本直樹、桂重弘、梶原伸行、森茂生、住吉宏一、枠内は、小原美良

携帯型電子機器の軽量薄型化と意匠性を発展させたマグネシウム合金プレス製品の開発受賞件名

お客様の薄型軽量化に貢献できたことに加えて
今回の受賞、我々の技術をご評価頂き、大変うれ
しく光栄に思っております。開発開始から10年余
り、やっと報われた気がします。今後も「ものづく
り日本大賞」の名誉に恥じぬよう「日本に残る、残
す技術開発」に取組んでいきます。

受賞メッセージ

プ
レ
ス
加
工
に
よ
る

難
加
工
材
料
の
量
産
を
実
現

●難加工材料であるマグネシウ
ム合金のプレス加工技術の確
立に成功。

●大手メーカーのノートパソコンに採用さ
れており、世界最軽量化に貢献、プレス
加工業における高付加価値化のロール
モデルとして評価。

受賞者  株式会社カサタニ

梶原 伸行（リーダー）

住吉 宏一	
森 　茂生

岸本 直樹
長尾 圭祐

桂 　重弘
小原 美良

受賞理由

■プレス加工製品の形状

■マグネシウムの金属光沢をマグブライト処理で実現

耐
食
性
の
確
保
と
意
匠
性
の
向
上
の

た
め
に
表
面
処
理
技
術
も
併
せ
て
開
発

加工が難しいマグネシウム合金板材の温間プレス加工技術と独自開発した表面処理を組み合わせ、

これをきっかけに受注型から研究開発型企業に大きく転換
意匠性の高い絞り加工部品を実用化。

■下敷きの升目模様が映るくらい、	 	
マグネシウム本来の金属光沢が可能に

特別賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

株
式
会
社
カ
サ
タ
ニ
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デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー

は
、
自
動
車
が
旋
回
す
る
際
、

内
輪
と
外
輪
の
回
転
数
の
差
を

可
能
に
し
な
が
ら
、
左
右
の
車

軸
へ
駆
動
力
を
伝
達
す
る
部
品

で
あ
る
。
自
動
車
の
燃
費
向
上

お
よ
び
走
行
性
能
の
向
上
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
デ
ィ
フ
ァ
レ

ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
の
静
粛
性
を

高
め
な
が
ら
小
型
軽
量
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
従
来
、
自
動
車
用
デ
ィ

フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
で
設
計
さ
れ
て

お
り
、
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ケ
ー

ス
の
内
部
に
組
み
込
ま
れ
る
デ
ィ

フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
サ
イ
ド
ギ
ヤ
お
よ

び
ピ
ニ
オ
ン（
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

ギ
ヤ
）は
、
歯
形
部
の
機
械
加
工

の
生
産
性
に
優
れ
た
レ
バ
サ
イ
ク

ル
歯
形
が
適
用
さ
れ
、
部
品
メ
ー

カ
ー
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
設

計
し
た
図
面
の
通
り
に
部
品
を

生
産
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン

シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
は
、
西
浦
氏
ら
の

若
手
技
術
者
が
中
心
と
な
っ
て

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
自
ら
設
計
を

手
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。
西
浦

氏
は
デ
ィ
ファ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー

の
設
計
基
準
お
よ
び
評
価
試
験

む
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ギ
ヤ
を

小
型
化
し
、
そ
の
波
及
効
果
で

外
側
の
ケ
ー
ス
を
小
型
化
す
る

方
法
が
有
効
で
あ
る
。
デ
ィ
フ
ァ

レ
ン
シ
ャ
ル
ギ
ヤ
を
小
型
化
す
る

に
は
、
歯
部
の
歯
元
曲
げ
強
度

お
よ
び
歯
面
疲
労
強
度
の
高
強

度
化
が
必
要
と
な
る
。

　

従
来
の
歯
形
で
は
、
歯
の
歯

数
お
よ
び
高
さ
を
変
え
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
独
自
の

歯
形
を
採
用
し
た
が
、
歯
を
高

く
す
る
こ
と
は
、
著
し
く
歯
形

部
の
冷
間
鍛
造
加
工
性
を
悪
化

さ
せ
る
。
よ
っ
て
、
高
強
度
化

の
要
求
と
冷
間
鍛
造
加
工
性
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
最

適
な
歯
形
諸
元
お
よ
び
歯
形
の

各
部
の
コ
ー
ナ
ー
Ｒ
の
設
計
を
行

い
、
高
強
度
か
つ
冷
間
鍛
造
性

の
良
い
ギ
ヤ
の
設
計
を
行
っ
た
。

基
準
の
知
識
、
蓄
積
さ
れ
た
過

去
の
評
価
試
験
デ
ー
タ
の
知
識

を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
技
術
に
長
け
た
メ
ン
バ
ー
を

集
め
、
各
人
の
知
見
を
綿
密
に

す
り
合
わ
せ
な
が
ら
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
いっ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
力
で
、
高
強

度
か
つ
小
型
軽
量
な
新
デ
ィ
フ
ァ

レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
の
開
発
に
成

功
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
技

術
提
案
を
行
っ
た
。

　

デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー

を
小
型
軽
量
化
す
る
に
は
、
ま

ず
、
ケ
ー
ス
の
内
部
に
組
み
込

　

こ
の
よ
う
に
精
度
の
高
い
冷

間
鍛
造
工
法
や
設
計
開
発
か
ら

製
造
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
に

よ
り
、
ギ
ヤ
課
題
を
克
服
す
る

独
自
歯
形
を
開
発
し
、
従
来
の

デ
ィ
ファ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
よ
り

23
％
の
高
強
度
化
、
17
％
の
軽
量

化
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ

シ
ー
は
マツ
ダ
㈱
の
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｖ
全
車
に
採
用
さ
れ
、
車
両

の
燃
費
の
改
善
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
低
減
に
貢
献
し
て
い

る
。
現
在
は
、
そ
の
他
の
国
内

外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
デ
ィ
ファ

レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー
は
全
世
界
の

ユニッ
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
ベン
チ
マ
ー

ク
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
形
デ
ー
タ

は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
競

争
優
位
を
確
保
し
て
い
る
。 

http://www.ondo.co.jp/

株式会社音戸工作所

株式会社音戸工作所　
開発技術本部　開発部　西浦 長生
広島県東広島市八本松飯田１－１－１
TEL 082-428-2217
E-mail osao_nishiura@ondo.co.jp

商　号：株式会社音戸工作所
創　業：昭和22年（1947年）1月
従業員数： 984名 （平成25年6月1日現在）
事業内容：自動車部品やプレス金型の製造販売を手

がけ、1992年よりマツダのディファレンシャ
ルASSYの生産をスタートさせるなど、高い
技術力を発揮。中国やタイにも自動車用
ディファレンシャルギヤ・ユニットの生産工
場を展開し、グローバルでの生産・供給体
制を構築。

会社概要

お問い合わせ先

写真前列左から、中祖剛、西村広之、中野良秀　後列左から、西浦長生、鬼塚昭一、長原誠治、柳本末仁

開発、生産技術、製造部門から社内エキスパート
が集結し、設計・実験・トライを繰り返し、チーム
一丸となって製品開発を行い、やっと量産化を実
現することができました。これからも、日本のもの
づくり力向上に貢献できるよう精進を続けていき
たいと思います。

受賞メッセージ

デ
ィ
ファ
レ
ン
シ
ャ
ル
ア
ッ
シ
ー

の
自
社
開
発
に
成
功

●従来の「歯切り盤」の制約を克
服し、高精度の冷間鍛造技術に
より、画期的な小型化・軽量化を
実現。これによりモジュール提案が可能
となり、独自性の高い付加価値領域の確
立に成功。自動車分野でのモジュール化
が進む中、電子部品系とは異なる金属加
工分野での優位性発揮のロールモデル
となる事例。この分野における世界での
シェア拡大にも期待。

受賞者  株式会社音戸工作所

西浦 長生（リーダー）

柳本 末仁
中野 良秀

西村 広之
鬼塚 昭一

長原 誠治
中祖 　剛

受賞理由

精
密
冷
間
鍛
造
技
術
を	

用
い
た
独
自
歯
形
で

ギ
ヤ
の
課
題
を
克
服

高強度化と大幅な小型軽量化を実現した自動車用ディファレンシャルアッシーの開発受賞件名

世界初の独自の歯形諸元を編み出してギヤに採用することで、

ディファレンシャルアッシーを商品化
高強度かつ小型軽量化した

■本受賞のディファレンシャルアッシー ■従来のディファレンシャルアッシー

 ディファレンシャルピニオン
【歯数9】背面球径 ø90mm  ディファレンシャルピニオン

【歯数10】背面球径 ø94mm

 ディファレンシャルサイドギヤ
【歯数13】  ディファレンシャルサイドギヤ

【歯数14】

外径
ø115mm

外径
ø120mm

特別賞
製 造 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

株
式
会
社
音
戸
工
作
所

従来
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特別賞
製 品 ・ 技 術 開 発 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

オ
ー
エ
ヌ
工
業
株
式
会
社
：
他
２
団
体

1000Galを超える耐震性、
80年以上の耐久性をもつステンレス製給排水継手を開発、

世界初 耐震耐久性を備えたステンレス製 給排水継手の開発

オーエヌ工業株式会社：他２団体

第5回 ものづくり日本大賞

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
耐
震

性
・
耐
久
性
の
高
い
継
手
を
開

発
　

同
社
は
1
9
6
4
年
の
創
業

以
来
一
貫
し
て
、
ス
テ
ン
レ
ス

製
継
手
や
バ
ル
ブ
の
製
造
販
売

を
手
掛
け
て
き
た
。
1
9
7
9

年
に
は
圧
縮
さ
れ
た
ゴ
ム
が
外

側
に
広
が
る
力
で
管
の
末
端
を

太
鼓
状
に
膨
ら
ま
せ
る
方
式
を

日
本
で
初
め
て
継
手
構
造
に
実

用
化
し
、
こ
の
拡
管
方
式
と
継

手
の
肉
厚
化
に
よ
っ
て
、
地
震

耐
久
性
が
高
い
拡
管
式
管
継
手

（
ナ
イ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
）を
開
発
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
耐
久
性

や
耐
震
性
が
立
証
さ
れ
、
信
頼

性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、現
在
、

立
て
管
か
ら
の
枝
管
に
使
用
さ
れ

る
小
口
径
の
60 

Su
以
下
の
ス
テ
ン

レ
ス
製
継
手
に
お
い
て
、
国
内

シ
ェ
ア
60 

%
を
確
保
し
て
い
る
。

　

一
方
、
75 

Su
以
上
の
大
口
径

配
管
は
、
コ
ス
ト
面
か
ら
信
頼
性

の
低
い
ね
じ
込
み
・
溶
接
な
ど
が

多
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、小
・
中

規
模
集
合
住
宅
や
、病
院
、
学
校

等
の
公
共
施
設
の
給
水
・
給
湯
・

冷
温
水
・
冷
却
水
な
ど
に
は
ね

じ
込
み
式
あ
る
い
は
溶
接
式
の

継
手
が
使
わ
れ
て
い
る
。し
か
し

な
が
ら
地
震
の
際
に
は
、ね
じ
部

へ
の
応
力
集
中
に
よ
る
破
損
や
、

築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
加

速
度
4
0
0

Gal
の
2.
5
倍
の

1
0
0
0

Gal
を
超
え
る
耐
震
性

の
向
上
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
、約
30
年
と
い
わ
れ

て
き
た
継
手
寿
命
が
、80
年
以
上

に
長
寿
命
化
で
き
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
は
国
が
推
奨
し
て
い

る「
1
0
0
年
住
宅
」に
も
応
え

ら
れ
る
製
品
と
なって
い
る
。

　

実
大
耐
震
試
験
を
実
施
で
き

た
こ
と
で
、
大
口
径
で
の
純
国
産

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。今
後
予
想
さ
れ
る

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
や
東

日
本
大
震
災
復
興
事
業
の
中
で

新
し
い
建
造
物
に
採
用
さ
れ
る
な

溶
接
配
管
の
可
と
う
性
の
な
さ

か
ら
の
固
定
部
材
の
破
損
等
が

あ
り
、建
築
物
と
共
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、ビ
ル
機
能
の

麻
痺
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
2
0
1
1
年
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、
建
築
物
の
被

災
と
共
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
建

築
物
内
の
配
管
類
の
損
傷
に
よ

る
生
活
用
水
の
断
水
と
い
っ
た

２
次
災
害
が
発
生
し
、
今
後
の

新
た
な
地
震
対
策
と
し
て
建
築

設
備
の
耐
震
性
・
耐
久
性
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、同
社
は
耐
震
性
能
を

強
化
し
た
75 mm
、80 

mm
、1
0
0mm

の
大
口
径
拡
管
式
継
手
を
開

発
し
、実
大
耐
震
試
験
で
、
建

ど
、国
内
で
は
浸
透
し
つつ
あ
る
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
実
績
を
背

景
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
欧
州
の

建
築
業
界
へ
の
販
路
開
拓
に
も

弾
み
が
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
海
外
の
高
層
ビ
ル
・

公
共
施
設
・
病
院
・
学
校
等
の

配
管
に
採
用
さ
れ
れ
ば
、
大
規

模
地
震
か
ら
の
２
次
災
害
を
防

ぎ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
に

大
き
く
貢
献
で
き
る
。

　

な
お
、
同
社
は
開
発
設
計

か
ら
製
造
ま
で
全
て
国
内
生
産

す
る
こ
と
で
、
製
造
技
術
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
を
行
い
、
技

術
流
出
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

模
倣
品
対
策
と
し
て
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
の
導
入
に
よ
る
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
も
検

討
中
で
、
信
頼
性
の
維
持
や
品

質
管
理
強
化
も
図
っ
て
い
く
。http://www.onk-net.co.jp/

オーエヌ工業株式会社

商　号：オーエヌ工業株式会社
設　立：昭和39年（1964年）12月15日
従業員数： 165名 （平成25年3月31日現在）　　
事業内容：設立当初からステンレス配管製品の生産

を手がけてきた専門メーカーで、建築用ス
テンレス屋内配管、工業用ステンレス配
管、水道用ステンレス埋設配管の継手お
よびバルブなどを、鋳造から加工、完成品
まで一貫生産している。

会社概要

オーエヌ工業株式会社
技術本部　常藤 和治
岡山県津山市神戸４６６
TEL 0868-28-3544
E-mail k.tsuneto@onk-net.co.jp

お問い合わせ先

写真前列左から、松木竜太、中村好孝、高井克之、吉川忠伸、後列左から、柿原智、植杉浩、枠内は、青木徹彦（愛知工業大学）

受賞件名

この度の特別賞受賞に対し、個人に関してもグ
ループ全体に対しても大変な誉れで、関係各位に
厚くお礼申し上げます。また、この度の受賞で地
元自治体を初め、多くのお取引先様より、大変な
評価を頂くこととなりました。この受賞をはずみに
一刻も早い新製品の拡販に勤しむ所存です。

受賞メッセージ

●阪神淡路大震災及び東日本
大震災において優れた耐震性
が実証。

●著名建築物だけでなく、病院・学校など
の公共施設での採用が広がっており、
防災に大きく貢献。日本から発信すべき
優れた防災関連技術。

受賞者  オーエヌ工業株式会社：他２団体

中村 好孝（リーダー）オーエヌ工業株式会社

青木 徹彦(愛知工業大学)

松木 竜太(オーエヌ工業株式会社)

高井 克之(オーエヌ工業株式会社)

植杉　 浩(株式会社ナカキン)

柿原　 智(株式会社ナカキン)

吉川 忠伸(株式会社ナカキン)

山形の管と継手により
ゴムパッキンを閉じ込
め、ゴムの塑性変形を
起こりにくくすること
で、強い振動を受けて
もゴムが外にはみ出る
ことがなく、継手の緩
みや継手からの漏れ
のない耐震性を発揮

受賞理由

東日本大震災でも耐震性が実証

日
本
発
の
防
災
技
術
と
し
て

国
内
外
の
公
共
施
設
で
採
用

■基本構造が同じ、小口径（写真右）、大口径（写真左）継手の製品例

ゴムパッキン

77 第5回 ものづくり日本大賞 76特別賞  製品・技術開発部門



特別賞
伝 統 技 術 の 応 用 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

株
式
会
社
水
沢
鋳
工
所

伝統技術と現代ライフスタイルの
コラボレーションにより生み出された

業界初！IH炊飯ジャー用南部鉄器製内釜の開発

株式会社水沢鋳工所

第5回 ものづくり日本大賞

　

電
気
炊
飯
器
メ
ー
カ
ー
は
平
成

19
年
ご
ろ
か
ら
、
南
部
鉄
器
製

内
釜
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
た

が
、
寸
法
精
度
や
軽
量
化
に
よ

る
強
度
の
確
保
、量
産
化
の
め
ど

も
つ
か
ず
、南
部
鉄
器
製
の
内
釜

の
開
発
は
一
時
凍
結
と
な
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
平
成
22
年

に
ア
ル
ミ
製
内
釜
を
採
用
し
、“
昔

な
が
ら
の
羽
釜
”を
イ
メ
ー
ジ
し

た
炊
飯
器
を
製
作
し
た
と
こ
ろ
、

従
来
の
形
状
か
ら
羽
釜
へ
と
大
き

く
形
状
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、

味
が
格
段
に
お
い
し
く
な
っ
た
と

の
評
価
を
得
た
。

　

そ
こ
で
、
羽
釜
の
材
質
そ
の

も
の
を
さ
ら
に
極
め
る
べ
く
、
南

部
鉄
器
に
よ
る
羽
釜
の
開
発
が

再
開
さ
れ
た
。
羽
釜
と
い
う
形

状
に
よ
り
、
開
発
難
易
度
を
凍

結
前
よ
り
引
き
上
げ
て
の
再
開

と
な
っ
た
。

　

南
部
鉄
器
は
、
形
状
精
度
の

向
上
や
低
コ
ス
ト
化
等
を
図
る

た
め
に
、
で
き
る
だ
け
製
品
形

状
に
近
い
鋳
型
に
鋳
込
む
。
そ

の
後
、
湯
口
や
押
し
湯
部
分
等
、

製
品
以
外
の
部
分
を
加
工
除

諦
め
、
肉
厚
鋳
造
品
を
旋
盤
で

切
削
加
工
し
、
形
状
精
度
の
向

上
や
材
質
の
安
定
化
等
を
進
め

た
。
さ
ら
に
切
削
加
工
コ
ス
ト

を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
、
保
持

治
具
の
改
良
、
切
削
速
度
、
回

転
速
度
、
使
用
工
具
等
の
改
良

等
を
進
め
、
当
初
よ
り
1
／ 

2

の
加
工
コ
ス
ト
に
抑
え
る
こ
と
を

実
現
し
、
業
界
初
の
I
H
炊
飯

ジ
ャ
ー
用
南
部
鉄
器
製
内
釜
を

開
発
し
、量
産
化
に
成
功
し
た
。

　

蓄
熱
性
の
高
い
鉄
で
作
ら
れ
た

南
部
鉄
器
製
内
釜
は
I
H
加
熱

と
の
相
性
が
良
く
、
理
想
的
な
ご

飯
が
炊
き
上
が
る
と
評
判
で
、
炊

飯
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
高
額
に
も
か

か
わ
ら
ず
大
変
人
気
が
高
い
。

　

南
部
鉄
器
の
産
地
で
あ
る
水

去
し
製
品
を
作
る
。
こ
の
と
き
、

製
品
の
表
面
は
鋳い

肌は
だ

と
呼
ば
れ

る
状
態
で
、
鋳
型
の
模
様
が
そ

の
ま
ま
残
って
い
る
。
こ
の
模
様

が
南
部
鉄
器
独
特
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
霰あ

ら
れ

模
様
等
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
炊
飯
器
等
の
電
気

製
品
の
場
合
、
鋳
造
品
の
形
状

が
微
妙
に
一
品
一
品
異
なって
い

た
り
、
鋳
肌
状
態
で
は
、
表
面

の
砂
の
凹
凸
で
釜
に
伝
わ
る
熱

が
変
化
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、

鉄
の
弱
点
で
あ
る
さ
び
や
す
い
こ

と
等
を
克
服
で
き
な
い
た
め
量

産
化
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
及
川
氏
ら
は
鋳
造

品
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
製
品
に
近

い
形
状
に
鋳
物
を
作
る
こ
と
を

沢
鋳
物
工
業
共
同
組
合
の
調
査

で
は
、
同
地
区
の
平
成
23
年
度

の
年
間
売
り
上
げ
は
、
産
業
機

械
鋳
物
65.
2
億
円
、
工
芸
鋳

物
13.
5
億
円
で
あ
る
。
こ
の
南

部
鉄
器
製
内
釜
の
売
り
上
げ
は
、

1.
2
億
円
に
達
し
同
地
区
の

全
体
の
1.
5
％
を
占
め
る
。
特

に
工
芸
品
関
係
で
は
8.
9
％
と

な
って
お
り
、
こ
の
内
釜
の
販
売

が
南
部
鉄
器
産
地
の
底
上
げ

と
な
って
い
る
。

　

炊
飯
ジ
ャ
ー
へ
の
展
開
は
従

来
ま
で
の
鉄
瓶
等
の
イ
メ
ー
ジ

を
大
き
く
脱
し
て
お
り
、
新

し
い
領
域
の
開
拓
、
さ
ら
な
る

新
商
品
への
可
能
性
等
、
同
業

者
へ
の
期
待
も
大
き
い
。
さ
ら

に
、
南
部
鉄
器
の
知
名
度
を

上
げ
る
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献

も
大
き
い
。

ホームページなし

株式会社水沢鋳工所

商　号：株式会社水沢鋳工所
創　業：昭和21年
従業員数： 53名
事業内容：創業当初は日用品の鍋、釜の生産をして

いたが、昭和30年より機械鋳物部品に
品種を転換し現在に至っている。ねずみ
鋳鉄、球状黒鉛鋳鉄を月240トン生産し
ており、又、アルミニウム合金鋳物を自硬
性、生型、金型鋳造で生産している。生
産部品は上下水道、自動車、舶用内燃
機、鉄道信号、農業機械、医療器械、家
電等と幅広く手掛けている。

会社概要

株式会社水沢鋳工所 
岩手県奥州市水沢区太日通り1-8-15 
TEL 0197-24-7218

お問い合わせ先

写真後列左から、石川薫、池井靖、鈴木満雄、田村直人、前列左から、菊地寿恵、及川勝比古、佐藤君雄

受賞件名

特別賞ありがとうございます、感激致しておりま
す。ひとえに象印マホービン様の南部鉄器採用の
熱意と支援機関の方々のお力添え、又、メンバー
並びに携わりました社員のチャレンジ精神のお陰
です。今後も南部鉄器の伝統を継承し、現代の技
術を織り込み精進してまいります。

受賞メッセージ

●伝統ある産地「南部鉄器」のバ
リューを生かして、コモディティ
化が進む家電製品分野において
差別化、高付加価値化を実現。

●地域活性化のみならず、新しいクール
ジャパンのモデルとなる事例。

受賞者  株式会社水沢鋳工所

及川 勝比古（リーダー）

田村 直人
鈴木 満雄

石川　 薫
佐藤 君雄

池井　 靖
菊地 寿恵

革新的・独創的な製品
受賞理由

開
発
一
時
凍
結
か
ら
の
再
開

南
部
鉄
器
産
地
への
貢
献

業
界
初
の
I
H
炊
飯

ジ
ャ
ー
用
南
部
鉄
器
製
内

釜
の
開
発
・
量
産
化
に
成
功

■南部鉄器製内釜

■「南部鉄器 極め羽釜」ができるまで

■南部鉄器製内釜と炊飯ジャー

「南部鉄器 極め羽釜」が
   できるまで

鋳込み（いこみ）
一つ一つの釜に対して
砂型（砂の鋳型）を作り、
溶解鉄を流し込みます。

型開け（かたあけ）
鉄が冷めて固まったら、砂型を割り、
中から釜の原型を取り出します。
砂を払い、釜の形に整えます。

切削（せっさく）
1品ずつ丹精込めて釜の内面、
外面を切削加工します。

焼鈍（しょうとん）
炉の中に入れ、800℃の高温で
鉄以外の不純物を取り除きます。
その後、表面加工を重ね、
南部鉄器の極め羽釜が完成します。

一品一品に職人の技が光る、特別仕様「南部鉄器 極め羽釜」

79 第5回 ものづくり日本大賞 78特別賞  伝統技術の応用部門



特別賞
海 外 展 開 部 門

第5回   ものづくり日本大賞

特
別
賞

T
O
T
O
株
式
会
社

「低価格」「高意匠」「電源不要」をキーワードに、

TOTO株式会社

第5回 ものづくり日本大賞

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
昔
か
ら
お
し

り
を
ホ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ
の
水
で
洗

う
習
慣
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
同

社
は
平
成
12
年
に
電
気
を
使
わ

ず
水
で
お
し
り
を
洗
浄
す
る
便

座「
エコ
ウ
ォッ
シ
ャ
ー
」を
東
南
ア

ジ
ア
で
発
売
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
中
心
に
急
速
な
普
及
が
進
ん

だ
。
し
か
し
そ
の
後
、
海
外
メ
ー

カ
ー
が
、
低
価
格
な
類
似
品
で

市
場
参
入
し
て
き
て
お
り
、
競

合
す
る
場
面
が
急
増
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
製
品
と

し
て
ア
ジ
ア
市
場
を
中
心
に“
お

し
り
を
洗
う
文
化
”の
定
着
を

図
る
た
め
に
、 

ウ
ォ
シ
ュレッ
ト
入

門
機
と
し
て
薄
型
で
高
い
デ
ザ

イ
ン
性
を
有
し
、
従
来
機
能
を

よ
り
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る「
エ

コ
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
」の
新
商
品
を

開
発
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

中
東
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で

販
売
し
て
い
る
便
器（
壁
掛
け

便
器
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
便
器
等
）と

の
一
体
感
を
生
む
普
通
便
座

を
思
わ
せ
る
薄
さ
を
達
成
す
る

た
め
に
、
ノ
ズ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
技

用
化
率
97
％
を
達
成
し
た
。

　

各
部
品
の
組
み
立
て
に
お
い

て
も
、
従
来
は
バ
ル
ブ
本
体
の

組
み
立
て
、
ノ
ズ
ル
の
組
み
立

て
、
外
郭
部
品
の
組
み
立
て
は

全
て
ね
じ
で
組
み
立
て
て
い
た

が
、
回
転
／
ス
ラ
イ
ド
フ
ッ
ク
等

の
構
成
で
取
付
け
強
度
を
達
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ル
ブ
本
体

の
組
み
立
て
、
ノ
ズ
ル
の
組
み
立

て
、
外
郭
部
品
の
組
み
立
て
は

全
て
ね
じ
レ
ス
を
達
成
し
た
。

　

中
東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
だ

け
で
な
く
、
米
国
規
格
へ
の
展

開
も
考
え
、
負
圧
性
能
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
コ
ス
ト
を
か
け
な
い
よ

う
バ
キ
ュ
ー
ム
ブ
レ
ー
カ
と
ノ
ズ
ル

を
一
体
化
し
、バ
ル
ブ
内
部
に
逆

流
防
止
弁
を
ア
ド
オ
ン
で
き
る

よ
う
設
計
配
慮
を
行
っ
た
。

術
お
よ
び
ノ
ズ
ル
の
角
度
の
最
適

化
に
よ
り
、
狙
い
の
洗
浄
ポ
イ
ン

ト
を
変
え
る
こ
と
な
く
製
品
高

さ
40
％
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
。

　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
よ
び
ア
ド

オ
ン
設
計
に
よ
り
、外
観
デ
ザ
イ

ン
違
い（
外
郭
意
匠
違
い
、
外
郭

材
質
違
い
）の
商
品
に
対
し
て
、

バ
ル
ブ
か
ら
ノ
ズ
ル
ま
で
の
水
路

部
品
の
共
通
化
、同
一
配
置
、お

よ
び
、同
一
取
付
け
構
造
に
よ

り
、ベ
ー
ス
部
を
共
用
し
て
開
発

ス
ピ
ー
ド
30
％
ア
ッ
プ
を
実
現
し

た
。ま
た
、機
能
違
い（
お
し
り

洗
浄
の
み
仕
様
、お
し
り
＋
ビ
デ

洗
浄
仕
様
の
2
種
類
）の
商
品
に

対
し
て
、ビ
デ
あ
り
時
は
ビ
デ
ノ

ズ
ル
を
追
加
搭
載
の
み
で
対
応

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、部
品
共

　

こ
れ
ら
の
設
計
仕
様
の
工
夫

に
よ
り
、
生
産
効
率
、
製
造
品

質
の
安
定
化
に
加
え
て
、
今
後

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
見
据
え

た
市
場
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

　

中
東
・
東
南
ア
ジ
ア
に
エ
コ

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
が
普
及
し
て
い
く

こ
と
で
、
手
軽
に
か
つ
衛
生
的
に

お
し
り
を
洗
う
こ
と
が
一
般
的

と
な
る
。
ま
た
、
少
な
い
水
で

確
実
に
お
し
り
を
洗
え
、
電
気

代
も
か
か
ら
な
い
た
め
、
経
済

的
か
つ
省
エ
ネ
で
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
エコ
ウ
ォッ
シ
ャ
ー
の
普

及
を
通
じ
て
、
中
東
・
東
南
ア

ジ
ア
の
人
々
の
生
活
文
化
の
向

上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

http://www.toto.co.jp/

TOTO株式会社

商　号：TOTO株式会社
創　業：大正6年5月15日
従業員数： 単独 8,173名（平成25年3月31日現在）　
　　　　 連結 24,921名 （平成25年3月31日現在）
事業内容：主な事業は①次の商品の技術の研究・商品開発・設計・

デザイン・販売（設備機器関連：水栓金具/衛生陶器/
キッチン/洗面化粧台/ユニットバス/タイル/ウォシュレット
等、ニューセラミック関連：精密測定機械/半導体関連部
品等 、その他：燃料電池・自己発電装置・マイクロ波セ
ンサー・光触媒・高分子・ユニバーサルデザイン ）、②
国内外の設備機器販売店への、水まわり商品の販売戦
略提案等のコンサルティング（課題解決型）営業である。

会社概要

TOTOウォシュレットテクノ株式会社
総務部　総務グループ　柴戸 克之
福岡県北九州市小倉南区舞ヶ丘1-1-1
TEL 093-965-1599
E-mail katsuyuki.shibako@jp.toto.com

お問い合わせ先

写真上左から、福里真太郎、富田直美、岡田望、中村博、写真下左から、平憲作、野口智弘、矢玉勝也

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を

通
じ
て
生
活
文
化
の

向
上
に
も
貢
献

エコウォッシャーモデルチェンジ品開発によるウォシュレット市場の基盤構築受賞件名

電気を使わず水でおしりを洗浄できる便座エコ
ウォッシャーを開発しました。従来製品に対して
高さ４０％ダウンを達成し普通便座並みの薄さを
実現。部品削減、樹脂化により４０％コストダウン
を達成し、東南アジア諸国におしりを洗う機能付
き便座を飛躍的に広める契機となりました。

受賞メッセージ

従
来
機
能
を
よ
り

低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る

新
商
品
の
開
発

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

見
据
え
た
設
計
仕
様

●新興国での制約を克服し、電
気を使わず、水圧の変化に対
応する安価な製品提供を実現。

●グローバルレベルでの「おしりを水で洗
う文化」の普及に期待。

受賞者  TOTO株式会社

野口 智弘（リーダー）

福里 真太郎
中村　 博

平　 憲作
富田 直美

矢玉 勝也
岡田　 望

エコウォッシャーのモデル
チェンジ品の普及拡大を実現

受賞理由

■バルブからノズルまでの水路部品の共通化（同一配置および同一取付構造）

バルブ おしりノズル ビデノズル

★バルブからノズルまでの水路部品の共通化
　（同一配置、および、同一取付け構造）
★ビデ洗浄付はノズルをアドオンする

TCW08S（座蓋PP品）

TCW1211A（座蓋尿素樹脂品）

製品内部構成

81 第5回 ものづくり日本大賞 80特別賞  海外展開部門



優
秀
賞 

受
賞
者
一
覧

製
品
・
技
術
開
発
部
門

製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門

※受賞者複数の場合は、グループ代表の所属する企業名及び氏名のみ記載

次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
S
i
C
研
磨
加
工
プ
ロ
セ
ス
の
開
発

齊
藤 

伸
英

他
3
名

株
式
会
社
斉
藤
光
学
製
作
所

C
P
U
に
用
い
ら
れ
る
P
G
A
ピ
ン
の
高
精
度
加
工
技
術
と
省
力
化
ラ
イ
ン
の
開
発

松
田 

登

他
6
名

フ
ァ
イ
ン
ネ
ク
ス
株
式
会
社

ア
ル
ミ
素
材
の
鏡
面
切
削
加
工
技
術

中
田 

寛

他
5
名

株
式
会
社
中
田
製
作
所

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
、ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
改
革

山
川 

剛
志

他
1
名

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

水
や
油
で
濡
れ
た
危
険
床
面
で
も
す
べ
り
に
く
い
歩
行
安
全
性
に
優
れ
た
超
耐
滑
シ
ュ
ー
ズ
の
開
発

春
日 

憲
一

他
6
名

弘
進
ゴ
ム
株
式
会
社

ウ
ェ
ル
ド
レ
ス
樹
脂
成
形
の
実
用
化
と
そ
の
応
用
に
よ
る
塗
装
レ
ス
メ
タ
リ
ッ
ク
樹
脂
成
形
技
術
の
開
発

柴
田 

洋

他
6
名

株
式
会
社
柴
田
合
成

鋼
構
造
物
の
環
境
負
荷
軽
減
に
貢
献
す
る
長
さ
方
向
に
厚
み
を
変
化
さ
せ
た
厚
鋼
板
製
造
技
術
の
開
発

弓
削 

佳
徳

他
6
名

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

新
構
造
に
よ
り
従
来
の
１
０
０
倍
以
上
の
排
気
効
率
を
実
現
し
た
エ
コ
ベ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発

齋
藤 

輝
彦

株
式
会
社
斎
藤
金
型
製
作
所

自
動
車
用
蓋
物
生
産
の
た
め
の
コ
ン
パ
ク
ト
ヘ
ミ
ン
グ
加
工
装
置
開
発

冨
永 

誠

他
1
名

株
式
会
社
ヒ
ロ
テ
ッ
ク

使
い
や
す
く
自
然
に
歩
け
る
義
足
用
多
リ
ン
ク
式
安
全
膝
継
手
の
開
発

鈴
木 

光
久

株
式
会
社
今
仙
技
術
研
究
所

ひ
び
割
れ
計
測
シ
ス
テ
ム
「
K
U
M
O
N
O
S
」
〜
離
れ
た
所
か
ら
早
く
正
確
に
ひ
び
割
れ
を
計
測

中
庭 

和
秀

他
4
名

関
西
工
事
測
量
株
式
会
社

鏡
面
プ
レ
ス
加
工
技
術
と
特
殊
電
解
イ
オ
ン
水
洗
浄
技
術
に
よ
る
精
密
三
次
元
鏡
面
形
成
技
術
の
開
発

西
村 

清
司

他
6
名

高
橋
金
属
株
式
会
社

楕
円
形
状
に
適
し
た
革
新
的
な
円
筒
刃
物
を
搭
載
し
た
カ
ボ
チ
ャ
乱
切
り
装
置
の
開
発

松
本 

英
二

他
1
名

シ
ン
セ
メ
ッ
ク
株
式
会
社

機
械
加
工
品
と
同
じ
形
状
と
精
度
を
プ
レ
ス
加
工
で
製
品
化
す
る
プ
レ
ス
工
法
の
開
発

寺
方 

泰
夫

他
6
名

株
式
会
社
寺
方
工
作
所

安
価
な
鋼
板
を
軽
量
で
高
靱
性
材
料
に
変
性
、
不
快
な
振
動
を
制
御
す
る
自
動
車
用
シ
ー
ト
の
開
発

小
倉 

由
美

他
6
名

デ
ル
タ
工
業
株
式
会
社

超
繊
細
意
匠
研
磨
技
術
と
先
進
の
真
空
技
術
に
よ
る
軽
量
で
高
耐
食
な
Ｉ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
チ
タ
ン
の
開
発

門
谷 

誠

他
6
名

東
洋
ス
テ
ン
レ
ス
研
磨
工
業
株
式
会
社
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6 .

7 .

8 .

9 .

10.

 株式会社カサタニ

株式会社音戸工作所

オーエヌ工業株式会社

株式会社水沢鋳工所

ＴＯＴＯ株式会社

 ▶

▶

▶

▶

▶

P72

P74

P76

P78

P80

 

 

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

 新日鐵住金株式会社

宇部興産株式会社

株式会社タカギ

三菱電機株式会社

山科精器株式会社

 ▶

▶

▶

▶

▶

P62

P64

P66

P68

P70

 

 

特別賞 受賞者

特別賞 受賞者 日時：2013年9月19日　場所：ザ プリンス パークタワー東京



85 「ものづくり日本大賞」について

※受賞者複数の場合は、グループ代表の所属する企業名及び氏名のみ記載

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

海
外
展
開
部
門

高
清
浄
度
の
ク
リ
ー
ン
バ
ル
ブ
を
ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
、
品
質
と
コ
ス
ト
の
両
立
を
実
現

中
村 

政
浩

他
3
名

F
u
j
i
k
i
n 

V
i
e
t
n
a
m 
C
o., 

L
t
d.

伝
統
的
な
甲
冑
製
造
技
術
を
再
現
し
た
本
格
派
「
踊
れ
る・
走
れ
る
」
超
軽
量
甲
冑
の
開
発

田
ノ
上 

賢
一
他
6
名

丸
武
産
業
株
式
会
社

国
民
栄
誉
賞
（
2
0
1
1
年
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
代
表
）
副
賞
に
も
採
用
さ
れ
た
椿
シ
リ
ー
ズ
の
化
粧
筆

竹
田 

史
朗

他
6
名

有
限
会
社
竹
田
ブ
ラ
シ
製
作
所

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
手（
感
覚
）と
一
体
化
し
た
グ
ロ
ー
ブ
の
開
発

砂
川 

泰
三

株
式
会
社
レ
ガ
ン

特
許
技
術
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ね
じ
長
崎
」
を
活
用
し
た
繰
り
返
し
使
用
可
能
な
陶
磁
器
容
器
の
開
発

瀬
井 

和
文 

他
1
名

株
式
会
社
清
山

地
域
の
固
有
の
技
術
と
地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
世
界
初
の
竹
の
自
動
車
ス
テ
ア
リ
ン
グ

前
田 

作
拡

他
5
名

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
テ
ク
ノ
ウ
ッ
ド

半
硬
化
の
漆
喰
を
イ
ン
ク
受
容
層
と
し
た
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
シ
ー
ト
の
開
発

平
山 

浩
喜

他
3
名

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

耐
摩
耗
性
を
備
え
た
建
設
機
械
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
材
料
の
開
発

北
山 

茂
一

他
5
名

株
式
会
社
ア
ー
ル
ア
ン
ド
イ
ー

多
品
種
・
超
短
納
期
オ
ー
ダ
ー
対
応
を
可
能
と
し
た
、
卵
の
自
動
倉
庫
型
選
別
包
装
シ
ス
テ
ム
の
開
発

木
下 

久
廣

他
6
名

株
式
会
社
ナ
ベ
ル

重
量
物
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
軽
労
働
化
を
実
現
し
た
農
用
ト
ラ
ク
タ
用
リ
ア
バ
ケ
ッ
ト
の
開
発
改
良

寺
崎 

康
治

株
式
会
社
ア
ト
ム
農
機

究
極
の
分
離
フ
ィ
ル
タ
ー
レ
ス
超
精
密
濾
過
装
置
「
大
和
」
の
開
発

田
代 

實

他
3
名

株
式
会
社
ブ
ン
リ

極
細
繊
維
と
織
物
・
加
工
技
術
の
改
良
で
実
現
し
た
『
パ
ウ
ダ
ー
・
デ
ニ
ム
』
の
開
発

貝
原 

淳
之

他
6
名

カ
イ
ハ
ラ
産
業
株
式
会
社

樹
脂
有
効
使
用
率
1
0
0
%
、
樹
脂
流
動
レ
ス
を
実
現
し
た
半
導
体
用
圧
縮
成
形
樹
脂
封
止
装
置
の
開
発

浦
上 

浩

他
6
名

T
O
W
A
株
式
会
社

省
エ
ネ
・
発
電
を
同
時
に
実
現
し
た
世
界
初
の
ボ
イ
ラ
ー
蒸
気
圧
力
調
整
器
の
開
発

岩
見 

秀
雄

内
外
特
殊
エ
ン
ジ
株
式
会
社

理
美
容
・
医
療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
Q
O
L
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
多
機
能
車
椅
子
の
開
発

田
中 

晃
一

他
4
名

有
限
会
社
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ラ
イ
フ

高
耐
久
性
鉄
道
レ
ー
ル
ボ
ン
ド
お
よ
び
施
工
法
の
開
発

吉
永 

憲
市

他
6
名

株
式
会
社
昭
和
テ
ッ
ク
ス

D
L
C
被
覆
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
ピ
ス
ト
ン
の
開
発

下
平 

英
二

他
5
名

株
式
会
社
不
二
W
P
C

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
付
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
と
液
晶
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
大
気
圧
下
に
お
け
る
貼
付
け
装
置
の
開
発

植
村 

光
生

他
6
名

株
式
会
社
F
U
K

84優秀賞 受賞者一覧

産業・社会を支えるものづくり

第5回ものづくり日本大賞の表彰対象部門（経済産業省関係）

ものづくりの将来を担う高度な技術・技能

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」に
つ
い
て

第５回ものづくり日本大賞 応募件数
北海道
0
17
0
－
0
17

東北
5
19
5
－
0
29

関東
3
35
5
－
0
43

中部
13
23
10
－
0
46

近畿
5
48
5
－
0
58

中国
2
49
4
－
2
57

四国
1
8
3
－
0
12

九州
8
45
4
－
0
57

沖縄
0
0
0
－
0
0

本省
－
－
－
5
－
5

合計
37
244
36
5
2
324

①製造・生産プロセス部門
②製品・技術開発部門
③伝統技術の応用部門
④海外展開部門
⑤青少年支援部門
５部門合計

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」は
、
我
が
国
の
産
業
・
文
化
の

発
展
を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た「
も
の
づ
く
り
」を
着
実
に
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
意
欲

を
高
め
、
そ
の
存
在
を
広
く
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
創
設
さ
れ
た
表
彰
制
度
で
す
。

　
製
造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
、

伝
統
的
・
文
化
的
な「
技
」を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後

を
担
う
若
年
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る

各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
材
を

顕
彰
す
る
も
の
で
す
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
我
が
国
の
強
み
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、個
人
の
み
な
ら
ず
、グ
ル
ー
プ
も
受
賞

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
賞
は
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
文
部

科
学
省
が
連
携
し
て
平
成
17
年
よ
り
隔
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。経
済
産
業
省
で
は
、全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
3
2
4
件
も
の
応
募
の
中
か
ら
、
内
閣
総
理

大
臣
賞 

8
件
、
経
済
産
業
大
臣
賞 

18
件
、
特
別
賞 

10
件
、
優

秀
賞 

34
件
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

日本国内において生産技術の抜本的効率化など、製造・生産工程において画期的
なシステムや手法の開発・導入によって生産革命を実現させた個人又はグループ

日本国内において高度な技術的課題を克服し、従来にない画期的な製品・部品や
生産技術の開発・実用化を実現させた個人又はグループ
 
日本国内において伝統的な技術の工夫や応用によって、革新的・先進的な製品・部
品や生産技術の開発・実用化を実現させた個人又はグループ

日本の製造・生産プロセス、製品・技術開発および伝統技術を東アジア諸国等で
展開し、現地日系企業の生産性の向上や市場拡大などに貢献した、日系企業に勤め
る個人又はグループ

① 製造・生産プロセス部門

② 製品・技術開発部門 

③ 伝統技術の応用部門

④ 海外展開部門 

若年ものづくり人材（学生・生徒）の育成支援に積極的に取り組んでいる企業、NPO
（特定非営利活動法人）等のうち、その活動が目覚ましいと認められる企業、NPO 等

⑤ 青少年支援部門 
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